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ং

　一ൠ国道̔号は新潟市をى఺とし、日本海沿いに北陸地ํをॎஅし、京都市に至る総ڑ

཭ 561.2LNのओ要װઢ国道Ͱ͢ɻ新潟県と北陸地ํٴͼ京ࡕ神地ํを݁Ϳとともに、新

潟県の産業・経ࡁ・文化の交流発展に大きͳ໾割をՌたしてき·したɻ

　しかし、ࡏݱの柏崎市域の一ൠ国道̔号は、近年の市֗化のਐ展ٴͼ交通ध要の૿加に

より、ຫੑతͳ交通ࠞ雑を引き͜ىしてい·͢ɻಛにՆ期の交通ौ଺は、沿道ॅ民にとっ

てਂࠁͳ໰୊とͳってい·͢ɻ柏崎όΠύεݐઃ事業は、͜のよ͏ͳ໰୊をղܾし、޿域

地域との交流のଅਐ、都市交通の円׈化、都市機能のੑ׆化ͳͲを໨తにܭըさΕ·したɻ

　本書は、͜の柏崎όΠύεのݐઃにઌ立ͪ、平成 20年౓に࣮施した千古作遺跡、߳ੵ

寺沢遺跡の発掘調査報告書Ͱ͢ɻ調査によって、千古作遺跡Ͱは、中世をओ体とした井戸、

Տ川跡やߔがݟつかり、ଟくの遺物が出土し·したɻ中世土師器、चऱ焼ͳͲの土器・陶

磁器Ҏ֎にも、田下駄やٷͳͲの木製品、༗޸石製品、鉄ᕥͳͲ様ʑͳछ類の遺物がݟΒ

Ε·͢ɻ今回の調査区は、居ॅ域のԑล部と考えΒΕ·͢が、農具の田下駄足൘をંり割

り、ҙ図తに地໘にಥきࢗしているͳͲ、農耕に関連͢るࡇ᛾の場としてのੑ֨も͏かが

え·͢ɻ一ํ、߳ੵ寺沢遺跡Ͱは、ࡏݱ柏崎市の市֗地に͋る߳ੵ寺が、͜の地かΒҠస

したとの伝ฉが͋り、中世寺院の検出が期଴さΕてい·したɻ中世がओ体の遺ߏ・遺物は

念ͳがΒ、௚઀寺院のࠟ跡をࣔ͢ものを֬ೝ͢る͜とはͰき·ͤん࢒、つかり·したがݟ

Ͱしたɻしかし、古代の木炭窯や縄文時代の遺物が新たにݟつかるͳͲ、ڱい谷地に立地

͢る遺跡のੑ֨について考えるܖ機ともͳり·したɻ

　今回の発掘調査ͰಘΒΕた資料や本報告書が、埋蔵文化財のཧղやೝࣝをਂめるܖ機と

ͳり、地域の歴史資料として޿く׆用さΕる͜とを期଴してい·͢ɻ

をいたͩいた柏崎市教育委員会、ฒྗڠޚཧղとޚ後に、͜の発掘調査にରしଟ大ͳ࠷　

ͼに地ݩのํʑ、·た、発掘調査かΒ本報告書の作成に至る·Ͱ֨ผͳޚ配ྀをいたͩい

た国土交通ল北陸地ํ੔උ局長岡国道事຿所にରしてްくおྱをਃし上͛·͢ɻ

　　平成 23年 3݄

新潟県教育委員会

	 教　育　長　෢藤　ݾࠀ



例　　　ݴ

	 1	 本報告書は、新潟県柏崎市大ࣈ剣野町ࣈ千古作 288�3 ほかに所͢ࡏる千古作遺跡、ಉ͡く大ࣈ剣野ੵ߳ࣈ寺沢

862�28 ほかに所͢ࡏる߳ੵ寺沢遺跡の発掘調査記録Ͱ͋るɻ

	 2	 発掘調査は一ൠ国道̔号柏崎όΠύεのݐઃに൐い、国土交通লかΒ新潟県教育委員会（Ҏ下、県教委）がडୗ

したものͰ͋るɻ

	 3	 発掘調査は県教委が調査ओ体とͳり、財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（Ҏ下、埋文事業団）に調査をґཔ

したɻ

	 4	 埋文事業団は、掘࡟作業等をג式会社ΠϏιΫに委ୗして発掘調査を࣮施したɻ

	 5	 出土遺物ٴͼ調査・੔ཧ作業に܎る֤छ資料は、一括して県教委が新潟県埋蔵文化財ηンλーにおいて保管・管

ཧしているɻ遺物の஫記は、千古作遺跡のུ記号「νΰ」、߳ੵ寺沢遺跡のུ記号「ίウシ」とし、出土地఺や૚

位等をซ記したɻ

	 6	 本書の図中Ͱࣔ͢ํ位は、͢΂て真北Ͱ͋るɻ

	 7	 本書にࡌܝした遺物൪号はछผを໰Θͣ通し൪号とし、本文ٴͼૠ図・遺物࡯؍表・図໘図版・ࣸ真図版の൪号

は一கしているɻ

	 8	 引用・参考文献は、ஶऀٴͼ発ߦ年（西ྐྵ）を文中にʦ　ʧͰࣔし、巻຤に一括してࡌܝしたɻ「第Ⅲ章̐　ࣗ

વՊ学分ੳ」「第Ⅳ章̐　ࣗવՊ学分ੳ」については、引用文献を節຤にࡌܝしたɻ·た、本文中のܟশはུしたɻ

	 9	 調査の一部は、ݱ地説明会（平成 20年 10݄ 18日）、޿報ࢴ『埋文にいがた』等Ͱެ表しているが、本書の記

ड़をもって正式ͳ報告と͢るɻ

	 10	 ࣗવՊ学分ੳの͏ͪ、थछಉఆはύリϊ・αーϰΣΠג式会社に、์ࣹੑ炭ૉ年代ଌఆはג式会社加଎器分ੳ研

究所に委ୗしたɻ

	 11	 遺ߏஅ໘図のτϨーεٴͼ֤छ図版作成・編集は、ג式会社ηϏΞεに委ୗしたɻ

	 12	 本書のࣥචは、石川ஐ紀（埋文事業団　൝長）、መ川ॱ一・長澤展生（ג式会社ΠϏιΫ　調査員）、ࣛ ຢ喜隆（ג

式会社加଎器分ੳ研究所）、੪藤ᜁ人・高橋ರ・അ場݈司（ύリϊ・αーϰΣΠג式会社）が౰たり、編集は石川・

藤巻正信（埋文事業団　調査՝長）・長澤が୲౰したɻࣥච分୲はҎ下のとおりͰ͋るɻ

	 	 　　第Ⅰ章、第Ⅲ章̖̍、第Ⅳ章̗̍ŋŋŋ石川

	 	 　　第Ⅱ章̍ŋŋŋመ川

	 	 　　第Ⅲ章̎、第Ⅳ章̎ŋŋŋ石川・መ川・長澤

	 	 　　第Ⅱ章̎、第Ⅲ章̗̍ ・̏・̑、第Ⅳ章̗̍	・̏・̑ŋŋŋ長澤

	 	 　　第Ⅲ章̖̐・第Ⅳ章̖̐ŋŋŋࣛຢ

	 	 　　第Ⅲ章̗̐・第Ⅳ章̗̐ŋŋŋ੪藤・高橋・അ場

13　発掘調査かΒ本書の作成に至る·Ͱ、下記のํʑٴͼ機関かΒଟくのޚ教ࣔ・ྗڠޚをいたͩいたɻ͜͜に記し

てްくおྱをਃし上͛るɻ（ܟশུ　ޒ十Իॱ）

	 	 相羽ॏ徳　　金子拓男　　関　雅之　　水澤幸一

	 	 柏崎市教育委員会　　剣野川ϗλϧ保ଘ会　　剣野町町内会



໨　　　࣍

第Ⅰ章　ং　　　説

1　調査に至る経Ң	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ	1

2　調 査 経 ա	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ	2

A　千古作遺跡	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ	2

B　߳ੵ寺沢遺跡	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ	4

3　調 査 体 制	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ	5

A　ࢼ掘֬ೝ調査	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ	5

B　本発掘調査	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ	5

4　੔ཧ作業と੔ཧ体制	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ	5

第Ⅱ章　遺跡の位置と環ڥ

1　地ཧత環ڥ	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ	6

2　歴史త環ڥ	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ	8

A　鵜川流域の遺跡	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ	8

B　文献かΒみた古代・中世の柏崎	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	10

第Ⅲ章　千古作遺跡

1　調査の概要	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	13

A　άリουのઃఆ	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	13

B　基 本 ૚ ং	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	13

2　遺　　　ߏ	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	16

A　遺ߏの概要	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	16

B　記ड़のํ法	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	16

C　遺 ߏ ֤ 説	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	16

3　遺　　　物	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	20

A　遺物の概要	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 	20
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第Ⅰ章　ং　　　説

1　調査に至る経Ң

「一ൠ国道 8号　柏崎όΠύε」は、柏崎市長崎をى఺に、ಉ市鯨波に至る延長11.0LNのװઢ道路Ͱ

͋るɻ交通ࠞ雑のղফ、޿域地域との交流のଅਐ、都市交通の円׈化、都市機能のੑ׆化ͳͲを໨తにܭ

ըさΕ、ত和 62年౓に事業化さΕたɻ平成 3年౓かΒ用地ങऩ、平成 5年౓かΒ޻事ணखして੔උがਐ

めΒΕているɻ͜Εをडけて、ݐઃল（ݱ国土交通ল、Ҏ下、「国交ল」）と新潟県教育委員会（Ҏ下、「県教委」）

との間Ͱ、事業用地内の埋蔵文化財のऔりѻいに関͢るٞڠが本֨化したɻ

柏崎市ݩ城町ࣈ宮川（横山川）〜剣野ੵ߳ࣈ寺沢間の分෍調査は、県教委かΒ委ୗをडけた財団法人新

潟県埋蔵文化財調査事業団（Ҏ下、「埋文事業団」）が平成 12年 12 ݄に࣮施したɻ調査によって、道路法

ઢ上には周஌遺跡Ͱ͋る剣野B遺跡・剣野沢遺跡・߳ੵ寺沢遺跡がଘ͢ࡏる͜とが൑明したɻ·た、沖

ੵ地のൣ޿ғͰ平҆時代〜中世の遺物が࠾集Ͱき、埋຅したࣗવఅ๷上に遺跡がଘ͢ࡏるՄ能ੑが͋る͜

とかΒ、ほ΅全域についてࢼ掘֬ೝ調査がඞ要Ͱ͋る旨を県教委に報告したɻ

千古作遺跡に܎るࢼ掘調査は、埋文事業団が平成 15年 8݄に࣮施したɻ中世がओ体の遺物とその時

期のՄ能ੑが͋る遺ߏを検出し、千古作遺跡として新規ొ録したɻ͜の時఺Ͱの本発掘調査ඞ要໘ੵは、

3
020N2 Ͱ͋るɻ剣野沢遺跡・߳ ੵ寺沢遺跡に܎る֬ೝ調査は、埋文事業団が平成 16年 8݄に࣮施したɻ

剣野沢遺跡Ͱ縄文時代の遺ߏ・遺物を検出し、4
500N2 について本発掘調査がඞ要としたɻ߳ੵ寺沢遺

跡Ͱは中世の遺ߏ・遺物を検出したが、周ลに調査ෆՄのൣғがଘࡏしたため൑அ保ཹとしたɻ

平成 20年౓の本発掘調査か所は、ほかのެڞ事業との調੔も͋り、࠷ऴతに平成 20年 3݄にܾఆし

たɻ޻事内༰によるऔりѻいٞڠの݁Ռ、千古作遺跡 740N2、߳ ੵ寺沢遺跡 630N2、剣野沢遺跡 3
030N2

が本発掘調査ର৅とͳったɻ国交লかΒ調査をडୗした県教委は、埋文事業団に࣮施をґཔしたɻ埋文事

業団は千古作遺跡の調査ऴྃ後、߳ੵ寺沢遺跡、剣野沢遺跡のॱにணख͢る͜ととし、4݄ 28日かΒ調

査を開始したɻ

香積寺沢香積寺沢
剣野沢剣野沢

千古作千古作

●●●

0 3LN（1ɿ75
000）

第 1図　柏崎バイパスの法線と遺跡の位置
〔国土地ཧ院「柏崎」「岡野町」1ɿ50
000 をॖ小〕
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2　調 査 経 ա

A　千古作遺跡

掘֬ೝ調査ࢼ（1

千古作遺跡に܎るࢼ掘֬ೝ調査は、平成 15年 8݄ 27・28日に࣮施し、柏崎όΠύε用地໿ 4
900N2

をର৅に、໿ 112N2 を調査したɻ8か所のࢼ掘坑（τϨンνɻҎ下、5）をઃఆして調査したと͜Ζ、1・2・

3・85 Ͱ遺ߏを検出したɻ·た 5か所のτϨンνかΒ、土師質土器・चऱ焼・ਢܙ器・ຏ石・મ՟・鉄

ᕥが出土したɻ鵜川のର岸に位置͢る下沖北遺跡との関連が考えΒΕ、3
020N2 について本発掘調査（Ҏ

下、本調査）がඞ要と൑அしたɻ遺跡新発ݟの地఺Ͱ͋った͜とかΒ、千古作遺跡とݺশ͢る͜ととしたɻ

·た平成 20年 5݄ 14日には、調査ະྃͰ͋った西ଆの丘陵੄部 730N2 をର৅に、2か所のτϨンν、

໿26N2 を調査したɻ遺ߏは検出Ͱきͳかったが、古代〜中世の遺物が出土したɻ遺跡が౰֘地·Ͱ֦がっ

ている͜とが֬ೝͰき、遺物がଟく出土した 105周ลについて本調査がඞ要と൑அしたɻ

2）本発掘調査

千古作遺跡の本調査ൣғは、޻事޻法の変ߋ等が͋り、橋٭部分（ϐΞ）と޻事用に地盤վ良͢るൣғ（作

業Ϡーυ）にݶఆさΕる͜ととͳったɻ県教委かΒのґཔ（平成 20年 3݄ 31 日付け教文第 1438 号の 2）に

基ͮく、౰初༧ఆ໘ੵは 980N2 Ͱ͋ったɻ内༁は、ϐΞ 2・3とϠーυ 1（作業Ϡーυ 1区）が本調査֬

ఆ໘ੵ 780N2、ϐΞ 4とϠーυ 2が֬ೝ調査後に要本調査と༧૝さΕる໘ੵ 200N2 Ͱ͋るɻ調査ର৅

地は୐地Ͱ͋り、ॅ୐の基礎や埋ઃ管ͳͲが࢒っていたため、国交লに調査前のআڈをおئいしたɻ

国交লによる支ো物݅のআڈ後、本֨తͳ४උ޻を開始したが、道路ಛఆ財ݯの໰୊による一時中அも

͋り、4݄は環ڥ੔උを中心にߦったɻ調査区周ғはॅ୐地Ͱ͋り、·たೈऑ地盤Ͱ͋る͜とかΒ、૽Ի・

振ಈに十分஫ҙしͳがΒ作業をਐめるよ͏にしたɻ作業Մ能ൣғはڱかったが、調査޻ఔを検討し、ϐΞ

3とϠーυ 1のซߦ調査がՄ能とͳったɻ5݄ 1日かΒϐΞ 3・Ϡーυ 1の҉޻ڎ事を開始し、掘࡟土中

かΒ遺物を࠾औしたɻ҉ڎ施޻後の 5݄ 8日かΒ 13日の間Ͱ、調査員立会いのもとॏ機（όοΫ・ϗー）

Ͱ表土掘࡟をߦったɻ5݄14日に上ड़の֬ೝ調査を࣮施し、105周ลのϐΞ4が本調査ର৅とͳったため、

ϐΞ 2調査ऴྃ後にணख͢る͜とにしたɻϐΞ 3を中心に、แؚ૚掘࡟・遺ߏ検出・遺ߏ掘࡟を開始したɻ

ϐΞ 3は遺ߏ検出໘もೈऑͰ、ߔ状のϓランがଟく検出さΕたɻ人ҝతͳ掘りࠐみかࣗવ形成の落ͪࠐ

みかを൑அ͢るため、αϒτϨンνをଟく入ΕたɻϠーυ 1Ͱは、ํ 形をఄ͢るઙく޿い遺ߏが検出さΕ、

耕作ࠟのՄ能ੑが૝ఆͰきたɻしかし、چ表土かΒのਂ౓もઙいのͰ、分ੳを͜͏ߦとはஅ念したɻ調査

はॱ調にਐߦし、࣍にҠಈ༧ఆの߳ੵ寺沢遺跡・剣野沢遺跡の४උ作業もঃʑに開始したɻϐΞ 2もண

खՄ能とͳり、5݄ 28・29日に表土掘࡟をߦったɻϐΞ 2は鵜川のఅ๷にかかるため、ݱஈ֊Ͱ調査Մ

能ͳൣғにཹめ、その状گにより࢒りのऔѻいを൑அ͢る͜とにしたɻϐΞ 2は居ॅ域の一୺Ͱ͋ると

૝ఆさΕたが、鵜川ํ޲へのٸͳ落ͪࠐみが検出ͰきたのͰ、࢒りは調査ෆ要と൑அしたɻ遺ߏ掘ٴ࡟ͼ

ଌྔもほ΅ऴྃした͜とかΒ、ϐΞ 2・3、Ϡーυ 1の 3か所の全体׬掘ࣸ真を、高所作業ंを࢖用して

຿੔ཧし、市道東ଆのൣғを、6݄࢒Өしたɻその後ࡱ 20日に国交লに引き渡したɻ市道西ଆのϐΞ 4

は 6݄ 23日かΒ調査を開始したɻ調査区ڱ小のため、調査員・作業員਺名の体制Ͱྟみ、そのほかは߳

ੵ寺沢遺跡へとҠったɻ遺物はൺֱతଟく出土したが、ࣗવの落ͪࠐみҎ֎に遺ߏは検出Ͱきͳかったɻ

2　調 査 経 ա
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第 3図　香積寺沢遺跡の範囲と試掘トレンチの位置

第 2図　千古作遺跡の範囲と試掘トレンチの位置
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7 ݄ 2日に全体ࣸ真ࡱӨ・ଌྔをߦい、7݄ 3日に県教委のऴྃ֬ೝをडけて͢΂ての作業をऴྃしたɻ

B　߳ੵ寺沢遺跡

掘֬ೝ調査ࢼ（1

周஌の߳ੵ寺沢遺跡ٴͼ剣野沢遺跡に܎るࢼ掘֬ೝ調査は、平成 16年 8݄ 16日〜 24日に࣮施したɻ

柏崎όΠύε用地໿ 13
000N2 をର৅に、16か所のτϨンνをઃఆし、໿ 335N2 を調査したɻ

߳ੵ寺沢遺跡に܎るτϨンνは 10〜 165 Ͱ͋り、12・135 の୐地੝土下のچ表土かΒ土師器が出土

したɻ·た、145 Ͱは土坑 1基が֬ೝͰき、その෴土中かΒ࣫器࿶ 1఺が出土したɻしかし、145 周ล

には支ো物݅等が͋り、十分ͳ調査が࣮施ͰきͳかったのͰ、4
200N2 が൑அ保ཹとͳったɻ

平成 20年 5݄ 28 日、平成 16年౓൑அ保ཹൣғをؚめた 6
000N2 をର৅に、֬ೝ調査を࣮施したɻ

6か所のτϨンν、໿ 58N2 を調査したが、遺ߏ・遺物は検出Ͱきͳかったɻ遺跡は局所తͰ͋る͜とが

૝ఆさΕた͜とかΒ、平成 16年౓ 145周ลの 630N2 について本発掘調査がඞ要と൑அしたɻ

2）本発掘調査

߳ੵ寺沢遺跡ٴͼ剣野沢遺跡周ลは、ॅ୐地Ͱ͋り、·たϗλϧの生ଉ域Ͱも͋った͜とかΒ、事前४

උ・調査は৻ॏに͏ߦඞ要が͋ったɻಛに߳ੵ寺沢遺跡は水路の上流部に位置͢る͜とかΒ、近くの用水

等に調査時の୙水が流Εࠐ·ͳいよ͏にཹҙしたɻ調査区ೆ東ଆの開ڎ集水部かΒポンϓͰټみ上͛、௜

ఽ૧（ϊονλンΫ）を経༝してかΒഉ水͢るよ͏にしたɻ5݄ 25日に地ݩの剣野川ϗλϧ保ଘ会事຿局

に調査ߦఔ・ഉ水ରࡦ等を説明し、ྃղをಘたɻ·た 6݄ 24日には、国交লとྗڠして、道路法ઢ内の

水路かΒϗλϧ༮஬のӤとͳるカワχφのҠಈをߦったɻ

調査区全໘には、ࢼ掘調査後に੝ΒΕた 1.5Nఔの੝土が͋り、そのআڈを 5݄ 28 日かΒ開始したɻ

࣍にணख༧ఆの剣野沢遺跡Ͱ、ਐ入路用εϩーϓを଄成͢るඞ要が͋った͜とかΒ、͜の੝土をӡ搬して

ͼ表土については、֬ೝ調査Ͱ本調査がෆ要と൑ٴ用͢る͜とͰ国交লのྃղをಘたɻそΕҎ֎の੝土࢖

அさΕた西ଆにഉ土したɻ本དྷのچ表土૚·Ͱのਂ౓は、北西ଆͰઙく、ೆ東ଆͰਂくͳっており、੝土

下にچ地形が良޷に࢒っている͜とが൑明したɻ遺物ྔがগͳい地఺については、遺ߏ検出໘·Ͱॏ機Ͱ

৻ॏに掘࡟したɻ·た、ྔのଟՉは͋るが、ࢼ掘調査Ͱはະ検出の縄文時代の遺物が、ほ΅調査区全域に

෍している͜とを֬ೝしたɻ6݄ࢄ 13日にॏ機による表土掘࡟をऴྃし、土૚ଯੵを֬ೝ͢るためのτ

Ϩンν掘࡟にணखしたɻ土૚࡯؍の݁Ռ、փԫ׊৭〜׊ࠇ৭をఄ͢る૚が中世ओ体の遺物แؚ૚Ͱ͋る͜

とを೺Ѳし、6݄ 24日かΒแؚ૚発掘を開始し、遺ߏ検出・遺ߏ掘࡟も 7݄ 1日かΒಉ時ฒߦͰ開始したɻ

調査は基本తに地形తに高所の北ଆかΒ、௿所のೆଆに޲かってਐߦさͤたɻ調査区中央付近かΒ、ݓ大

の᛽がแؚ૚中にଟくࠞ͡るよ͏にͳったɻ24+13・14 άリου付近Ͱは遺物もଟく、地山に平ୱ໘も

ೝめΒΕる͜とかΒ、͜の一連を 4X3とݺশしたɻその延長ํ޲の東ଆͰ、4X3のଯੵ土に෴ΘΕた炭

の集中か所 4,25 を検出したɻ௿所のೆଆͰは縄文時代の遺物がଟく出土し、ೆ西ํ޲にさΒに落ͪࠐ

む様相が֬ೝͰきたɻ4X4とݺশし、開ڎのఈ໘付近Ͱも遺物が出土した͜とかΒ、さΒに໘తͳ掘り

下͛をߦったɻ7݄຤ࠒには調査がऴ盤に入り、ঃʑに作業のओྗを剣野沢遺跡にҠしていったɻ8݄ 7

日には遺ߏ発掘作業をおおむͶऴえ、8݄ 8日に全体の׬掘ࣸ真を、高所作業ंを࢖用してࡱӨしたɻ掘

り࢒し部分がͳいか、ೆଆを中心にτϨンν調査したと͜Ζ、গྔͰは͋るがⅣ૚中にも縄文土器が入り

んͰいる͜とが֬ೝさΕたɻ໘తに掘下͛るඞ要が生͡たが、8݄ࠐ 20日にはଌྔもؚめて全作業をऴ

2　調 査 経 ա
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ྃしたɻその後、国交লの要望により調査区の埋め໭し作業をߦい、8݄ 27日にऴྃしてఫऩしたɻ

ͳお、10݄ 18 日に剣野沢遺跡ݱ地事຿所Ͱݱ地説明会を開࠵し、千古作遺跡・߳ੵ寺沢遺跡のεラ

Πυ説明、遺物展ࣔもߦったɻ近ྡのॅ民を中心に、90人の参加が͋ったɻ

3　調 査 体 制

A　ࢼ掘֬ೝ調査

千古作遺跡と߳ੵ寺沢遺跡に܎るࢼ掘֬ೝ調査は、Ҏ下のよ͏ͳ期日と体制Ͱߦったɻ

遺 跡 名 千古作遺跡 ߳ੵ寺沢遺跡

調 査 期 間 平成 15（2003）年 8݄ 27日・28日 平成 16（2004）年 8݄ 16日〜 24日

調 査 ओ 体 新潟県教育委員会（教育長　൘԰越　ྣ一） 新潟県教育委員会（教育長　൘԰越　ྣ一）

調 査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

総 括 井　　幸一（事຿局長）ࠇ 井　　幸一（事຿局長）ࠇ

管 ཧ 長谷川二三夫（総຿՝長） 長谷川二三夫（総຿՝長）

ॸ ຿ 高野　　正司（総຿՝൝長） 高野　　正司（総຿՝൝長）

調 査 総 括 藤巻　　正信（調査՝長） 藤巻　　正信（調査՝長）

調 査 ୲ ౰ ඌ崎　　高޺（調査՝൝長） ୌ沢　　規朗（調査՝൝長）

調 査 ৬ 員 田中　　一ึ（調査՝৤ୗ員） 片岡　　千ܙ（調査՝৤ୗ員）

B　本発掘調査

平成20年౓の本発掘調査は、Ҏ下のよ͏ͳ期日と体制Ͱߦったɻ

4　੔ཧ作業と੔ཧ体制

平成20年౓の੔ཧ作業は、ݱ地作業とซߦしͳがΒਐめたɻ遺物の水ચの一部、土৕水ચͳͲをݱ地

事຿所Ͱߦい、遺物の水ચ・஫記、઀߹・෮ݩ・࣮ଌ・ࣸ真ࡱӨ、୆ா類の੔උ、図໘類のम正・ϨΠΞ

ウτ、原ࣥߘචͳͲをג式会社ΠϏιΫೆڕপ੔ཧ所（ೆڕপ市）ٴͼ埋文事業団（新潟市秋葉区）Ͱ࣮

施したɻ平成 20年౓の੔ཧ体制は本発掘調査の体制とಉ͡Ͱ、੔ཧ期間は平成 20年 6݄ 16 日かΒ平

成 21年 3݄ 31日·ͰͰ͋るɻ平成 21年౓は原ࣥߘච・編集・ߍ正をओに࣮施し、平成 22年౓にҹ࡮・

刊ߦしたɻ

調 査 期 間
平成 20（2008）年 4݄ 28日〜平成 20年 7݄ 3日〔千古作遺跡〕

平成 20（2008）年 6݄ 2日〜平成 20年 8݄ 20日〔߳ੵ寺沢遺跡〕

調 査 ओ 体 新潟県教育委員会（教育長　෢藤		ݾࠀ）

調　　 査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

　総　　括 木村　正ত（事຿局長）

　管　　ཧ 　藤ࡈ ӫ （総຿՝長）

　ॸ　　຿ 長谷川　靖（総຿՝൝長）

　調査総括 藤巻　正信（調査՝長）

ಋ　　ࢦ　 高橋　保雄（調査՝　՝長代ཧ）

　調査୲౰ 石川　ஐ紀（調査՝൝長）

支 ԉ ૊ ৫ 式会社ΠϏιΫג

場代ཧ人ݱ 小林　史ঘ（文化財ܭଌ本部　؂ཧ՝ओ೚）

調　査　員
መ川　ॱ一（埋文調査部　遺跡調査՝）

長澤　展生（　　　　　ಉ　　　　　）

補　ॿ　員 今成京子、江৲ত子、֋瀬͋Ώみ、川内京子、܂原३子、久保美༝紀、෌沢༝美子
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第Ⅱ章　遺跡の位置と環ڥ

1　地ཧత環ڥ

柏崎ฏ໺の஍੎　柏崎平野は、ओ要Տ川Ͱ͋る鵜川とࡸ石川ٴͼその支流のผ山川によって形成さΕた

ྟ海沖ੵ平野Ͱ͋るɻそのೆと東西の三ํは「刈羽三山」を௖఺と͢る山地や東ᰍ城丘陵によってғ·Ε

ているɻ「刈羽三山」とは米山（ඪ高 992.6N）、ࠇඣ山（ඪ高 889.5N）、八石山（ඪ高 518N）をࢦし、米山・

෬山地に地形区分さΕ、ᰍ城ํ໘との分水ྮをͳ͢ɻ͜͏した山地・丘陵のԑลにىඣ山山௖付近は大ࠇ

は、沖ੵ地や一部日本海に઀して中・高位ஈ丘໘が局地తͳ޿がりをͤݟるɻ加えて、日本海に઀͢る沿

岸部には荒඿࠭丘が発ୡし、その後എには࣪地ੑの沖ੵ地が展開͢るʦ鈴木ほか1988・1989ʧɻ

͜͏した柏崎平野周ลの地形తಛ௃は、平野を北流͢る鵜川・ࡸ石川によって西部・中央部・東部に三

分さΕるɻ東部はࡸ石川Ҏ東の地域に相౰し、丘陵や沖ੵ地・࠭丘が発ୡしているɻ刈羽・三島丘陵ͳͲ

の丘陵地ଳとผ山川・長ௗ川流域の沖ੵ地、さΒには日本海岸沿の࠭丘が޿く展開し、その࣠はいͣΕも

北北東−ೆೆ西ํ޲をࣔしているɻ͜͏した地形తಛ௃は新第三系Ҏ߱の地質ߏ଄を൓өしたものͰ、᧞

と一கしているʦ鈴木ほか1988・1989、大野・徳間ほか1990ʧɻ޲എࣼํ・ࣼ޲଄のߏۂ

中央部は鵜川・ࡸ石川流域に沿ってࠇඣ山地や丘陵がೆ北ํ޲に展開し、そのԑลͰは中位ஈ丘地ଳの

発ୡがݦஶͰ͋るɻ中位ஈ丘໘はஶしくथࢬ状に開ੳさΕ鵜川・ࡸ石川が生成した沖ੵ地に઀しているɻ

中央部Ҏ西Ͱは地形の࣠が東部にൺ΂てೆ北ํ޲にͣΕているが、そΕは新第三系Ҏ߱の地質ߏ଄の᧞ۂ

区のҧいに༝དྷ͢るものとਪଌさΕているʦ大野・徳間ほか1990ʧɻ

西部は鵜川ࠨ岸地ଳ一ଳをࢦし、米山かΒଓく山地・丘陵が発ୡしているɻ౰地域Ͱは、米山山地が海

岸にୡしてஅ֑をͳし、その東ଆͰはڱ小ͳ中・高位ஈ丘໘を形成しているɻ࠭丘や沖ੵ地の形成に๡し

い地域Ͱ͋り、ൣ޿ғに発ୡした沖ੵ地や࠭丘が展開͢る東部や中央部とはର照తͳ様相をࣔしているɻ

ӏ઒ྲྀҬの஍ܗと遺跡の位置　千古作遺跡と߳ੵ寺沢遺跡が立地͢る鵜川流域は、上ड़のよ͏ͳ米山山

地や丘陵が発ୡした柏崎平野西部に͋るɻ鵜川流域ࠨ岸に相౰͢る米山丘陵Ͱは、小規໛ͳ開ੳがਐߦし、

ೆ北ํ޲のڱᯀͳथࢬ谷がਂく入りࠐんͰいるɻ一ํ、ӈ岸は中・高位ஈ丘（҆田丘陵）が展開͢るとともに、

の͢࢒পをބͰはΘͣかͳࡏݱがりをみͤているɻ޿ͳൣ޿い࣪地ੑをࣔ͢沖ੵ地がڧ岸とはର照తにࠨ

みとͳっているが、「ڸϲ沖」ͳるބপのଘࡏが伝ঝさΕている区域Ͱ͋るɻ

鵜川は流域໘ੵ 108.7Lᶷ、流路全長 24.6LNの を発͢るɻそのݯՏ川Ͱ、柏崎市ೆ部のඌ神岳にڃ2

下流Ͱはऄߦを܁りฦし、小規໛ͳࣗવఅ๷を発ୡさͤているɻかつてはよりෳ雑ͳऄߦがݟΒΕ、大Ӎ

の都౓൙ཞ͢る水֐の歴史を܁りฦしてきたɻその下流域に立地͢る下沖北遺跡やそのର岸の千古作遺跡

周ลͳͲにもچ流路のࠟ࢒が地形図かΒ࡯؍Ͱきるʦ品田 1995b、山本・高橋ほか2003ʧɻ͜のよ͏に鵜

川流域の൙ཞ原Ͱは、ࣗવఅ๷ͳͲのඍ高地が古代・中世の遺跡が立地͢るద地とͳっているɻ

千古作遺跡や߳ੵ寺沢遺跡は͜の鵜川下流域のࠨ岸に形成さΕているɻ千古作遺跡は鵜川のՏ口かΒ

3LNほͲ上流の剣野丘陵੄部のඍ高地に͋るɻ遺跡西ํの中位ஈ丘上には柏崎市ࢦఆ遺跡・剣野山縄文

遺跡群（剣野B遺跡ͳͲ）が展開し、鵜川をڬんͩର岸には中世をओ体と͢る下沖北遺跡ʦ山本・高橋ほか

2003、山崎ほか2005ʧがଘ͢ࡏるɻ౰遺跡は下沖北遺跡とともに鵜川にྡ઀して形成さΕた遺跡Ͱ͋るɻ
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小・中起伏山地

扇状地

丘陵

大起伏山地

自然堤防・微高地

砂丘

平野・谷底平野

Gt I（高位段丘）

Gt II～III（中位段丘）

Gt IV（中位段丘）

Gt V～VIII（低位段丘）

Gt VIII（低位段丘）

段丘崩

鯖石川

鵜川

荒浜砂丘

別山川

柏崎平野

八石山
　▲

0  500m（1:100,000）

香積寺沢遺跡

千古作遺跡

米山山地

黒姫山
▲

長鳥川長鳥川

第 �図　柏崎पลの஍ܗ
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߳ੵ寺沢遺跡は米山丘陵と剣野丘陵にڬ·Εた小規໛ͳथࢬ状の谷間、沢内沖ੵ地に立地͢るɻ౰遺跡

が所͢ࡏる沢内沖ੵ地は、剣野丘陵の西をೆ北に開ੳ͢る谷ےと遺跡の東Ͱ߹流͢るɻ千古作遺跡とは剣

野丘陵をڬんͩ西ଆに͋り、遺跡にྡ઀してその東に剣野沢遺跡ʦ品田 1990b、中野 1995ʧが所͢ࡏるɻ

2　歴史త環ڥ

A　鵜川流域の遺跡

ೄจ࣌୅　鵜川流域を中心とした柏崎平野ೆ部Ͱは、طに前期後半Ҏ߱をओ体と͢るଟ਺の遺跡が周஌

化さΕているɻ縄文時代૲૑期・ૣ期の遺跡は、ݱஈ֊Ͱは遺跡がۃめてগͳく、その様相は明ΒかͰͳ

いが、大原遺跡（46）Ͱ૲૑期と考えΒΕる丸ᮓ形ଧ製石ිが࠾औさΕているʦ宇佐美 1987ʧɻ

前期の遺跡には、剣野A遺跡（8）、大宮遺跡（35）、屁振坂遺跡（38）、௰の内遺跡（45）ͳͲが͋り、

ಛに前期後半Ҏ߱の遺跡形成が明ྎͰ͋るɻ大宮遺跡ʦ中野 1998ʧは֘期の中֩త集落と໨さΕるɻ

中期は柏崎平野においても遺跡਺が૿加͢る時期Ͱ͋り、本県の縄文土器型式のඪࣝ遺跡とͳった剣野

&遺跡（3）、剣野B遺跡（9）が͋るɻほかに藤橋東遺跡群（41）の京ϲๆ遺跡や、屁振坂遺跡（38）、大

沢遺跡（34）、Ӎ஑遺跡（37）、௰の内遺跡（45）ͳͲが分෍しているɻ·たࡸ石川流域とͳるが、かつて

中期前半のඪࣝ遺跡とさΕた十三෹塚遺跡（70）も近ྡにଘ͢ࡏるɻ

͜の͏ͪ剣野B遺跡は、近年の発掘調査によって中期前葉集落のଘࡏが明Βかとͳり、޿場を中心と

して୦穴ॅ居やப穴群ͳͲが環状に検出さΕているʦ品田 2004ʧɻ͜Εにରして୦穴ॅ居が検出さΕͣ、

ओに平地式ॅ居Ͱߏ成さΕる大沢遺跡（34）、屁振坂遺跡（38）、Ӎ஑遺跡（37）ͳͲの集落遺跡もଘ͢ࡏるɻ

͜͏した౰地域Ͱの中期前葉を中心と͢る集落の様相は、検出遺ߏとそのߏ成や、土器ࣺて場の形成等の

集落ߏ଄によってੵۃతに類型化がࢼみΒΕ、環状集落をߏ成͢る剣野B遺跡や大沢遺跡はその第Ⅰ類

型に分類さΕているʦ品田 1996ʧɻ

後・晩期の遺跡は、剣野C遺跡（12）、剣野B遺跡（9）、剣野沢遺跡（10）ͳͲが͋るɻ前ड़した中期

前葉の中֩త集落Ͱ͋る剣野B遺跡Ͱは、後期後葉Ҏ߱再ͼ環状集落が形成さΕるʦ品田 2004ʧɻ·た、

周ลの十三本塚北遺跡（69）Ͱも後期前葉の環状集落のଘࡏが明ΒかにさΕているʦ品田・平吹 2001ʧɻ

鵜川流域ͰはҎ上の集落のほかに生業関連の遺跡も分෍͢るɻ藤橋東遺跡群（41）の呑作A遺跡ʦ品

田 1997bʧ、千古塚遺跡（48）ʦ品田 1990aʧͳͲがそΕに֘౰し、ؕ穴状遺ߏがଟ਺検出さΕているɻ

͜ΕΒの事例は、౰地域が集落ͩけͰͳく狩ྌのྖ域としてもར用さΕていた͜とをࣔ͢ものͰ͋るɻ

͜͏した鵜川流域を中心とした縄文時代の遺跡立地は、その大部分は鵜川やࡸ石川流域の中位ஈ丘や丘

陵上の平ୱ໘に分෍͢るが、その一ํͰ剣野沢遺跡（後期後葉）のよ͏に沖ੵ地上の遺跡もଘࡏしている

ʦ中野 1995ʧɻ·た、鵜川上流の高ാ遺跡（後期中葉）の立地はࣗવఅ๷のՄ能ੑもࢦఠさΕるͳͲʦ品

田 1990aʧ、গͳくとも後期中葉Ҏ߱に沖ੵ地への展開がೝめΒΕるよ͏にͳるɻ

໻ੜɾ古෿࣌୅　౰地域Ͱは弥生時代〜古෿時代の遺跡はগͳく、今後の調査事例の૿加が଴たΕるɻ

弥生時代の遺跡には、剣野A遺跡（8）、箕輪遺跡（30）、鶴巻田遺跡（22）ͳͲが͋り、近年報告さΕた

箕輪遺跡Ͱは中期後半の遺ߏ・遺物が検出さΕているʦ高橋ほか2002ʧɻほかは後期の遺物が࠾औ͋るい

はগྔ出土しているにとͲ·るɻ柏崎平野東部Ͱは、中期後半をओ体と͢る下谷地遺跡ʦ高橋ほか1979ʧ

や小丸山遺跡ʦ品田ほか1985ʧ、後期の西岩野遺跡ʦ品田 1987ʧͳͲが஌ΒΕているɻ͜ΕΒ柏崎平野

東部Ͱの遺跡の立地޲܏は、西岩野遺跡ͳͲのよ͏に୆地上に立地͢る遺跡も͋るが、下谷地遺跡ͳͲの

2　歴史త環ڥ
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No. 遺跡名 時期 No. 遺跡名 時期 No. 遺跡名 時期 No. 遺跡名 時期

1 ੺沢 縄文 20 西田 縄文・中世 38 屁振坂 縄文（前・中期） 57 角田 古෿・中世

2 大久保東 中世 21 山ۅ 縄文・古代・中世 39 藤橋޲山 古代 58 剣下川原 古෿・古代

3 剣野 & 縄文（中期）
22 鶴巻田

縄文・弥生〜古෿平
҆・中世

40 藤橋 縄文 59 ੃森 古෿

4 剣野 ' 縄文
41 藤橋東遺跡群

縄文・古代（製鉄関
連）・中世

60 田塚山
縄文・弥生・中世（෹
ಊ）5 三島神社 古෿・古代 23 原כ 古代・中世

6 ौ柿 縄文・古代 24 沢田 古代 42 ງのޒ輪ౝ 中世 61 小児石 中世（中世ุ地）

7 千古作 中世 25 前掛り 平҆・中世 43 ಊの前 古代・中世 62 田中久保川原 中世

8 剣野A 縄文・弥生 26 ෩຀山のޒ輪ౝ 中世 44 原 縄文 63 藤井城跡 古代・中世

9 剣野B 縄文（中期・後期） 27 ෩຀山 古代・中世 45 ௰の内 縄文 64 関野 古෿・平҆・中世

10 剣野沢 縄文・古代・中世 28 剣఼ 古代 46 大原 縄文 65 前田 中世

11 ߳ੵ寺沢 縄文・中世 29 小寺島 中世 47 ೆ下ޚಊ৲ 中世 66 ෆୀ寺 古代・中世

12 剣野C 縄文（晩期）
30 箕輪

弥生（中期）・平҆・
中世

48 千古塚 縄文・中世 67 大新田 中世

13 剣野% 縄文 49 ܰ井川ೆ遺跡群 古代（製鉄関連） 68 中道 古代・中世

14 剣野水上 製鉄関連 31 小็ 古代 50 ཪ඿ 縄文・弥生 69 十三本塚北 縄文（後期）

15 下沖 古代 32 半田一ο塚 縄文 51 柏崎町 中・近世 70 十三෹塚 縄文（中期）

16
柏崎農業高等学ߍ
ఉߍ

古෿・古代
33 京田 古代 52 木町ࡩ 古代 71 ҆田城跡 中世

34 大沢A 縄文（中期）・平҆ 53 開ӡ橋 縄文・弥生・古代 72 上ܰ井川 縄文・弥生

17 琵琶島城 中世 35 大宮 縄文（前期）・古代 54 東原町 中世 73 三ఘ寺の経塚 中世

18 下沖北 平҆・中世 36 大沢 B 古代（製鉄関連） 55 上原 古代・中世 74 ਃ塚の経塚߀ 中世

19 嶋԰ෑ 中世 37 Ӎ஑・Ӎ஑古窯 縄文・平҆ 56 川原ڥ 中世 75 ܰ井川の経塚 中世

第 1ද　पลの遺跡Ұཡද
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よ͏に沖ੵ地への遺跡形成が明ྎとͳっていくɻ鵜川流域Ͱも剣野A遺跡が୆地上にଘ͢ࡏるҎ֎は沖

ੵ地上に分෍しており、柏崎平野東部にݟΒΕる立地޲܏とಉ様の様相をࣔしているɻ

古෿時代Ͱは、三島神社遺跡（5）や柏崎農業高等学ߍߍఉ遺跡（16）が分෍͢るがৄ細は明ΒかͰͳいɻ

柏崎平野東部Ͱは、吉井遺跡群のྱ坊遺跡ʦ品田 1990cʧ、ߦ塚遺跡ʦ品田 1985ʧͳͲの集落遺跡の調

査事例が͋るが、͜ΕΒは鵜川流域の遺跡とಉ様に大部分は沖ੵ地上に立地しているɻ

古　　୅　古代の遺跡は、古෿時代とはର照తに遺跡਺が૿加し、9世紀代を中心と͢る平҆時代の遺

跡が਺ଟくଘࡏしているɻ発掘調査も、下沖北遺跡（18）、鶴巻田遺跡（22）、前掛り遺跡（25）、箕輪遺跡（30）

ͳͲͰ࣮施さΕ、֘期集落の様相が明ΒかにさΕつつ͋るɻ͜の͏ͪ箕輪遺跡Ͱは、͜Ε·Ͱ柏崎平野Ͱ

はগ਺Ͱ͋ったಸ良時代の遺物が出土し、そΕとともに「駅家村」の記ड़が͋る木簡、木製ಂͳͲが൐出

し、延喜式の記ࡌにݟえる「三嶋駅」が周ลにଘ͢ࡏるՄ能ੑが濃ްとͳったʦ岡田ほか2000ʧɻ

·た、鵜川ӈ岸の丘陵地ଳͰは、Ӎ஑古窯ʦ品田・中野ほか2000ʧ、藤橋東遺跡群ʦ品田 1995aʧ、ܰ

井川ೆ遺跡群ʦ中野 2008ʧͳͲが調査さΕ、ਢܙ器の窯跡や大規໛ͳ製鉄関連遺跡が展開している͜と

が明Βかとͳったɻ鵜川ࠨ岸の丘陵地ଳにも剣野B遺跡（9）や剣野水上遺跡（14）ͳͲの製鉄関連遺物

が࠾औさΕる遺跡が஌ΒΕ、鶴巻田遺跡（22）Ͱも࿍内ᕥがଟ਺出土しているʦ藤巻 1988ʧɻ

͜͏した古代の遺跡の立地޲܏は、集落遺跡の箕輪遺跡、前掛り遺跡ʦ品田・伊藤 1997bʧͳͲのよ

͏にଟ਺はࣗવఅ๷上や丘陵੄部の沖ੵ地に立地し、Ӎ஑古窯やܰ井川ೆ遺跡群ͳͲのਢܙ器窯や製鉄関

連遺跡は丘陵ࣼ໘地に局地తに分෍͢る޲܏に͋るʦ品田 1995bʧɻ

த　　ੈ　中世の遺跡は、剣野沢遺跡（10）、下沖北遺跡（18）、鶴巻田遺跡（22）ͳͲが͋り、͜ΕΒ

はいͣΕも 13世紀〜 14世紀を中心と͢るものͰ͋るɻ͜の͏ͪ下沖北遺跡Ͱはํ形区ը内に掘立பݐ

物や井戸が集中͢る֘期集落の様相が明ΒかにさΕ、道路状遺ߏや水田跡も検出さΕているʦ山本・高橋

ほか2003、山崎ほか2005ʧɻ鶴巻田遺跡Ͱも井戸やஷ蔵穴が検出さΕたʦ藤巻 1988ʧɻ

鵜川流域Ͱは͜͏した集落遺跡の調査のほかに、千古塚遺跡（48）ͳͲの෿ุの調査事例が͋るɻಉ遺

跡ͰはԾশ「ํ形基ஃุ」の検出が͋り、֘期のุ域が૝ఆさΕているʦ品田 1990aʧɻ͜͏した中世の

ุ域の事例は、ࡸ石川流域の小児石遺跡（61）にも͋るʦ品田 1991bʧɻ·たྡ઀の田塚山遺跡群（60）Ͱは、

෿ุや 13世紀代とਪଌさΕる෹ಊが検出さΕているʦ品田・中野ほか1996ʧɻ

15世紀Ҏ߱の遺跡は、上記の集落遺跡Ͱ遺物ͳͲがݟࢄさΕるほか、15世紀後半〜 16世紀の琵琶島

城（17）ʦ中野 2003ʧや柏崎町遺跡（51）ʦ品田・伊藤ほか2001ʧの調査事例が͋るɻ͜の͏ͪ、中世荘

園のൺ角荘域に͋る柏崎町遺跡Ͱは、遺跡の所͢ࡏる東本町が 15世紀にはطに開発がٴͼ、17世紀を

ը期として市֗地の原型が形成さΕていくաఔが明ΒかにさΕているɻ

͜͏した鵜川流域を中心とした中世の遺跡立地は、13世紀〜 14世紀をओ体と͢る集落遺跡が丘陵੄

部やࣗવఅ๷ͳͲの沖ੵ地に分෍し、千古塚遺跡ͳͲの෿ุが中位ஈ丘ͳͲの୆地上に立地͢る޲܏がೝ

めΒΕているʦ品田 1995bʧɻҎ上のほかに丘陵上には三締寺や߀ਃ塚の経塚（73・74）ͳͲの塚が分෍し、

͜の͏ͪ三締寺経塚にはその奥書にݐਔ 3年（1203）の年号がೝめΒΕるʦ金子 1987ʧɻ

B　文献かΒみた古代・中世の柏崎

1）　古　　　代　

古୅のӏ઒ྲྀҬ　千古作遺跡と߳ੵ寺沢遺跡がଘ͢ࡏる柏崎平野一ଳは、ಸ良・平҆時代を通͡て越後

国にଐしていたɻ越後国は、౰初、北陸道の出羽·Ͱをؚむ޿大ͳ越国に一括さΕていたが、8世紀初頭

2　歴史త環ڥ
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に三分割さΕて成立͢るɻその後、越後国は大宝 2（702）年の越中国 4郡（ᰍ城・高志・ڕপ・ו原の 4郡）

編入、和ಔ 5（712）年の出羽国の分置を経て、その国域が׬成͢るɻ

越後国には延長 5（927）年に成立した延喜式によってᰍ城、高志、三嶋、ڕপͳͲ 7郡のଘࡏが஌Β

Ε、柏崎平野一ଳは三嶋郡のྖ域Ͱ͋ったՄ能ੑが高いɻ三嶋郡は、ʦ米沢 1980ʧによって高志郡かΒ

9世紀に分置さΕたՄ能ੑがࢦఠさΕており、9世紀Ҏ前Ͱは౰֘地域は高志郡にଐしていた͜とがਪଌ

さΕるɻ·た、10世紀前葉に成立した『࿧名類ᡉঞ』には、三島郡に三嶋、高家、ଟذの 、さΕࡌが記ڷ3

その所ࡏは三嶋ڷが鵜川下流域、高家ڷが長ௗ川流域とࡸ石川中流域、ଟڷذがผ山川上・中流域にそΕ

ͧΕൺఆさΕているʦ金子 1990ʧɻしたがって、古代の千古作遺跡と߳ੵ寺沢遺跡周ลはগͳくとも 10

世紀前葉には三嶋ڷのڷ域に͋った͜とがਪଌさΕるɻ

しているɻ三嶋・鵜川神社は延喜式ࡏ三嶋神社や鵜川神社がଘ、ࡏݱౡӺとࣜ಺ࣾ　鵜川下流域にはࡾ

神名ாに記ࡌさΕた三嶋郡内の式内社Ͱ͋り、྆社はその論社Ͱ͋るʦ金子 1990ʧɻ·た౰地域は延喜

式が記͢北陸道の「三嶋駅」の所ࡏ地と໨さΕているが、前ड़した箕輪遺跡の「駅家村」木簡ͳͲによっ

てその周ลが༗ྗީ補地とͳったʦ小林・相沢 2000、中 2003ʧɻ加えて、౰地域を通ա͢る北陸道の道

に内陸をとる説が͋ったがʦ新沢طをめぐってはے 1970、金子 1990ʧ、そのՄ能ੑが高くͳったɻ

2）中　　　世

தੈ૳Ԃの੒ཱ　11世紀後半かΒ 12世紀にかけて和名ঞڷが再編さΕ、֤地に荘園やڷ・保を୯位と

͢る国ᦰྖが成立したɻ柏崎平野一ଳͰは、鵜Տ荘、佐橋荘、ൺ角荘ͳͲの荘園や、原田保、੺田保ͳͲ

の国ᦰྖのଘࡏが஌ΒΕているɻ͜ΕΒの荘園・国ᦰྖの所ࡏは、ݱ状Ͱは鵜Տ荘ͳͲの荘園を柏崎平野

ೆ部の鵜川・ࡸ石川流域に、原田保ͳͲの国ᦰྖをओに北部のผ山川流域にൺఆ͢るのがఆ説化しているɻ

͜の͏ͪ千古作遺跡と߳ੵ寺沢遺跡がଘ͢ࡏる鵜川流域は、鵜Տ荘の荘域とਪଌさΕるɻ

鵜Տ荘は、『ڸ࠺ޗ』の文࣏ 2（1186）年の『三Օ国ঙʑະਐ஫文』に佐橋荘、ൺ角荘ͳͲとともに記さΕ、

11世紀後半かΒ 12世紀の院政期の成立が૝ఆさΕているʦഡ野 1983ʧɻ具体తͳ荘域は根ڌとͳる文

献に๡しいが、「鵜Տ荘҆田条上ํ」（『上ਿேఆدਐ状』、ྐྵԠ 4（1341）年）、「鵜川荘内半田村」（『ࣨ町幕府

ไߦ人連ॺไ書』、文ُ（1501）ݩ年）のほか、「宇川ޚঙ新ಊ」（『ົ法࿇՚経奥書』ݐਔ 3（1203）年）、「鵜Տ

ঙ内上条今泉村」（『十一໘؍Ի଻内๽書໏』、延文 3（1358）年）、「鵜Տ荘藤井」（『岩井神社࿲口໏』、Յ吉 2（1442）

年）ͳͲによって、鵜川流域（新道、上条ͳͲ）のみͳΒͣ、ࡸ石川中下流域のࠨ岸地ଳ（҆田、藤井、半田

ͳͲ）·ͰをؚむものとਪଌさΕているʦ村山 1990ʧɻ

ӏՏ૳のࢧ഑　鵜Տ荘は、ח૔時代初期に前ड़の『三Օ国ঙʑະਐ஫文』によって、本家を前ࡈ院（ௗ

羽上ߖのঁᰌ子内਌Ԧ）、ྖ家を前࣏部ڢ（藤原ޫ隆）と͢る前ࡈ院ྖͰ͋ったとさΕるʦഡ野 1983ʧɻೆ北

ே時代には、上ਿఆேが୮波国の҆国寺（ޫ෱寺）に鵜Տ荘҆田条上ํをدਐし（『上ਿேఆدਐ状』、ྐྵԠ 4

（1341）年）、҆田条が҆国寺ྖとͳった͜とが明ΒかにさΕているɻしかしͳがΒ、طに近ྡの佐橋荘ೆ

条の地頭৬を҆ూしていたໟརࢯは҆国寺ྖͰ͋ったಉ条にਐ出し、長期にΘたる૪論の݁Ռ、ついに鵜

Տ荘҆田条の地頭৬を֫ಘし（『ࣨ町ক܉足ར義ຬ下文』、康ྐྵ 2（1380）年）、ಉ地を本ڌと͢るໟར҆田ࢯ

として੎ྗを振る͏ʦ山田 1987、村山 1990ʧɻ

͜͏した、鵜Տ荘への҆田ࢯの੎ྗ֦大がਐめΒΕる一ํ、ೆ北ே時代の 14世紀に越後国守護上ਿࢯ

とともに入部した宇佐美ࢯが、鵜川下流域の琵琶嶋を本ڌとしたɻさΒにࣨ町時代の 15世紀ࠒには越後

国守護上ਿ一門の上ਿਗ਼ํが入部し、鵜川中流域の上条を本ڌとして上条ࢯをশしたʦ山田 1987ʧɻ
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͜のよ͏に鵜Տ荘域はগͳくともೆ北ே時代Ҏ߱、琵琶嶋の宇佐美ࢯ、上条の上条上ਿࢯ、҆田のໟར

҆田ࢯΒが本ڌをߏえ柏崎平野の中֩తͳྖ域を形成したɻ

ઓ国時代には、上ड़の鵜Տ荘の宇佐美、上条、҆田ࢯもઓཚに巻きࠐ·Ε、Ӭ࿣ 7（1564）年に宇佐美

ఆຬがࣦ͢٭ると、琵琶島には琵琶嶋ળ࣍郎が入ったɻఱ正 12（1584）年のޚ館のཚのऴଉ後には、ۅ

沢具ൟが琵琶嶋とໟར北条ࢯの遺ྖ（佐橋荘北条）をその所ྖとしているʦ村山 1990ʧɻ

ਪҠ　千古作遺跡や߳ੵ寺沢遺跡がߴ໺ଜとੴ݋ੈۙ

所͢ࡏる剣野周ลは、近世には剣野村とݺ͹Ε 18村に

に編成さΕたɻ剣野村には琵琶島村のඈͼ地がڷڸͿٴ

ଟく、近世Ҏ߱の琵琶島村域が琵琶島城の名࢒をڧく൓

өしたものと説明さΕているʦ新沢 1990ʧɻ明࣏ 42年

のߋ正図にも琵琶島村のඈͼ地や入り૊んͩಉ村とのڥ

քがࣔさΕているɻ

͜のよ͏ͳ鵜川流域の近世剣野村やその周ลڷ村の石

高は、そのଟくͰఱ和検地（1683）·Ͱ૿加しଓけてい

るʦ新沢ほか1990ʧ（第 2表）ɻ近世ڷ村は近世初頭にਐ

展し、ݩ࿣期にほ΅ྃ͢׬るがʦ新沢 1990ʧ、͜Εは

17世紀後葉·Ͱ鵜川流域には開発の༨地が࢒さΕてい

た͜とをࣔしているɻ

香積寺ʹ͍ͭͯ　͜͜Ͱ߳ੵ寺について৮Εておきた

いɻ߳ੵ寺は、ࡏݱͰも柏崎市֗地にଘ͢ࡏる૤ಎफの

寺院Ͱ͋り、近世（18世紀後葉）の柏崎町をࣔした׮政

古ֆ図にもݟΒΕるɻ『白川෩土記』には柏崎উ長の開

基の寺Ͱ͋り、উ長の館がഇさΕた後に剣野村の߳ੵ寺

沢かΒࡏݱの西本町の地へҠసしたと͢る伝ঝを記し

ているɻ·た『柏崎編年史』Ͱは、ߋ正図に͋る剣野村

内の߳ੵ寺沢の地名と、明Ԡ（1492）ݩ年の『長ඌ能ܠ

ਐ状』に͋る「߳ੵ寺山、ೆऀႰ之ඌ之沢通、西ऀ山د

道之ڥ北ऀफ全寺之入຦໵、ኂ԰ෑॲ༗ʜ」の記ࡌかΒ、

߳ੵ寺は剣野村かΒҠసし、その時期はগͳくとも明Ԡ

年Ҏ߱とਪଌ͢るʦ新沢ݩ 1970ʧɻ͜のよ͏に、߳ੵ

寺沢遺跡周ลは、Ҡస͢るҎ前の߳ੵ寺の所ࡏ地Ͱ͋っ

たՄ能ੑがࢦఠさΕているɻ

村名 正保
（1645）

ఱ和
（1683）

࿣ݩ
（1702）

ఱ保
（1834）

ඎ೽島 1640 2386 2419 2449

剣野 129 190 206 303

下ํ 284 375 339 340

上ํ 510 380 380 381

新道 788 1347 1389 1396

֋ᔹ 54 76 76 80

ୌࠇ 257 325 346 374

宮ۼ 513 541 592 613

横山 236 680 690 693

藤橋 501 444 448 458

ງ 450 513 513 515

ೆ下 350 352 358 422

城川原 221 187 187 198

古町 130 155 165 173

ʦ新沢ほか 1990ʧを一部վ変

第 2ද　ӏ઒ྲྀҬۙੈଜམのੴߴਪҠ

0 （1：2,500） 100m

水路

田

石垣

調査区

第 �図　香積寺沢遺跡पลのߋਖ਼図
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第Ⅲ章　千古作遺跡

1　調査の概要

千古作遺跡の発掘調査は、一ൠ国道 8号柏崎όΠύεの橋٭部分と޻事用作業Ϡーυをର৅とし、橋

の٭ 12〜 14と作業Ϡーυ 1区の 4か所を調査したɻ調査区は޻事用の名শを࢖用し、Ҏ下の記ड़Ͱは

そΕͧΕϐΞ 2区〜ϐΞ 4区、作業Ϡーυと表記したɻҎ下は千古作遺跡の概要Ͱ͋るɻ

A　άリουのઃఆ（図版2）

今回の千古作遺跡の調査区は、柏崎όΠύεݐઃ༧ఆ地内Ͱ͋り、東ଆには鵜川をڬんͰ下沖北遺跡が

ྡ઀しているɻ千古作遺跡は下沖北遺跡ಉ様に、中世がओ体の遺跡とਪఆさΕており、·た遺跡のଘ͢ࡏ

るඪ高もほ΅ಉ͜͡とかΒその関連が૝ఆͰきたɻよって、ಉ一のάリουを࢖用͢る͜とも考えたが、

とͳるためஅ念し、後ड़のよ͏に基本తͳ考えは౿ऻし、ೆ޲がϚΠφεํࣈ用਺ࢉ 北ํ޲のΞϧϑΝϕο

τのみ一கさͤたɻ

άリουのओ࣠ํ޲は、道路ݐઃ༧ఆ地内のηンλーߌNo.400 とߌNo.395 を݁んͩラΠンとしたɻ

ओ࣠は東西ํ޲に޲き、ओ࣠と௚交͢るೆ北ํ޲の࣠は、ηンλーߌNo.400 を基४の交఺としてઃఆ

したɻೆ北࣠は真北にରして 23౓ 32 分 31 ඵ西ภしているɻάリουは大小 2छ͋り、大άリουは

10N四ํを୯位とし、小άリουは大άリουを 2N四ํに 25等分したものͰ͋るɻ大άリουの名

শは北西۱のߌを基఺として東西ํ޲をࢉ用਺ࣈ、ೆ北ํ޲をΞϧϑΝϕοτとし、྆ऀの૊߹ͤによ

り「6,」のよ͏に表ࣔしたɻ小άリουは 1〜 25 のࢉ用਺ࣈͰ表し、北西۱を 1、ೆ東۱を 25とし、

「6,1」のよ͏に大άリου表ࣔの後につけてݺশしたɻ·たඞ要にԠ͡て小άリουを 1N四ํに四分

したɻΞ〜ΤのカλカφͰ表し、北西۱をΞ、ೆ東۱をΤとし、「6,1 Π」のよ͏にݺশした（図版 2）ɻ

今回の調査区に͋たるߌの࠲ඪ஋（世քଌ地系）は、6,ߌ（Xʹ 149267.705、:ʹ X）ߌ,10、（4776.276

ʹ 149283.682、:ʹ 4812.947）をࣔ͢ɻ

B　基 本 ૚ ং（第7図）

पลの஍ܗと౔૚のଯ積ঢ়گ　今回の調査ൣғは、ඪ高 4.2 〜 4.8N前後の鵜川ࠨ岸の沖ੵ地に͋るɻ

鵜川ࠨ岸の沖ੵ地は、遺跡近ลͰは西ଆ丘陵੄部·Ͱのڑ཭が 100NほͲとڱ小Ͱ、گݱは耕地͋るい

は୐地とͳってほ΅平ୱͳ地形をࣔしているɻഎ後に剣野山縄文遺跡群を形成͢る丘陵地ଳが޿がり、調

査区の一部（ϐΞ 4区）は丘陵੄部のӨڹをडけ、東に؇やかͳࣼ܏をࣔ͢ɻ

͜͏した地形に立地͢る千古作遺跡の土૚のଯੵ状گは、かつての土地վ良によって࠷大 1.6Nの૚ް

を࣋つ੝土૚が෴い、その௚下かΒچ表土૚のⅠ૚Ҏ下Ⅳ・Ⅴ૚·Ͱがଯੵ͢るɻⅣ・Ⅴ૚は本遺跡の遺

検出໘Ͱ、ಉ૚はϐΞߏ 3区周ลͰは 0.5N前後落ͪࠐんͰいるɻそ͜かΒ丘陵੄部の͋るϐΞ 4区に

かけては遺ߏ検出໘（地山໘）Ҏ下のⅣ・ᶜ・Ⅷ૚としたࠇ৭の෗২૚がଯੵし、ϐΞ 4区Ͱは 1NҎ上

の૚ްを࣋つɻ෗২૚はϐΞ 3・4区Ͱのみ֬ೝさΕ、ϐΞ 4区付近の෗২૚（Ⅳ૚）の上໘は、ϐΞ 2

区や作業Ϡーυの遺ߏ検出໘（Ⅴ૚）より 0.6N前後高いඪ高஋をࣔしているɻ
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೉Ͱは͋るものの、แؚ͢る遺物内༰や土ࠔຊ૚ং　千古作遺跡の基本૚ংは、֤地区の૚ংରൺがج

૚のੑ質によって、遺ߏ検出໘·ͰをⅠ〜Ⅴ૚に大ผしたɻ·た、前ड़のよ͏に෗২૚のଯੵがݟΒΕる

ϐΞ 3・4区Ͱは、地山໘Ҏ下の土૚のଯੵ状گも֬ೝしており、͜ ΕΒについてもⅤ〜ᶠⅡ૚に大ผしたɻ

͜の͏ͪ遺物แؚ૚は、中世Ҏ前の遺物をแؚ͢るⅢ૚Ͱ͋り、その上位のⅡ૚には近世の遺物をแؚ

しているɻⅢ૚はϐΞ 4区Ͱ丘陵੄部のӨڹをडけて、࠷大 39cNと҆ఆしたଯੵをࣔ͢が、ϐΞ 3区

Ҏ東Ͱは૚ް 10cNະຬのബいものとͳり、ϐΞ 2区ͰはଯੵがೝめΒΕͳいɻ

Ⅰ૚	 ҉փԫ৭（2.5:5�2）〜҉青փ৭（5B3�1）೪質土　چ表土૚Ͱ͋るɻ

Ⅱ૚	 ԫփ৭（2.5:4�1）〜҉青փ৭（5B4�1）೪質土　Ⅰ૚とⅢ૚の間にଯੵ͢る土૚Ͱ、Ⅱ a૚〜

Ⅱ H૚に細分したɻⅡ a૚〜Ⅱ c૚はϐΞ 3区と作業Ϡーυに、Ⅱ E૚はϐΞ 2区に、Ⅱ F〜

Ⅱ H૚はϐΞ 4区にଯੵ͢るɻいͣΕも締り・೪ੑの͋る೪質土ͰⅡ a〜Ⅱ E૚はややシϧτ

質Ͱ͋るɻⅡ a૚はփԫ৭（2.5:6�2）をఄし、炭化物ཻ子やփԫ৭ϒϩοΫをগྔؚんͰいるɻ

Ⅱ b・Ⅱ c૚にൺ΂やや締りにܽけるɻⅡ b૚は҉փԫ৭（2.5:5�2）をఄし、Ⅱ a૚とಉ様の

ؚ༗物をؚむが、Ⅱ a〜Ⅱ c૚の中Ͱは相ରతにؚ༗ྔがଟいɻⅡ c૚はԫփ৭（2.5:4�1）を

ఄし、Ⅱ a・Ⅱ b૚とಉ様のؚ༗物をؚむが、そのྔはগͳくややシϧτ質Ͱ͋るɻⅡ E૚は҉

青փ৭（5B4�1）をఄし、ؚ༗物はඇৗにগͳく炭化物ཻ子が͝く·Εにؚ·Εるɻ

　　　　Ⅱ F〜Ⅱ H૚は、ϐΞ 3区ͳͲのⅡ૚にൺ΂、やや締りがऑく೪ੑがڧいಛ௃が͋るɻⅡ F

૚はփ৭（7.5:6�1）をఄし、փ白৭ϒϩοΫや炭化物ཻ子をগྔؚんͰいるɻⅡG૚はփ৭（5:5�1）

をఄし、Ⅱ F૚とಉ様のؚ༗物をؚむが、২物質をඍྔͳがΒにؚんͰいるɻⅡ H૚はԫփ৭

（2.5:4�1）をఄし、Ⅱ F૚とಉ様のؚ༗物をؚむが、২物質はⅡ G ૚よりもଟくؚんͰいるɻ

Ⅲ૚	 ৭（2.5:3�1）〜փ৭（N4�0）೪質土　தੈΛத৺と͢Δ遺෺แؚ૚Ͱ、Ⅲ׊ࠇ a〜Ⅲ b૚に細

分したɻいͣΕも೪質土Ͱ締り・೪ੑが͋るɻⅢ a૚は׊ࠇ৭（2.5:3�1）をఄし、փԫ৭ϒϩο

Ϋや炭化物ཻ子をগྔؚんͰいるɻ本土૚はϐΞ 3区にଯੵし、փԫ৭ϒϩοΫがଟくؚ·Ε

る部分が͋る（Ⅲ a� ૚）ɻⅢ b૚は作業Ϡーυにബくଯੵ͢るփ৭（N4�0）೪質土Ͱ、ほかのⅢ

૚よりも೪ੑがڧく、փԫ৭ϒϩοΫがগྔؚ·ΕているɻⅢ c૚はϐΞ 4区にଯੵ͢る׊ࠇ

৭（2.5:3�1）೪質土Ͱ、փ白৭ϒϩοΫをগྔؚむɻ২物質のؚ༗がଟいのが本૚のಛ௃Ͱ͋るɻ

Ⅳ૚	 ৭（2.5:3�1）の෗২土　ଟྔの২物質かΒͳり、ϐΞ׊ࠇ 4区Ͱのみ֬ೝさΕたɻ遺物は出土

していͳいɻ4X32 の検出໘Ͱ、೪ੑが͋り部分తに೪質化しているɻ締りはややऑいɻ

Ⅴ૚	 փԫ৭（2.5:7�2）〜྘փ৭（10B(5�1）೪質土　Ⅴ a〜Ⅴ c૚に細分したɻいͣΕもϐΞ 2・3

区と作業Ϡーυにଯੵ͢る೪質土Ͱ、締り・೪ੑが͋るɻ下部のⅤ b・Ⅴ c૚は、ϐΞ 3区Ͱは

֬ೝさΕていͳいɻⅤ a૚はփԫ৭（2.5:7�2）〜྘փ৭（10B(5�1）೪質土Ͱ、上位にଯੵ͢

るⅢ૚との઴Ҡ૚Ͱ͋る২ࠟ࠿がଟいɻⅤ b૚はΦリーϒփ৭（2.5:7�2）೪質土Ͱ、ؚ༗物は

গͳいɻⅤ c૚はΦリーϒփ৭（5(:6�1）೪質土Ͱ、೪ੑがڧくؚ༗物はগͳいɻ

ᶜ૚	 ৭（2.5:3�1）の෗২土　ଟྔの২物質かΒͳるɻϐΞ׊ࠇ 3・4区にଯੵし、4区Ͱはᶜ a・ᶜ

b૚に細分さΕるɻᶜ a૚は、ଟྔにؚ·Εる২物質のཻܘが相ରతに細かく、部分తに೪質化

がਐߦしているɻᶜ b૚は、ᶜ a૚よりؚ·Εる২物質のཻܘがૈいɻ

Ⅶ૚	 ҉փԫ৭（2.5:5�2）೪質土　ϐΞ 3区にଯੵ͢るɻ২物質がগྔؚ·Εているɻ

Ⅷ૚	 փ׊৭（5:34�2）෗২土　ϐΞ 3・4区にଯੵ͢る土૚Ͱ、փ白৭（2.5:8�1）೪質土（Ⅷ b૚）

1　調査の概要
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がࡏڱし、ϐΞ 3区Ͱは水平ଯੵをࣔ͢Ⅷ b૚の上下に෗২૚（上位はⅧ a૚、下位はⅧ b૚）が

ଯੵ͢るɻ一ํ、ϐΞ 4区ͰはⅧ b૚がࣼ位にϒϩοΫ状にෳ雑ͳଯੵとͳり、その上下のⅧ a・

Ⅷ b૚の区分がෆ明ྎとͳるɻⅧ a・Ⅷ c૚は基本తにはಉ質Ͱ、締り・೪ੑが͋り、ଟྔの২

物質かΒͳるɻⅧ b૚は締り・೪ੑが͋り、গྔの২物質をؚむɻ

ᶟ૚	 ҉փԫ৭（2.5:5�2）೪質土　し·り・೪ੑが͋るɻ২物質をগྔؚむɻ

ᶠ૚	 ৭（10:33�1）෗২土　ᶠa〜ᶠE૚に細分したɻ͜׊ࠇ〜փ৭（10:34�1）׊ ΕΒはいͣΕも締り・

೪ੑが͋るɻ׊փ৭（10:34�1）の೪質土をؚむが、ᶠ a・ᶠ c૚ͰはそΕがগͳく২物質がଟ

ྔの෗২土とͳるɻᶠ a・ᶠ c૚は׊փ৭（10:34�1）Ͱ、׊փ৭の೪質土がؚ·Εる෗২土Ͱ

͋るɻᶠ b・ᶠ E૚は׊ࠇ৭（10:33�1）෗২土Ͱ、২物質がଟいɻ

ᶠⅠ૚　փ৭（5:6�1）೪質土　গྔの২物質をؚむɻ締り・೪ੑが͋るɻ　

ᶠⅡ૚　׊փ৭（10:34�1）෗২土　ଟྔの২物質かΒͳり、᛽をগྔؚむɻ

第Ⅲ章　千古作遺跡
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2　遺　　　ߏ

A　遺ߏの概要

遺ߏは、井戸 1基、土坑 3基、ߔ 13条、ੑ ֨ෆ明遺ߏ 7基、ப穴 5基を検出したɻいͣΕも基本૚ংⅣ・

Ⅴ૚を検出໘と͢るɻ井戸やப穴ͳͲ集落の居ॅ域を૝ఆさͤる遺ߏは、ϐΞ 2区にଘ͢ࡏるɻ·た作

業ϠーυͰは、耕作ࠟのՄ能ੑが͋るઙい掘りࠐみ（4X1・2）を検出したɻ͜ΕΒҎ֎のϐΞ 3・4区Ͱは、

ࣗવ形成のՄ能ੑが͋るߔやੑ֨ෆ明遺ߏを検出したɻ

͜͏した遺ߏの時期は、出土遺物がগͳく൑அしにくいが、周ลの遺物แؚ૚͋るいは൐出の土器・陶

磁器によって、ओ体は 13世紀後半〜 15世紀ࠒに͋るとਪଌしているɻ͜の͏ͪ、ϐΞ 3区の 4%13 か

Β田下駄の足൘と考えΒΕる木製品が出土し、本遺跡周ลに水田がଘࡏした͜とをਪଌさͤるɻ

今回の発掘調査ൣғは橋٭部分にݶΒΕ、遺跡の様相を明Βかに͢る͜とはࠔ೉Ͱ͋るɻしかしͳがΒ

͜͏したڱい調査区Ͱ検出したগ਺の遺ߏや出土遺物

は、গͳかΒͣ、遺跡のੑ֨をࣔࠦ͢るखがかりをఏ

のৄ細をߏしてくΕるɻҎ下、本遺跡Ͱ検出した遺ڙ

説明͢るɻ

B　記ड़のํ法
ߏの説明は、本文（遺ߏʑの遺ݸ　ຊํ਑جड़のه

֤説）、図໘・ࣸ真図版を用いたɻͳお、遺ߏの平໘・

அ໘形状の分類基४は、ʦ荒川・加藤 1999ʧに४ڌ

した（第 3表・第 8図）ɻ遺ߏの長࣠ํ޲は、長ܘを基

४に真北かΒの角౓をଌఆし、N˓ &˃（8）のよ͏に表ࣔしたɻ

遺ߏ൪߸のදํه法　遺ߏ൪号は、遺ߏのछผに関܎ͳく遺֬ߏ

ೝのஈ֊Ͱ、छผのུ号と通し൪号を付したɻ੔ཧ作業のஈ֊Ͱ遺

のछผはུ号ߏとೝࣝͰきͳいものは、その··ܽ൪としたɻ遺ߏ

を用い、井戸ɿ4&、土坑ɿ4,、ߔɿ4%、集石ɿ44、ੑ֨ෆ明遺ߏɿ

4X、ྻߌɿ4A、ϐοτɿ1と表記したɻ

C　遺 ߏ ֤ 説

1）ϐ Ξ 2 区（図版 2〜 4・22〜 24）

ϐΞ2区は、Ⅴ૚を遺ߏ検出໘として井戸1基、土坑3基、1ߔ条、

ੑ֨ෆ明遺ߏ 3基、ϐοτ 5基を検出したɻ遺物แؚ૚が࢒ଘし

ͳい͜とかΒ、本地区の大半が࡟平をडけたものと考えるɻ遺ߏに

は、ੑ֨ෆ明遺ߏ（4X16・17・31）ͳͲࣗવ形成のՄ能ੑが高い

ものも͋るが、चऱ焼をแؚ͢る井戸（4&19）が͋るͳͲ、本地

区周ลが中世集落の一部Ͱ͋る͜とをࣔ͢ɻ

2　遺　　　ߏ
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平໘形態

円　形ɿ 長ܘが୹ܘの 1.2 ഒະຬのもの

ପ円形ɿ 長ܘが୹ܘの 1.2 ഒҎ上のもの

ํ　形ɿ 長ܘが୹ܘの 1.2 ഒະຬのもの

長ํ形ɿ 長ܘが୹ܘの 1.2 ഒҎ上のもの

ෆ੔形ɿ ԜತͰ一ఆの平໘形を࣋たͳいもの

அ໘形態

୆形状ɿ ఈ部に平ୱ໘を࣋ͪ、؇やかかΒٸ角౓に立ͪ上がるもの

ശ　状ɿ ఈ部に平ୱ໘を࣋ͪ、ほ΅ਨ௚に立ͪ上がるもの

状ɿ　ހ ఈ部に平ୱ໘を࣋たͳい皿状Ͱ、؇やかに立ͪ上がるもの

半円状ɿ ఈ部に平ୱ໘を࣋たͳい࿶状Ͱ、ٸ角౓Ͱ立ͪ上がるもの

֊ஈ状ɿ ֊ஈ状の立ͪ上がりを࣋つもの　平໘長ܘよりもਂさの஋
が大きく、ほ΅ਨ௚に立ͪ上がるもの

࿙ే状ɿ 下部が6ࣈ状、上部がVࣈ状の 2ஈ֊ߏ଄かΒͳるもの

ෆ੔形ɿ ԜತͰ一ఆのஅ໘形を࣋たͳいもの

第 3ද　遺ߏのܗଶ෼ྨද

平面形態の分類

断面形態の分類

円 形 楕円形 方 形 長方形 不整形

台形状 箱状 弧状

半円状 Ｕ字状 袋状

Ｖ字状 漏斗状 階段状

緩傾斜

急傾斜
内傾 直立

第 �図　遺ߏのܗଶ෼ྨ図



4&1�（図版 3・23）　9,4・5・9・10άリουに位置͢るɻ平໘はෆ੔ํ形Ͱ、長ܘ 1.57N・୹ܘ 1.18N

Ͱ͋るɻਂさは 1.92NͰ、அ໘が࿙ే状をఄ͢るૉ掘りߏ଄の井戸Ͱ͋るɻ4,33 よりも古いɻ෴土は

8૚に分૚Ͱき、͢ ΂てϨンズ状にଯੵしているɻ出土遺物は 4૚かΒचऱ焼のᙈ（1）、5૚かΒຏ石（2）

が出土したɻ

4,23（図版3・23）　9,10・15άリουに位置͢るɻ平໘はෆ੔円形Ͱ、長0.73ܘN・୹0.67ܘNͰ͋るɻ

ਂさは 0.25NͰ、அ໘は୆形状をఄし、؇やかに立ͪ上がるɻ長࣠ํ޲はN42 &˃	をࣔ͢ɻ

4,2�（図版 3・23）　9,15、10,11 άリουに位置͢るɻ平໘はପ円形Ͱ、長ܘ 1.27N・୹ܘ 1.15N

Ͱ͋るɻਂさは 0.11N Ͱ、அ໘は୆形状をఄし、؇やかに立ͪ上がるɻ長࣠ํ޲は N57 &˃	をࣔし、

4X31 よりも新しいɻ

4,33（図版 3）　9,4 άリουに位置͢るɻ平໘はෆ੔ପ円形Ͱ、長ܘ 0.73N・୹ܘ 0.59NͰ͋るɻ

ਂさは 0.15NͰ、அ໘は୆形状をఄし、ࣼٸ౓に立ͪ上がるɻ長࣠ํ޲はN23 8˃	をࣔし、4&19 より

も新しいɻ

4%2�（図版 3・4）　9+15・20 άリουに位置͢るɻ北ଆは調査区֎に延ͼるɻஅ໘は୆形状をఄし、

؇やかに立ͪ上がるɻ長࣠ํ޲は	N28 8˃をࣔ͢ɻ෴土は2૚に分૚Ͱき、Ϩンズ状のଯੵをࣔしているɻ

4X16 よりも古いɻ遺物はਢܙ器のᙈ（3）が出土したɻ

491�（図版 3・4・24）　9+15・20、10	+16・21άリουに位置͢るɻ東ଆは 4X17 に੾ΒΕ、北ଆ・

西ଆは調査区֎に延ͼているɻਂさは 0.2NͰ͋るɻஅ໘は୆形状をఄし、立ͪ上がりは؇やかͰ͋るɻ

4X17 よりも古く、4X31 よりも新しいɻ遺物はਢܙ器༗୆ഋ（4）が出土しているɻ

491�（図版 3・4・24）　10+・,άリουに位置し、ೆ北ํ޲に延ͼるɻ北ଆ・東ଆ・ೆଆは調査区֎

に延ͼるɻ西ଆの立ͪ上がりが֬ೝͰきたɻஅ໘は֊ஈ状をఄし、立ͪ上がりは؇やかͰ͋るɻ4X16・

31よりも新しいɻ遺物は中世土師器の小皿（5）が出土したɻ

4931（図版 3・4・24）　9	+・,、10+・,άリουに位置し、ೆ北ํ޲に延ͼるɻ北ଆ・東ଆ・ೆଆは

調査区֎に延ͼ、調査区内Ͱは西ଆの立ͪ上がり部分のみを֬ೝしたɻࣗવ形成の埋຅谷Ͱ͋るՄ能ੑ

が高いɻしたがって、4X31 はτϨンνをઃఆし、ϓラン・土૚அ໘ͳͲを記録͢るにとͲめたɻ4,29、

4X16・17、4%27 よりも古いɻ

ப　݀（図版 3・23）　9,・10, άリουͰ 8基֬ೝしたɻப穴は、総体తに規໛が小さいが、௚ܘ

35cNະຬの規໛の小さいもの（120 〜 22・24・25）と௚ܘ 45cN前後の相ରతに大きいもの（130）と

に分けΒΕるɻ規໛の小さいものは、ਂさ 20cN前後の 120 〜 22・24 とਂさ 35cNの 125 とが͋るɻ

相ରతに大型の 130は、ਂさ 44cNにୡ͢るɻ

2）ϐΞ 3区（図版 2・5・6・22・25〜 27）

ϐΞ 3区Ͱは、Ⅴ૚を遺ߏ検出໘としてߔ 6条、ੑ֨ෆ明遺ߏ 1基を検出したɻߔにはࣗવ流路のՄ

能ੑが͋る 4%13 と、その෴土ଯੵ後に形成さΕた 4%8 〜 12 が͋るɻ·た、4%9・10 に沿ってߌ 1

〜 13を検出したɻ遺物は、4%13かΒ 14世紀ࠒの中世土師器と、田下駄の足൘ͳͲが出土しているɻ

4%�（図版 5・25）　5+20・25、5,5・10 άリουに位置͢るɻ北ଆは調査区֎に延ͼるɻ෯ 0.55 〜

0.93NͰ、ਂさ 0.06Nとઙく、基ఈ໘はى෬に෋むɻஅ໘は୆形状をఄし、؇やかに立ͪ上がるɻओ࣠

は後ड़͢る޲ํ 4%11・12とほ΅平ߦし、N17 8˃ をࣔ͢ɻ4%9よりも古く、4X14 よりも新しいɻ

4%�（図版 5・25）　5,10・15、6,6・11άリουに位置͢るɻ平໘は長ํ形Ͱ、長ܘ 2.3N・୹ܘ 1.16N・

第Ⅲ章　千古作遺跡
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ਂさ 0.06Nとઙく、基ఈ໘はى෬に෋むɻஅ໘は୆形状をఄし、؇やかに立ͪ上がるɻ長࣠ํ޲はN88

&˃ をࣔ͢ɻ

4%1�（図版 5・25・26）　6,11 〜 13・17・18 άリουに位置͢るɻ平໘は長ํ形Ͱ、長ܘ 3.74N・

୹ܘ 1.03N・ਂさ 0.21Nとઙく、基ఈ໘はى෬に෋むɻஅ໘は֊ஈ状をఄし、؇やかに立ͪ上がるɻ長

はN86޲ํ࣠ 8˃ をࣔし、4%13よりも新しいɻസ（20）が出土したɻ

4%11（図版 5・26）　6,9・10・14・15άリουに位置͢るɻ長ܘ 2.14N・୹ܘ 0.95N・ਂさ 0.07N

とઙく、基ఈ໘はى෬に෋むɻஅ໘は୆形状をఄし、؇やかに立ͪ上がるɻ長࣠ํ޲はN8 8˃ をࣔし、

4%13よりも新しいɻ

4%12（図版 5・26）　6+25、6,5・10 άリουに位置͢るɻਂさ 0.1Nとઙく、基ఈ໘はى෬に෋むɻ

அ໘は୆形状をఄし、؇やかに立ͪ上がるɻ4%13よりも新しいɻ

4%13（図版 5・6・26）　5,、6+・,άリουに位置͢るɻ࠷大෯4.57N・ਂさは0.25〜 0.34NͰ͋るɻ

அ໘はހ状をఄし、立ͪ上がりは؇いɻ長࣠ํ޲は6,14ߌをڥに؇く۶ۂし、N23 &˃（ೆଆ）かΒ	N2 8˃（北

ଆ）へと変化͢るɻ෴土にはະ分ղの২物質をଟくؚみ、加ࠟ޻がೝめΒΕͳいࣗવ木が長࣠に沿͏形Ͱ

ଟく検出さΕたɻߔఈ໘が平ୱ໘を࣋たͣに؇やかに北ଆへࣼ܏している͜とや、෴土のଯੵ状گͳͲか

Β考えて、ࣗવ流路のՄ能ੑが高いɻ4%10 〜 12 よりも古いɻ出土遺物には中世土師器小皿（11）や木

製品（12〜 19）ͳͲが͋り、中世土師器は෴土の上部（1૚）かΒ出土しているɻ6,9άリουͰは、田

下駄（円形࿮付き田下駄）の足൘の一部（13・14）が、地山（Ⅶ૚）にࢗさった状態Ͱݟつかったɻഁଛし

た部ࡐがॏͳってほ΅ਨ௚にࢗさっている͜とかΒ、ҙ図తにഇغした݁Ռと考えるɻ͜の足൘（13）に

ରして์ࣹੑ炭ૉ年代ଌఆを࣮施したと͜Ζ、1
191 ʶ 29 年 B1（A%781 〜 791 年（8.0�）・807 〜 881

年（60.2�））との஋（第Ⅲ章 4A参照）がࣔさΕ、平҆時代には͜のߔ（流路）がଘࡏしていたՄ能ੑが高いɻ

491�（図版 5）　5+25、5,5・10、6+21、6,1 άリουに位置͢るɻਂさ 0.06Nとઙく、基ఈ໘は

෬に෋むɻஅ໘は୆形状をఄし、؇やかに立ͪ上がるɻ4%8よりも古いɻى

図版）ߌ はߌ　（6・5 5,10 άリουͰ 2本、6,11 άリουͰ 4本、6,13 άリουͰ 2本、6,19・

20 άリουͰ 4本֬ೝͰきたɻ4%9・10 に沿͏よ͏に北西−ೆ東ํ޲にฒんͰいるのͰ、関連͢るՄ

能ੑが高いɻྻߌの長࣠ํ޲はN56〜 68 8˃ のൣғ内に͋るɻ4%13の෴土上໘かΒଧͪࠐ·Εている

ため、গͳくとも 4%13よりは新しいɻ

3）ϐ Ξ 4 区（図版 2・6・22・27）

今回の調査Ͱは࠷西୺の調査区Ͱ͋るɻ剣野丘陵੄部に位置し、基盤૚は東にࣼ͢܏るࣼ໘地を形成͢

るɻⅣ૚を遺物検出໘として、ࣗવ形成のՄ能ੑが͋る 4X32 を検出したɻ࠷大ਂ౓ 0.54NͰ、西ଆの

立ͪ上がりはࣼٸ౓Ͱ͋るɻ東に落ͪࠐんͰおり、埋຅谷とͳっているՄ能ੑが͋るɻ෴土かΒ遺物は出

土しͳかったɻ

4）作業Ϡーυ（図版 2・7・22・28）

作業ϠーυかΒは、Ⅴ૚を遺ߏ検出໘としてߔ 6基・ੑ֨ෆ明遺ߏ 2基を検出したɻ遺物แؚ૚のⅢ

૚のଯੵがۃめてബく、調査区の大半は࡟平をडけているɻ検出した遺ߏには 4%5・6や 4X1・2ͳͲ

が͋り、4X1・2は遺ߏの形状かΒ耕地のՄ能ੑも考ྀさΕるɻ出土遺物はগͳいが、中世（15世紀後

半ࠒ）の土師器ͳͲが͋るɻ
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4%3（図版 7・27）　7-15、8-11 άリουに位置͢るɻ4%7と平͢ߦるߔͰ、北ଆ・西ଆは調査区֎

に延ͼるɻ෯ 0.5N・ਂさは 0.16NͰ͋るɻஅ໘は୆形状をఄし、ࣼٸ౓の立ͪ上がりͰ͋るɻ長࣠ํ

はN6޲ 8˃ をࣔし、4X1よりも新しいɻ遺物は土師器のແ୆࿶（69）が出土したɻ

4%�（図版7・28）　8-11άリουに位置し、北ଆは調査区֎に延ͼるɻ෯0.28N・ਂ さ0.06NのઙいߔͰ、

அ໘はV形状をఄし、؇やかͳ立ͪ上がりをࣔ͢ɻ長࣠ํ޲はN47 8˃ Ͱ、4X1よりも古いɻ

4%�（図版 7・28）　8-12 〜 14άリουに位置し、東ଆは調査区֎に延ͼるɻ෯ 0.51N・ਂ さは 0.05N

Ͱ、அ໘は୆形状をఄし、؇やかに立ͪ上がるɻ北ଆの௚近には、本遺ߏよりも新しい時期の 4%6が平

はN73޲るɻ長࣠ํ͢ࡏしてଘߦ &˃ をࣔ͢ɻचऱ焼の片口ു（70）が出土したɻ

4%�（図版 7・28）　8-12 〜 14 άリουに位置͢るɻ北ଆ・東ଆは調査区֎に延ͼるɻ෯ 0.92N・ਂ

さ 0.25NͰ、அ໘はV形状をఄし、ࣼٸ౓に立ͪ上がるɻೆଆに本遺ߏよりも古い時期の 4%5が平ߦ

してଘࡏし、長࣠ํ޲はN75 &˃ をࣔ͢ɻ遺物は中世土師器皿（71）が出土したɻ

4%�（図版 7・28）　8-11・12・16・17・22άリουに位置し、北ଆは調査区֎に延ͼるɻ෯ 0.44 〜 1.0N・

ਂさ 0.25 〜 0.34NのઙいߔͰ͋るɻஅ໘は୆形状をఄし、؇やかに立ͪ上がるɻ長࣠ํ޲はN33 8˃

をࣔし、平͢ߦる 4%3とಉ様に 4X1よりも新しいɻ

4%1�（図版 7・28）　8-11・16・21άリουに位置し、ೆଆは調査区֎に延ͼるɻ4X1のఈ໘かΒ検

出さΕ、෯ 0.43 〜 1.02N・ਂさ 0.18NͰ͋るɻஅ໘は୆形状をఄし、ࣼٸ౓の立ͪ上がりͰ͋るɻ長

はN33޲ํ࣠ 8˃ をࣔし、4X1よりも古いɻ

491（図版 7・28）　8-11・16・17・21・22 άリουに位置͢るɻ西ଆ・ೆଆは調査区֎に延ͼ、全

体規໛はෆ明Ͱ͋るɻਂさは 0.06Nとઙく、؇やかͳ立ͪ上がりをࣔ͢ɻ4%3・7よりも古く、4%4・

15 よりも新しいɻఈ໘は細かͳى෬が͋り、東ଆの 4X2とڞに耕作ࠟのՄ能ੑが͋るɻ4X2とのڥは

෯ 20cNఔのܣ൞状をఄ͢るɻ中世土師器皿（72）とⅤ期と考えΒΕるचऱ焼片口 （ു73）が出土しているɻ

492（図版 7・28）　8-18・19・23・24 άリουに位置し、東ଆ・ೆଆは調査区֎に延ͼるɻ4X1ಉ

様にఈ໘は細かͳى෬が͋り、ਂさも 0.06Nとڞ通͢るɻ北西۱はほ΅௚角にͳっており、ࣼٸ౓に立

ͪ上がるɻ遺物はਢܙ器のແ୆ഋ（74）が出土したɻ
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3　遺　　　物

A　遺物の概要

ग़౔遺෺の֓ཁ　千古作遺跡Ͱは、ൺֱతଟ਺の出土遺物がಘΒΕたɻ出土遺物の総਺は、平ശ（54ʷ

34 ʷ 10cN）໿ 9ശͰ、土器・陶磁器 4ശ、木製品 4ശ、石器・石製品 1ശͳͲが͋るɻ時期ผには、

縄文時代、古代、中世の遺物が͋るが、13世紀〜 15世紀にかけての中世の遺物がओ体Ͱ͋り、ほかは

গྔにとͲ·るɻ֤地区いͣΕもⅡ〜Ⅲ૚かΒ出土しているが、中世をओ体と͢る遺物แؚ૚のⅢ૚は、

ଯੵがෆ҆ఆͰ、ϐΞ 2区、作業ϠーυͰはബいかଯੵしていͳい状گͰ͋ったɻしたがって、遺物の

औり上͛は૚位͝とにߦったが、૚位త޲܏はಘΒΕͳかったɻ

遺物の分෍は、ϐΞ 2区、3区、作業ϠーυͰはগͳく、丘陵੄部に近઀͢るϐΞ 4区Ͱൺֱతଟ਺

出土͢る޲܏に͋ったɻ第 9図は、中世をओ体とした土器・陶磁器の平໘తͳॏྔ分෍をࣔしたものͩが、

上記した発掘調査時の所ݟと੔߹తͳ分෍状گをࣔしているɻしかしͳがΒ、明ྎͳ遺ߏの形成が͋るの

はϐΞ 3区Ҏ東の֤地区Ͱ͋り、遺ߏの分෍޲܏と遺物の分෍޲܏は一கしていͳいɻ͢ͳΘͪࣗવ形

成の落ͪࠐみ（4X32）の͋るϐΞ 4区に遺物がଟく、遺ߏの分෍が明ྎとͳるϐΞ 3区Ҏ東には遺物分

෍がগͳくͳるのͰ͋るɻ

遺෺のهड़ํ法　遺物の記ड़は、出土地఺を༏ઌし地区͝とにߦったɻ֤छ遺物の説明に͋たっては、

本文の遺物֤説、࡯؍表、࣮ ଌ図（図版 8〜 10）、ࣸ 真（図版 29・30）を用いたɻ࣮ଌ図ͳͲの遺物のࡌܝは、

土器・陶磁器・木製品ͳͲछผ͝とに分類し、遺ߏ内出土遺物を中心にબ୒したɻ·た、土器・陶磁器は、

本遺跡Ͱओ体తͳ中世を中心にબ୒し、٬体తͳ古代・縄文時代にઌߦして図版に配したɻさΒに、中世

のものは土師器、陶磁器のॱͰࡌܝし、時期తに古いものかΒ͢ࡌܝるのを基本としたɻ遺ߏの出土遺物

Ͱは遺ߏ൪号（小ˠ大）、遺ߏのछผͰは 4&、4,、1、4%、4Xのॱを原則としたɻ

遺物֤説の記ड़のํ਑は、原則として法ྔや৭調、଻土のಛ௃ͳͲは࡯؍表にࣔし、本文は࡯؍表Ͱは

ࣔͤͳいݸʑの遺物のಛ௃や所ݟを中心としたɻ
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B　遺 物 ֤ 説　

1）ϐ Ξ 2 区

本地区は࠷も遺物がগͳかった地区Ͱ、その大ଟ਺は小ഁ片Ͱ͋ったɻϐΞ 3・4区や作業ϠーυͰ遺

物แؚ૚Ⅲ૚のଯੵがແく、図ࣔした遺物は遺ߏ内か上位にଯੵ͢るⅡ૚かΒ出土した遺物Ͱ͋るɻ

遺ߏ内出土遺物は、4&19、4%27、4X16・17 に͋るが、いͣΕも小片Ͱ͋るɻしかしͳがΒ、本遺

跡།一の井戸Ͱ͋る 4&19 かΒचऱ焼が出土したɻ·たࣗવ形成のՄ能ੑが͋る 4X16・17 かΒは平҆

時代のਢܙ器の出土が͋るɻ͜の͏ͪ 4X16・17にはࠞ入のՄ能ੑも͋るが、近世陶磁器もଘࡏしているɻ

4&1�（図版 8・29− 1・2）　चऱ焼のᙈ（1）とຏ石（2）が͋るɻ1のचऱ焼にはૈいࣼ͢ߦるୟき໨が͋り、

内໘は平׈にຎ໓しているɻୟき໨と଻土かΒⅤ期ʦ吉岡 1994ʧの所産のՄ能ੑが͋るɻ2のຏ石は҆

山岩をૉࡐと͢るものͰ、ऑいຏりࠟが全໘に࡯؍さΕるɻ

4%2�（図版 8・29− 3）　3はਢܙ器ᙈの಑部ഁ片Ͱ、֎໘がٖ֨子のୟき໨、内໘は平ߦ状の౰て具

ࠟがॏෳしてࣼ֨子໨状とͳっているɻ

491�（図版 8・29− 4）　4はਢܙ器ഋの口ԑ部かΒఈ部付近にかけてのഁ片Ͱ、༗୆ഋのՄ能ੑが͋るɻ

491�（図版 8・29− 5）　5は中世土師器の小皿Ͱ、Θͣかに࢒るఈ部にはࢦによるΦαΤがݟΒΕͣ、

ϩΫϩ成形のՄ能ੑが͋るɻ

แؚ૚（図版 8・29 − 6 〜 10）　6は中世土師器の小皿Ͱ、口ԑ部かΒ体部に横ํ޲のφσがݟΒΕ、

खͮくͶ成形のՄ能ੑが͋るɻ7はखͮくͶ成形の中世土師器皿Ͱ、口ԑ部と体部のڥにஈが明ྎにೝめ

ΒΕるɻ8は 3୯位の٭が付くנ器Ͱ、ുとਪଌさΕるɻ9はท岩をૉࡐと͢る༗޸石器Ͱ、上下 と޸2

もに表ཪ྆໘かΒઠ޸さΕているɻ10は小型の࿶形஁໶ᕥͰ、表໘には木炭が付ண͢るɻ磁ண൓Ԡがݟ

ΒΕͳい͜とかΒ、鉄をؚんͰいͳいものと考えΒΕるɻ

2）ϐ Ξ 3 区

本地区は、遺物แؚ૚とࣗવ形成の流路跡とਪଌさΕる 4%13 を中心として 13世紀後半や 15世紀後

半を中心と͢る遺物が出土しているɻ土器・陶磁器は本地区Ͱも細片がଟく、大部分はแؚ૚のⅢ૚かΒ

出土しているɻแؚ૚のଯੵはബく、遺物の૚位తͳ޲܏はಘΒΕていͳいɻඪ高が࠷も௿い調査区のた

め木製品もଟく、ಛに 4%13かΒは、本県Ͱは類例に๡しい田下駄の足൘が出土しているɻ

4%1�（図版8・29−20）　木製品のസ（20）が͋るɻ࡟りによってஅ໘ଟ角形に成形して๮状に੔えているɻ

4%13（図版 8・29 − 11 〜 19）　中世土師器の小皿（11）と木製品（12 〜 19）が͋るɻ11 の中世土師

器小皿はखͮくͶ成形Ͱ口ܘ 8.2cNとやや小さく、ఈ部はްみが͋り体部はബくͳっているɻ木製品の

12〜 15は、田下駄の足൘とਪଌさΕるものͰ͋るɻ͜の͏ͪ 12は׬ଘ͢るものͰ、前後に྆ଆԑかΒ

ፘりが入り、後部はፘりかΒ後ํが෯ڱく࢓上͛ΒΕているɻུํ形（8ʷ 9NN）のॹ޸は下駄ಉ様に前

に 1つ、後部に 2つઠたΕているɻ͜͏した 12の形状を考ྀしたとき、ಉ一地఺かΒಥきࢗさΕて出土

した 13〜 15は઀߹しͳいがಉ一ݸ体のՄ能ੑが͋るɻ3఺のॹ޸は円形に近いが、෯ 8NN前後と 12

のॹ޸の大きさとڞ通͢るɻ16・17 は൘ࡐͰ͋り、͜の͏ͪ 16のઌ୺は炭化しているためՐ付け木の

Մ能ੑも͋るɻՐ付け木のՄ能ੑの͋るものは 16・17Ҏ֎にもগ਺出土しており、その一部のࣸ真（図

版 30− 90〜 93）をࡌܝしたɻ18・19はஅ໘ଟ角形のസͰ͋るɻ

แؚ૚（図版 8・29− 21〜 42）　21・22は輸入陶磁器Ͱ、21はཾ泉窯系青磁࿶Ⅲ類ʦ山本 2000ʧと
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ਪଌさΕるものͰ、釉ༀがްく੅んͩ青྘৭をఄし器ްもബいɻ周ԑは円形をҙࣝしてṞ཭さΕており、

研࡟具としてస用さΕたՄ能ੑも͋るɻ22は%群の白磁皿ʦ森田1982ʧͰఈ部付近は࿐଻とͳっているɻ

23・24 はचऱ焼の片口ുͰ、͜の͏ͪ 24 は口ԑ部のஅ໘形が内࡟状とͳり内໘にංްし、޿くͳ

りつつ͋る໘を༗͢るɻԷ໨一୯位がଟ条化し、施文の間ִも᜚ີとͳりつつ͋るஈ֊のものͰ、ʦ吉岡

1994ʧ編年のⅤ期Ͱもやや古い様相のものͰ͋Ζ͏ɻ

25〜 31 は、中世土師器の皿Ͱ͋るɻいͣΕもखͮくͶ成形ͩが、25〜 27 の器ްはްखͰ、かつて

刈羽・三島型ʦ品田 1991a・1997・1999aʧとさΕた一群Ͱ、口ԑ部の横φσと体部かΒఈ部のࢦ頭に

よるΦαΤがಛ௃Ͱ͋るɻ͜ΕΒは、いͣΕも口ԑ部と体部のڥに明ྎͳஈをつけͣ、横φσがఈ部付

近·ͰٴんͰいるɻ28〜 31は器ްがബखͰ京都系第 2波のӨڹをडけた一群Ͱ͋るʦ品田 1999b、水

澤 2005bʧɻ口ԑ部が体部かΒ۶ۂして֎൓͢るಛ௃が͋り、28・29の口৶部は上ํにఠみ上͛ΒΕるɻ

口ԑ部の横φσと体部かΒఈ部に施さΕるࢦ頭によるΦαΤのڥքは、明ྎͳஈとͳるもの（28・29）と

Θͣかに括Εるもの（30・31）が͋るɻ法ྔには口ܘ 12cN前後（28〜 30）と、15cNҎ上（31）とが͋るɻ

本地区Ͱは、Ҏ上の土器・陶磁器のほか、33のਢܙ器ᙈ、32の管状土錘、34〜 42の木製品が͋るɻ

͜の͏ͪ、32の土錘は׬形に近いが表໘のṞ落がஶしく、࡯؍表にࣔしたॏྔは括ހを付したɻ太型管

状土錘に分類さΕるものͰ͋Ζ͏ʦ関 1990ʧɻ·た、木製品の 34〜 37 は൘状をఄ͢るものͰ、34〜

36はઌ୺が炭化しているɻࡇ᛾ͳͲに൐͏Ր付け木のՄ能ੑが͋るɻ39〜 42はസの下半部Ͱ͋るɻ

3）ϐ Ξ 4 区

本地区は丘陵੄部に位置͢る地区Ͱ、東にࣼ͢܏るࣼ໘地をͳし、4X32 が形成さΕているɻแؚ૚（Ⅲ

૚）のଯੵもްく、出土遺物のྔも相ରతにଟいが、૚位తͳ޲܏はಘΒΕていͳいɻࡌܝ遺物はいͣΕ

もแؚ૚のものͰ、4X32 の出土遺物は図ࣔに଱えͳい小片Ͱ͋ったɻͳお、本地区の西ଆ、丘陵௖部に

剣野B遺跡がྡ઀しているが、出土遺物の一部はその再ଯੵのՄ能ੑも͋るɻ

แؚ૚（図版 9・29・30− 43 〜 59）　土器・陶磁器（43〜 54）、石製品（55〜 57）、࣫器（58）、木製品

（59〜 65）、મ՟（66・67）、鉄関連遺物（68）が͋るɻ43・44は、いͣΕも輸入陶磁器Ͱ、43は 16世

紀中葉ࠒのܠ徳௟窯系の青磁皿Ͱ͋るɻ44はཾ泉窯系の青磁࿶Ⅳ類ʦ山本 2000ʧͰ、ແ文Ͱ釉ༀもްいɻ

45・46はचऱ焼Ͱ、45はᙈのݞ部に相౰͢る部分Ͱ、ୟき໨はൺֱతີͰਂいಛ௃が͋るɻ46は片

口ുͰ、口ԑ部が内࡟状Ͱ޿い໘を࣋つɻ45はʦ吉岡 1994ʧ編年のⅢ期46、ࠒはⅤ期とਪଌさΕるɻ

47〜 53 は土師器Ͱ、ଟくは中世のものと考えΒΕるɻ47・50 〜 52 はϩΫϩ成形Ͱ、51・52 Ҏ֎

はいͣΕも器ްがްいɻ͜の͏ͪ 47は皿に分類さΕるものͰ、器高にରしてఈܘが大きいɻ50は 51・

52とൺֱしてఈ部がްఈとͳり、51のఈܘはほかのものより大きい޲܏が͋り、皿に分類ͰきるՄ能ੑ

が͋るɻ52は器形、ఈ部のްさͳͲかΒແ୆の࿶形をఄ͢るՄ能ੑが͋るɻ48・49 はखͮくͶ成形の

皿とਪଌさΕ、48は口ԑ部と体部のڥքに明ྎͳஈを࣋たͳいɻ49は器ްがബく、口ԑ部ઌ୺は上ํに

ఠみ͋͛ΒΕ、体部には口ԑ部とը͢るஈが͋るɻ53は、ϩΫϩ成形の長ᙈの口ԑ部Ͱ͋るɻ

54は 17世紀代の౜津࿶Ͱ͋るɻఈ部を࿐଻とし、高୆内の表໘には細かいᚧがೝめΒΕるɻ

55〜 57 は石製品Ͱ͋るɻ55はຏ石Ͱ、ଆ໘ 3໘にຏ໘を࣋つɻ56は表ཪのほ΅ಉ͡位置に、ॎ位

1条のߔ（෯ 3NN、ਂさ 5NN）を࣋つ༗ߔ౐石Ͱ、྆ଆ໘にはᏏଧࠟもೝめΒΕるɻ57は表໘にຏ໘を

࣋つが、ܽଛ͢るཪ໘がෆ҆ఆͳ形状と考えΒΕる͜とかΒ、置౐石としてのར用が૝ఆͰきるɻ58は

࣫器࿶Ͱ、内໘੺࣫、֎໘࣫ࠇがృ෍さΕ、֎໘に੺࣫による文様がඳかΕているɻ59〜 65は木製品Ͱ、
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59 は丸木の表໘を࡟り出し、ઌ୺にஅ໘長ํ形をఄ͢るತ状の加޻が施さΕるɻ体部は؇く࿷ۂしてお

り、ઌ୺部加޻のಛ௃と߹Θͤてٷと൑அしたɻ60は上ํがஅ໘円形状に໘औりさΕ、下ํがஅ໘ํ形

に加޻さΕるɻಈྗ部の࣠としての機能が૝ఆͰきるɻ61はԳのଆ൘、63〜65は用్ෆ明の൘ࡐͰ͋るɻ

62はܘ໿ 5NNの円޸と௲͡ൽがೝめΒΕる൘ࡐͰ、ۂ物ͳͲのᝣのՄ能ੑが͋るɻ

66・67はમ՟Ͱ、66がݩ祐通ሟ（ᝰ書体）、67がӬ楽通ሟͰ͋るɻ68は鉄関連遺物の࿶形஁໶ᕥͰ͋るɻ

小型Ͱ磁ண൓ԠがݟΒΕͳいため、鉄をؚ·ͳいと考えΒΕるɻ

4）作業Ϡーυ

本地区Ͱは、遺物แؚ૚を中心に遺物が出土したが、แؚ૚のଯੵはബく、૚位తͳ޲܏はಘΒΕͳかっ

たɻ遺ߏ出土の遺物はۃめてগͳく、その大部分は図ࣔに଱えͳい小片Ͱ͋るɻ4%3・5・6、4X1・2

かΒ出土し、そのଟくは中世の遺物Ͱ͋るɻ4X2かΒは平҆時代のਢܙ器も出土しているɻ

4%3（図版 10・30 − 69）　69 は、土師器৯હ具のఈ部Ͱ、回సࢳ੾りのࠟ跡を͢࢒ɻ器ްがްく、中

世土師器皿のՄ能ੑも͋るɻ

4%�（図版 10・30 − 70）　70 は口ԑ部のઌ୺が丸くऩ·るचऱ焼の片口ുͰ、内໘のංް部がୀ化し

て波状文が施文さΕるɻ଻土もփ白৭と新出の要ૉが͋り、ʦ吉岡 1994ʧ編年のᶜ期と考えΒΕるɻ

4%�（図版 10・30 − 71）　71 は土師器のఈ部Ͱ、内໘にはϩΫϩ成形のԜತがݦஶに࢒るɻఈ部の器

ްはްく、中世Ͱも古い様相の৯હ具のՄ能ੑも͋るɻ

491（図版 10・30 − 72・73）　72 は中世土師器の皿Ͱ、खͮくͶ成形Ͱ口ԑ部に横φσを施し、体部

のஈを作出しͳいಛ௃が͋るɻ73はचऱ焼の片口ുͰ、口ԑ部は三角頭Ͱ内܏し、上໘に波状文を施文

͢るɻʦ吉岡 1994ʧ編年のⅤ期に位置付けΒΕるɻ

492（図版 10・30 − 74）　74 は、ਢܙ器ແ୆ഋの口ԑ部Ͱ、口ԑ部が؇く立ͪ上がり相ରతに新しい

様相をଳͼているɻ଻土のಛ௃かΒ佐渡小ധ窯産のՄ能ੑが͋るɻ

แؚ૚（図版 10・30− 75〜 89）　75はཾ泉窯系の青磁࿶Ͱ、口ԑ部には片੾ூのཕ文が施文さΕてい

るɻʦ上田 1982ʧ分類のC類に相౰͢るɻ76は瀬戸・美濃焼のఱ໨茶࿶Ͱ、口ԑ部はਨ௚ؾຯに立ͪ上

がり、そ͜かΒऑく֎൓͢るಛ௃が͋り、後期様式のⅡ期ʦ藤澤 2005ʧとਪଌさΕるɻ

77〜 81 はचऱ焼Ͱ、77がᙈの体部、78〜 80 が片口ു、81がᙈ体部片を土器片ར用の研࡟具ʦ藤

巻 1989ʧにస用したものͰ͋るɻʦ吉岡 1994ʧ編年のⅣ期（77）、Ⅲ期（78）、ᶜ期（79・80）に位置付

けΒΕるɻ͜の͏ͪ 79の片口ുの口ԑ部は、内໘に波状文が施文さΕるがઌ୺が丸く、଻土もփ白৭と

後出のಛ௃を࣋つɻ

82〜 84は中世土師器Ͱ、82・83はްखのखͮくͶ成形の皿Ͱ、体部に明ྎͳஈを形成しͳいɻ84は、

小皿に分類さΕるものͰ、ബखͰ口ԑ部のఠみ上͛がඍऑとͳり口ԑ部のංްがݦஶͰ͋るɻ

85はਢܙ器༗୆ഋの高୆が内୺઀地͢るఈ部Ͱ、੾り཭しࠟは回సϔラ੾りͰ͋るɻ86は౐石Ͱ、ܽ

ଛ部に近いଆ໘がࡲΕて丸みを࣋つ͜とかΒ、ܽ ଛ後も࢖用さΕたものͰ͋るɻ87・88は൘状の木製品Ͱ、

87は上ํ中央にܘ໿ 4NNの円޸がೝめΒΕるɻ89は鉄関連遺物Ͱ小型の࿶形஁໶ᕥͰ͋るɻ
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4　ࣗવՊ学分ੳ

A　์ࣹੑ炭ૉ年代ଌఆ

1）ଌఆର৅ࢼ料

千古作遺跡は、新潟県柏崎市剣野町ࣈ千古作 288�3 ほかに所͢ࡏるɻଌఆର৅ࢼ料は、ϐΞ 3 区

4%13 の 3૚かΒ出土した木製品（ᶃɿ*AAA�82522）、ϐΞ 4区 2,4 άリουのⅢ૚かΒ出土した木製

品（ᶄɿ*AAA�82523）、ϐΞ 3区 4%13（ᶜ૚）かΒ出土した木ൽ（ᶅɿ*AAA�82524）、ϐΞ 3区 4%13（Ⅷ

૚）かΒ出土した小ࢬ（ᶆɿ*AAA�82525）、ϐΞ 4区のⅣ૚かΒ出土した小ࢬ（ᶇɿ*AAA�82526）、ϐΞ 4

区のⅧ૚かΒ出土した小ࢬ（ᶈɿ*AAA�82527）、߹ܭ 6఺Ͱ͋るɻ

2）ଌఆのҙ義

千古作遺跡は中世をओ体と͢る遺跡Ͱ͋るが、古代・近世の遺物も出土しているɻର৅とͳる木製品は

૚位や形態かΒ所ଐ時期をܾめる͜とは೉しく、遺跡の時間෯も大きい͜とかΒ、その所ଐ͢る年代を明

Βかにしたいɻ·た、遺ߏ໘の上下にଘ͢ࡏる෗২物૚のแؚ物を 2地఺間Ͱൺֱ͢る͜とにより、૚

ংのରԠ関܎と遺ߏの時期を೺Ѳしたいɻ

3）化学ॲཧ޻ఔ

（1）	 ϝε・ϐンηοτを࢖い、根・土等の表໘తͳෆ純物をऔりআくɻ

（2）	 初࠷AcJE）により内໘తͳෆ純物をऔりআくɻ	AMLaMJ	ॲཧ（AAAɿAcJEࢎ、ॲཧ、Ξϧカリॲཧࢎ

のࢎॲཧͰは 1NのԘ（ˆ80）ࢎを用いて਺時間ॲཧ͢るɻその後、௒純水Ͱ中ੑにͳる·Ͱرऍ

͢るɻΞϧカリॲཧͰは 1Nの水ࢎ化φτリウム水༹ӷ（80ˆ）を用いて਺時間ॲཧ͢るɻͳお、

AAAॲཧにおいて、Ξϧカリ濃౓が 1Nະຬの場߹、表中にAaAと記͢ࡌるɻその後、௒純水Ͱ

中ੑにͳる·Ͱرऍ͢るɻ࠷後のࢎॲཧͰは 1NのԘ（ˆ80）ࢎを用いて਺時間ॲཧした後、௒純

水Ͱ中ੑにͳる·Ͱرऍし、90ˆͰס૩͢るɻرऍのࡍには、ԕ心分཭機を࢖用͢るɻ

（3）	 に石ӳ管に٧め、真ۭ下Ͱ෧͡੾り、500ˆͰڞ化ಔとࢎ料をࢼ 30分、850ˆͰ 2時間加೤͢るɻ

（4）	 ӷ体஠ૉとΤλϊーϧ・υラΠΞΠεのԹ౓ࠩをར用し、真ۭラΠンͰ二ࢎ化炭ૉ（C02）をਫ਼

製͢るɻ

（5）	 ਫ਼製した二ࢎ化炭ૉかΒ鉄を৮ഔとして炭ૉのみをந出（水ૉͰؐݩ）し、άラϑΝΠτを作製͢るɻ

（6）	 άラϑΝΠτを内ܘ 1NNのカιーυに٧め、そΕをϗΠーϧにはめࠐみ、加଎器に૷ண͢るɻ

4）ଌ ఆ ํ 法

ଌఆ機器は、3.Vλンσム加଎器をϕーεとした 14C�A.4専用૷置（N&C	1FMMFUSoO	94%)�2）を࢖用

͢るɻଌఆͰは、米国国立ඪ४局（N*45）かΒఏڙさΕたシϡウࢎ（)0YⅡ）をඪ४ࢼ料と͢るɻ͜のඪ

४ࢼ料とόοΫάラウンυࢼ料のଌఆもಉ時に࣮施͢るɻ

ࢉ（5 出 ํ 法

（1）	 年代஋のࢉ出には、-JbbZ の半ݮ期（5
568 年）を࢖用͢るʦ4UVJWFS	aOE	1oMaTI	1977ʧɻ
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第 1�図　千古作遺跡　ྐྵ೥ֱਖ਼݁Ռ

ଌఆ൪号 料名ࢼ औ場所࠾
料ࢼ
形態

ॲཧ
ํ法

Ў 13C	（̄）
（A.4）

Ў 13C 補正͋り

-JbbZ	AHF	（ZSB1） Q.C	（�）

*AAA�82522 ᶃ ϐΞ 3区　4%13　3૚ 木製品（田下駄） AAA �23.38	 ʶ 0.69	 1
190 ʶ 30 86.21	 ʶ 0.32	

*AAA�82523 ᶄ ϐΞ 4区　2,4άリου　Ⅲ૚ 木製品（ٷ） AAA �25.16	 ʶ 0.78	 1
220 ʶ 30 85.96	 ʶ 0.35	

*AAA�82524 ᶅ ϐΞ 3区　4%13　	ᶜ૚ 木ൽ AAA �25.53	 ʶ 0.54	 1
910 ʶ 30 78.83	 ʶ 0.32	

*AAA�82525 ᶆ ϐΞ 3区　4%13　	Ⅷ૚ 小ࢬ AaA �26.96	 ʶ 0.61	 2
150 ʶ 30 76.55	 ʶ 0.31	

*AAA�82526 ᶇ ϐΞ 4区　Ⅳ૚ 小ࢬ AAA �26.13	 ʶ 0.65	 1
280 ʶ 30 85.24	 ʶ 0.34	

*AAA�82527 ᶈ ϐΞ 4区　Ⅷ૚ 小ࢬ AAA �27.12	 ʶ 0.62	 2
800 ʶ 30 70.61	 ʶ 0.30	

	ʦ�2678ʧ

ଌఆ൪号 報告
No.

Ў 13C補正ͳし ྐྵ年ֱ正用
（ZSB1）

1Мྐྵ年代ൣғ 2Мྐྵ年代ൣғ
AHF　（ZSB1） Q.C　（ˋ）

*AAA�82522 13 1
170 ʶ 30 86.50 ʶ 0.30 1
191 ʶ 29
781A%	�	791A%（8.0�）
807A%	�	881A%（60.2�）

722A%	�	741A%（2.6�）
770A%	�	897A%（90.0�）
923A%	�	941A%（2.8�）

*AAA�82523 59 1
220 ʶ 30 85.93 ʶ 0.32 1
215 ʶ 32 774A%	�	874A%（68.2�）
691A%	�	750A%（17.7�）
763A%	�	890A%（77.7�）

*AAA�82524 1
920 ʶ 30 78.74 ʶ 0.31 1
910 ʶ 33 61A%	�	128A%（68.2�）
20A%	�	178A%（92.2�）
191A%	�	213A%（3.2�）

*AAA�82525 2
180 ʶ 30 76.24 ʶ 0.29 2
146 ʶ 32
349BC	�	316BC（18.1�）
208BC	�	154BC（39.1�）
137BC	�	114BC（11.0�）

356BC	�	287BC（26.4�）
234BC	�	87BC（66.1�）
78BC	�	56BC（2.9�）

*AAA�82526 1
300 ʶ 30 85.04 ʶ 0.32 1
283 ʶ 32
676A%	�	722A%（40.8�）
741A%	�	770A%（27.4�）

659A%	�	780A%（93.9�）
792A%	�	804A%（1.5�）

*AAA�82527 2
830 ʶ 30 70.30 ʶ 0.28 2
795 ʶ 33 996BC	�	909BC（68.2�） 1022BC	�	843BC（95.4�）

	ʦ参考஋ʧ

第 �ද　千古作遺跡　์ࣹੑ୸ૉ೥୅ଌఆٴͼྐྵ೥ֱਖ਼の݁Ռ
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（2）	 14C 年代（-JbbZ	AHFɿZSB1）は、աڈの大ؾ中 14C 濃౓が一ఆͰ͋ったとԾఆしてଌఆさΕ、

1950 年を基४年（0ZSB1）としてさかの΅る年代Ͱ͋るɻ͜の஋は、Ў 13C によって補正さΕた

஋Ͱ͋るɻ14C 年代とࠩޡは、1ܻ໨を四ࣺޒ入して 10 年୯位Ͱ表ࣔさΕるɻ·た、14C 年代の

ʶ）ࠩޡ 1М）は、ࢼ料の 14C 年代がそのൣࠩޡғに入る֬཰が 68.2ˋͰ͋る͜とをҙຯ͢るɻ

（3）	 Ў 13C	は、ࢼ料炭ૉの 13C	濃౓（13C�12C）をଌఆし、基४ࢼ料かΒのͣΕをࣔした஋Ͱ͋るɻಉ

位体ൺは、いͣΕも基४஋かΒのͣΕを千分ภࠩ（̄）Ͱ表さΕるɻଌఆには質ྔ分ੳ͋ܭるいは

加଎器を用いるɻ加଎器により 13C�12C をଌఆした場߹には、表中に（A.4）と஫記͢るɻ

（4）	 Q.C（QFScFOU	.oEFSO	CaSboO）は、ඪ४ݱ代炭ૉにର͢るࢼ料炭ૉの 14C 濃౓の割߹Ͱ͋るɻ

（5）ྐྵ年ֱ正年代とは、年代がط஌のࢼ料の 14C 濃౓をݩにඳかΕたֱ正ۂઢと照Βし߹Θͤ、աڈ

の 14C 濃౓変化ͳͲを補正し、࣮年代に近ͮけた஋Ͱ͋るɻྐྵ年ֱ正年代は、14C 年代にରԠ͢る

ֱ正ۂઢ上のྐྵ年代ൣғͰ͋り、1ඪ४ภࠩ（1Мʹ 68.2ˋ）͋るいは 2ඪ४ภࠩ（2Мʹ 95.4ˋ）

Ͱ表ࣔさΕるɻྐྵ年ֱ正ϓϩάラムに入ྗさΕる஋は、下一ܻを四ࣺޒ入しͳい 14C 年代஋Ͱ͋るɻ

ͳお、ֱ正ۂઢٴͼֱ正ϓϩάラムは、σーλの஝ੵによってߋ新さΕるɻ·た、ϓϩάラムのछ

類によっても݁Ռがҟͳるため、年代の׆用に͋たってはそのछ類とόージϣンを֬ೝ͢るඞ要が

͋るɻ͜͜Ͱは、ྐྵ年ֱ正年代のࢉܭに、*OUCaM04 σーλϕーεʦ3FJNFS	FU	aM	2004ʧを用い、

0YCaMW4.0 ֱ正ϓϩάラムʦBSoOL	3aNTFZ	1995　	BSoOL	3aNTFZ	2001　BSoOL	3aNTFZ
	

WaO	EFS	1MJcIU	aOE	8FOJOHFS	2001ʧを࢖用したɻ

6）ଌ ఆ ݁ Ռ

14C 年代は、ϐΞ 3区 4%13 の 3૚かΒ出土した木製品が 1
190 ʶ 30ZSB1、ϐΞ 4区 2,4άリου

のⅢ૚かΒ出土した木製品が 1
220 ʶ 30ZSB1 Ͱ͋るɻ

ϐΞ 3区 4%13 Ͱは、ᶜ૚かΒ出土した木ൽが 1
910 ʶ 30ZSB1、Ⅷ૚かΒ出土した小ࢬが 2
150 ʶ

30ZSB1Ͱ͋るɻϐΞ4区Ͱは、Ⅳ૚かΒ出土した小ࢬが1
280ʶ30ZSB1、Ⅷ૚かΒ出土した小ࢬが2
800

ʶ 30ZSB1 Ͱ͋るɻ

料の炭ૉؚ༗཰は͢΂てࢼ 50ˋҎ上Ͱ͋り、十分ͳ஋Ͱ͋ったɻᶅ〜ᶈに関しては、थൽや小ࢬͰ͋り、

थ木の࠷֎年輪付近かΒࢼ料を࠾औさΕた͜とかΒ、थ木のࢮރ年代を൓ө͢る年代がಘΒΕたと考えΒ

ΕるɻϐΞ 3区やϐΞ 4区出土ࢼ料のଌఆ݁Ռは、૚位の上下関܎とも੔߹తͰ͋り、化学ॲཧٴͼଌ

ఆ内༰にも໰୊がແく、ଌఆ݁Ռの信པੑを保ূ͢るものͰ͋るɻ

ݙจߟࢀ　

4UVJWFS	..	aOE	1oMaTI	).A.	1977	%JTcVTTJoO�	3FQoSUJOH	oG	14C	EaUa
	3aEJocaSboO	19
	355�363

BSoOL	3aNTFZ	C.	1995	3aEJocaSboO	caMJbSaUJoO	aOE	aOaMZTJT	oG	TUSaUJHSaQIZ�	UIF	0YCaM	1SoHSaN
	3aEJocaSboO	

37（2）
	425�430

BSoOL	3aNTFZ	C.	2001	%FWFMoQNFOU	oG	UIF	3aEJocaSboO	1SoHSaN	0YCaM
	3aEJocaSboO	43（2A）
	355�363

BSoOL	3aNTFZ	C.
	WaO	EFS	1MJcIU	+.	aOE	8FOJOHFS	B.	2001	�8JHHMF	.aUcIJOH�	SaEJocaSboO	EaUFT
	3aEJocaSboO	

43（2A）
	381�389

3FJNFS
	1.+.	FU	aM.	2004	*OUCaM04	UFSSFTUSJaM	SaEJocaSboO	aHF	caMJbSaUJoO
	0�26caM	LZS	B1
	3aEJocaSboO	46
	

1029�1058
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B　थ छ ಉ ఆ

料　　　ࢼ（1

料は、分ੳର৅ީ補とさΕた木製品ࢼ 30఺かΒબ୒さΕた 15఺Ͱ͋るɻ͜ΕΒをର৅にथछಉఆを

料のৄ細は、݁Ռとともに第ࢼɻ֤͏ߦ 5表にࣔ͢ɻ

2）分 ੳ ํ 法

֤木製品の木औりを࡯؍した上Ͱ、ం౛のਕを用いて木口（横அ໘）・ຝ໨（์ࣹஅ໘）・൘໨（઀ઢஅ໘）

の 3அ໘のెख੾片を木製品表໘かΒ௚઀࠾औ͢るɻ੾片をΨム・Ϋϩラーϧ（๊水Ϋϩラーϧ・ΞラϏΞ

ΰムค຤・άリηリン・ৠཹ水のࠞ߹ӷ）Ͱ෧入してϓϨύラーτを作製͢るɻ生物ݦඍڸͰ木ࡐ૊৫のछ類

や配ྻを࡯؍し、そのಛ௃をݱ生ඪ本ٴͼಠ立ߦ政法人森林総߹研究所の日本産木ࣝࡐผσーλϕーεと

ൺֱしてछ類をಉఆ͢るɻ

木ࡐ૊৫の名শやಛ௃については、ʦ島地・伊東 1982ʧ、ʦ8IFFMFSほか1998ʧ、ʦ3JcIUFSほか2006ʧを、

日本産木ࡐの૊৫配ྻについては、ʦ林 1991ʧやʦ伊東 1995・1996・1997・1998・1999ʧを参考に͢るɻ

3）݁　　　Ռ

݁Ռを第5表にࣔ͢ɻ木製品は、਑葉थ3分類群（Ϛπଐෳҡ管ଋѥଐ・εΪ・ώϊΩՊ）と޿葉थ2分類群（ϒ

φଐ・ίφラଐίφラѥଐίφラ節）にಉఆさΕたɻҎ下に、֤分類群のղ๤学తಛ௃等を記͢ɻ

・Ϛπଐෳҡ管ଋѥଐ（Pinus subgen. Diploxylon）　ϚπՊ

やや؇やか〜ٸはߦ部へのҠࡐ部かΒ晩ࡐ成さΕるɻԾ道管のૣߏ道Ͱࢷ૊৫はԾ道管とਨ௚थ޲ํ࣠

Ͱ、晩ࡐ部の෯は޿いɻਨ௚थࢷ道は晩ࡐ部にೝめΒΕるɻ์ࣹ૊৫はԾ道管、ॊ細๔、水平थࢷ道、Τ

ϐηリウム細๔Ͱߏ成さΕるɻ分野น޸は૭状とͳり、1分野に ى状のಥࣃڒɻ์ࣹԾ道管内นにはݸ1

がೝめΒΕるɻ์ࣹ૊৫は୯ྻ、1�15 細๔高ɻ

・εΪ（Cryptomeria japonica （L. f.） D. Don）　εΪՊεΪଐ

部ࡐͰ、晩ٸはややߦ部へのҠࡐ部かΒ晩ࡐ成さΕるɻԾ道管のૣߏ細๔Ͱࢷ૊৫はԾ道管とथ޲ํ࣠

の෯はൺֱత޿いɻथࢷ細๔はほ΅晩ࡐ部にೝめΒΕるɻ์ࣹ૊৫はॊ細๔のみͰߏ成さΕるɻ分野น޸

はεΪ型Ͱ、1分野に 2�4 ɻ์ࣹ૊৫は୯ྻ、1�10ݸ 細๔高ɻ

・ώϊΩՊ（Cupressaceae）

、Ͱٸは؇やか〜ややߦ部へのҠࡐ部かΒ晩ࡐ成さΕるɻԾ道管のૣߏ細๔Ͱࢷ૊৫はԾ道管とथ޲ํ࣠

晩ࡐ部の෯はڱいɻथࢷ細๔は晩ࡐ部付近にೝめΒΕるɻ์ࣹ૊৫はॊ細๔のみͰߏ成さΕるɻ分野น޸

は保ଘがѱく࡯؍Ͱきͳいɻ์ࣹ૊৫は୯ྻ、1�10 細๔高ɻ

・ϒφଐ（Fagus）　ϒφՊ

に޲は୯ಠ·たは์ࣹํ޸Ͱ、管ࡐ޸ࢄ 2�3 るɻ道管のͣݮをܘし、年輪ք付近Ͱࡏࢄがෳ߹してݸ

分෍ີ౓は高いɻ道管は୯ઠ޸を༗し、น޸はରྻ状〜֊ஈ状に配ྻ͢るɻ์ࣹ૊৫はほ΅ಉੑ、୯ྻ、

਺細๔高のものかΒෳ߹์ࣹ૊৫·Ͱ͋るɻ

・ίφラଐίφラѥଐίφラ節（Quercus subgen. Quercus sect. Prinus）　ϒφՊ

環ࡐ޸Ͱ、ݍ޸部は 1�2 しͳがΒՐԌ状に配ྻ͢るɻ道ݮたのͪ、઴͡ݮをܘに管ܹٸͰ֎ݍ޸、ྻ

管は୯ઠ޸を༗し、น޸は交ޓ状に配ྻ͢るɻ์ࣹ૊৫はಉੑ、୯ྻ、1�20 細๔高のものとෳ߹์ࣹ૊
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৫とが͋るɻ

4）考　　　࡯

木製品には、൘状のࢼ料がଟく、͜のほかに角๮状・付け木・࣫器・ٷ・用్ෆ明の࡟出丸๮状の製品

が͋るɻ൘状木製品は、൘໨とͳるࢼ料（12・13・15・37）と、ຝ໨にͳるࢼ料（34・36・61）がೝめΒ

Εたが、थछはいͣΕもεΪͰ͋ったɻεΪは木ཧが通௚Ͱ割྾ੑが高く、൘状の加޻にదしている͜と

かΒར用さΕた͜とがਪఆさΕるɻ·た、സや角๮状をఄ͢るࢼ料も͢΂てεΪがར用さΕており、εΪ

をओとした木ࡐར用がਪఆさΕるɻ൘

状の部ࡐやസ等にεΪがଟい޲܏は、

後ड़͢る߳ੵ寺沢遺跡の分ੳ݁Ռとも

調和తͰ͋るɻۂ物等の൘状をఄ͢る

木製品やസにεΪがར用さΕる事例

は、東原町遺跡や下沖北遺跡（柏崎市）

Ͱも֬ೝさΕているʦύリϊ・αーϰΣ

Πג式会社 2003a・2005aʧɻ

͜のほかの木製品Ͱは、形状かΒ໢

࿮やٷのՄ能ੑが考えΒΕるਊ࣋丸木

の木製品（59）にώϊΩՊがೝめΒΕ

たɻώϊΩՊは、木ཧが通௚Ͱ割྾ੑ

が͋り、଱水ੑが高いࡐ質を༗͢るɻ

新潟県内における事例Ͱは、໢࿮は千

छ遺跡（佐渡市）の弥生時代後期のた

も࿮にϋΠΠψΨϠがೝめΒΕている

ʦ࿱ཧ・山内 1953ʧが、古代Ҏ߱の

調査事例は͜Ε·Ͱのと͜Ζ֬ೝͰき

ͳいɻ一ํ、ٷは、一之口遺跡（上越市）

の古代の丸木ٷにεΪ、԰ෑ遺跡（଻

内市）や౧川遺跡群（村上市）の古代

のٷにΠψΨϠ等が֬ೝさΕている

報告No. ࣮ଌNo.
ࣸ真No. 調査区 遺ߏ名 ૚位 औ上

No. 器छ 木औり थछ

12 8�3 ϐΞ 3区 4%13 4 ૚ No.5 田下駄足൘ ൘໨ εΪ
13 8�2 ϐΞ 3区 4%13 3 ૚ No.6 田下駄足൘ ൘໨ εΪ
15 8�1 ϐΞ 3区 4%13 2 ૚ No.1 田下駄足൘ ൘໨ εΪ
34 8�9 ϐΞ 3区 6,16 ൘ࡐ ຝ໨ εΪ
36 8�10 ϐΞ 3区 7,16 ൘ࡐ ຝ໨ εΪ
37 8�6 ϐΞ 3区 6,19 Ⅱ૚ ൘ࡐ ൘໨ εΪ
38 8�7 ϐΞ 3区 6+24 部ࡐ 分割ࡐ εΪ
39 8�12 ϐΞ 3区 5,20 സ 出角๮࡟ εΪ
42 8�17 ϐΞ 3区 6,12 സ 出角๮࡟ εΪ
58 8�27 ϐΞ 4区 2,9 Ⅱ c૚ ࣫器࿶ 横木地 ϒφଐ
59 8�18 ϐΞ 4区 2,14 Ⅲ૚ ٷ ਊ࣋丸木 ώϊΩՊ
60 8�21 ϐΞ 4区 2,14 Ⅰ c૚ 部ࡐ 出丸๮࡟ ίφラଐίφラѥଐίφラ節
61 8�22 ϐΞ 4区 2,15 Ⅰ c૚ Գଆ൘ ຝ໨ εΪ
87 8�26 作業Ϡーυ 8-17 ൘ࡐ ௥ຝ εΪ
91 ࣸ �2 作業Ϡーυ 8-23 付け木 分割ࡐ Ϛπଐෳҡ管ଋѥଐ

第 �ද　千古作遺跡　໦੡඼のथछಉఆ݁Ռ

1a 1c1b 2a 2b 2c

4c4b4a3a 3b 3c

5c5b5a

1.マツ属複維管束亜属（90）
2.スギ（15）
3.ヒノキ科（59）
4.ブナ属（58）
5.コナラ属コナラ亜属コナラ節（60）
a:木口,b:柾目,c:板目

300μm:4-5a

200μm:1-3a,4-5b,c

100μm:1-3b,c

第 11図　千古作遺跡　໦੡඼のࡐ૊৫
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ʦύリϊ・αーϰΣΠג式会社 1994・2003b、ג式会社吉田生物研究所 2004ʧɻҎ上の調査事例をݟる

にར用さΕた例は஌ΒΕていͳいが、本分ੳ݁ՌかΒώϊΩՊのར用もਪٷりͰは、ώϊΩՊが໢࿮やݶ

ఆさΕるɻ

分割๮状をఄし、一ํの୺部に炭化がೝめΒΕた付け木（91）は、Ϛπଐෳҡ管ଋѥଐͰ͋ったɻϚπ

ଐෳҡ管ଋѥଐは、松ࢷをଟくؚみ、೩料ࡐとしても༗用Ͱ͋る͜とかΒ、付け木としてར用さΕたՄ能

ੑが͋るɻ剣野丘陵をڬんͰ位置͢る߳ੵ寺沢遺跡Ͱは、付け木にεΪが֬ೝさΕているほか、新潟県内

Ͱの調査事例Ͱは、അ越遺跡やَ૔遺跡（加ໜ市）の古代の付け木に、Ϛπଐෳҡ管ଋѥଐを中心にεΪ、

カπラがࠞ͡る૊成が֬ೝさΕているʦύリϊ・αーϰΣΠג式会社 2001・2005ʧɻ͜の͜とかΒ、付

け木には、਑葉थをओ体とした木ࡐར用がਪఆさΕるɻ

࣫器（58）は、ഁ片Ͱ͋り全体の形状はෆ明Ͱ͋ったが、ഁஅ໘の࡯؍かΒ横木地とਪఆさΕ、落葉޿

葉थのϒφଐͰ͋ったɻϒφଐは、៛ີ・ॏߗͰڧ౓が高く、加޻は༰易Ͱ͋るが、ס૩のࡍに変形しや

͢いとさΕるɻ·た、࣫器࿶・皿の木地として、ケϠΩやτνϊΩとともに࠷もよくར用さΕるथछの一

つͰ͋るɻ柏崎市域Ͱは、߳ੵ寺沢遺跡かΒ出土した࣫器 3఺が͢΂てϒφଐͰ͋ったほか、下沖北遺

跡の中世の࣫࿶や皿にϒφଐを中心に、ケϠΩやλラϊΩ、τνϊΩ、Ϋリが֬ೝさΕているʦύリϊ・αー

ϰΣΠג式会社 2003ʧɻ͜ΕΒの調査݁ՌかΒ、本地域Ͱは࣫器࿶・皿にϒφଐをओとした木ࡐのબ୒

ੑが͏かがΘΕ、今回分ੳ݁Ռも調和͢る޲܏とݴえるɻ

質を༗͢る͜とかࡐ౓の高いڧͰߗ出丸๮状の木製品（60）は、ίφラ節Ͱ͋ったɻίφラ節は、ॏ࡟

Β、ڧ౓をඞ要と͢るよ͏ͳ用్・部位にར用さΕたՄ能ੑが͋るɻ
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̑　·　と　め

̖　出土遺物について

̍）中世の土器・陶磁器について

　千古作遺跡かΒ出土した土器・陶磁器類は、その大部分が遺物แؚ૚出土資料Ͱ͋るɻ土師器皿は、そ

のଟくが 13世紀後半ࠒ〜 14世紀代のްखのखͮくͶ成形のもの（̓、25〜 27 ͳͲ）や、15 世紀後葉

Ҏ߱のബखの京都系第̎波のӨڹをडけたもの（28〜 31ͳͲ）かΒͳり、͜Εにগ਺の 14世紀〜 15世

紀のϩΫϩ成形のもの（47ͳͲ）や 12世紀前葉Ҏ前とਪଌさΕるްఈのもの（71）が加Θっているɻ

　陶磁器には、13 世紀中葉〜 14 世紀初頭のཾ泉窯系の青磁࿶Ⅲ類・Ⅳ類ʦ山本 2000ʧ（21・44）や、

15世紀後半のཕ文をಛ௃と͢るC類ʦ上田 1982ʧ（75）や 16世紀中葉ࠒのܠ徳௟窯系の青磁皿（43）、

15世紀代の白磁皿%群ʦ森田 1982ʧ（22）ͳͲの輸入陶磁器が͋るɻ·たগ਺ͳがΒ瀬戸・美濃焼もଘ

し、そのఱ໨茶࿶は後期様式Ⅱ期ʦ藤澤ࡏ 2005ʧ（76）に位置付けΒΕるɻҎ上のほかに、चऱ焼のᙈ

や片口ുが͋り、ʦ吉岡 1994ʧ編年のⅢ期（23・45・78）、Ⅴ期（̍・24・46・73・77）、ᶜ期（70・79・

80）と考えΒΕるɻ

　͜͏した本遺跡の土器・陶磁器は֤調査区を୯位と͢る分෍޲܏のภりもͳく、遺跡全体として 13世

紀後半〜 15世紀後半ࠒを中心として、͜Εにগྔの 12世紀初頭Ҏ前のものや 16世紀代のものが加Θ

る様相と考えΒΕるɻ土器・陶磁器の૊成は中世土師器皿・小皿やचऱ焼がओ体తͰ、࣍いͰ輸入陶磁器

の青磁がଟく、͜Εにগྔの白磁、瀬戸・美濃焼が൐出͢る様相Ͱ͋るɻ

̎）田下駄について

　本遺跡Ͱは、上記の土器・陶磁器のほか、ϐΞ̏・4区Ͱ木製品がଟ਺出土しているɻ͜の͏ͪࣗવ流

路のՄ能ੑが͋る 4%13Ͱは、࿮付き田下駄の足൘とਪଌさΕる木製品が出土している（12〜 15）ɻ

4%13 出土資料は平໘形が長ํ形をఄ͢るものͰ、ॹ通とਪଌさΕる޸が̏か所ݟΒΕるɻ上下ࠨӈの

྆ଆ໘にፘり状の加޻を施͢ಛ௃が͋り、͜͏した形状のものは「円形࿮付き田下駄」・「輪カンジΩ型田

下駄」ͳͲとݺশさΕる࿮付き田下駄の足൘に類͢ࣅる（第 12図）ɻ

　そのߏ଄は、ॎ長の足൘に横木を渡し円形の࿮をऔり付けるものͰ、࿮のऔり付けは足൘ଆ໘のፘり

やݻఆ用の޸といったۓറ部をհしてߦΘΕるɻ類ࣅのߏ଄のものは、本県の土居下遺跡ʦ細井 2006・

2007ʧͳͲの大型ํ形࿮に足൘をऔり付ける所Ҧ「大足」が͋るɻしかしͳがΒ、「大足」ͳͲの足൘は

枘によってऔり付けΒΕるߏ଄Ͱ͋り、ፘりͳͲͰݻఆ͢る円形࿮付き田下駄と大きくҟͳっているɻ͜

のҧいは、円形࿮付き田下駄と大足ͳͲのํ形࿮付きのものとの区分の基४とͳっているʦ秋山 1993ʧɻ

円形࿮付きの田下駄と考えΒΕる࣮֬ͳ類例は、検ࡧのൣғ内Ͱࡏݱ本県にはͳいが、静岡県瀬名遺跡

や岳美遺跡ͳͲଞ県Ͱ良޷ͳ事例が͋り、岳美遺跡の報告ͰⅠ a類とさΕるものが 4%13 資料に類͢ࣅ

る（第 12図 3）ɻ·たಉ遺跡Ͱは、遺跡間Ͱの法ྔを検討͢るために足൘ଆ໘のፘり間のڑ཭（ۓറ部間）

が集ܭさΕているが、そΕによΕ͹足൘のۓറ部間は 20cN〜 60cNの間にଘࡏし、30〜 40cN前後

が࠷もଟいʦ山本 1996ʧɻ4%13 資料は໿ 20cN（12）、໿ 25cN前後（13 〜 15）と小さいが、上記の

岳美遺跡の集ܭͰはۓറ部間が 20 〜 25ᶲとͳるগ਺例も͋り、4%13 資料が円形࿮付き田下駄Ͱ͋る

Մ能ੑも͋るͩΖ͏ɻ

5　·　と　め
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　͜͏した 4%13 資料の時期は、13

の์ࣹੑ炭ૉ年代ଌఆによって、̔世

紀ऴ຤〜 9 世紀ࠒの年代がಘΒΕて

おり、平҆時代のՄ能ੑが考えΒΕ

るɻ類ࣅの足൘を࣋つ࿮付きの田下

駄も、平҆時代・中世にもଘ͢ࡏる

͜とが考えΒΕているʦ秋山 1993・

2008、中山 1994ʧɻ·た、条ཬ水田

に൐͏上記の岳ݟ遺跡の事例もಸ良時

代຤〜平҆時代前葉とさΕているʦ山

本 1996ʧɻ

　͜͜Ͱ、͜Ε·Ͱに本県Ͱ出土した

田下駄とさΕる事例をݟると、̏つの

ॹ޸をもつແࣃの下駄͋るいは横長൘

状のものͳͲがॆてΒΕてきたɻしか

しͳがΒ、͜Ε·Ͱの田下駄や大足の

ઌߦ研究によって、ᶃ円形࿮付きのもの、ᶄํ形࿮付きのものͳͲも弥生時代〜古代・中世·Ͱの田下駄

としてೝࣝさΕており、͜͏した事例にも஫ҙを෷͏ඞ要ੑが͋るɻ本県や֤地の民俗事例Ͱも、ᶃやᶄ

の࿮付き田下駄や大足が஌ΒΕ、考古学Ͱはະ検出の例が͋るͳͲその形態はଟ様Ͱ͋るʦ山口 1972、

潮田 1967・2004 ͳͲʧɻ

　͜のよ͏に 4%13 資料は円形࿮付き田下駄のՄ能ੑが͋るが、法ྔが小さいͳͲの՝୊も࢒るɻፘり

のଘࡏかΒ࿮付きߏ଄Ͱ͋るՄ能ੑが൱ఆさΕるものͰはͳいが、౰資料のߏ଄については民俗事例のऩ

集や類例の૿加を଴って再౓検ূ͢るඞ要が͋Ζ͏ɻ͜͜Ͱは、田下駄の形態తଟ様ੑの঺հにとͲ·っ

たが、その体系త分類や変遷は今後の՝୊としたいɻ

B　検出遺ߏと遺跡のੑ֨について

　遺ߏの࣌ظతมભ　本遺跡の検出遺ߏは調査区がڱ小Ͱ͋るため、そのੑ֨や時期ͳͲ൑વとしͳいも

のがଟいɻ͜͜ͰはՄ能ͳݶり遺ߏの時期をਪଌし、その時間త変遷を概؍したい（第 13図）ɻ

ଐ͢るものはؼҎલʣ　本期にلʢ1�ੈظ̍　 4%27・4X31（ϐΞ 2区、Ҏ下̎区とུ͢）、4%13（̏区）、

4X32（̐区）、4X̎、4%̐・15（作業Ϡーυ、Ҏ下Ϡーυとུ͢）がਪଌさΕ、平҆時代·Ͱさかの΅る

Մ能ੑも͋るɻ͜の͏ͪ 2区の̨̙ 27形成Ҏ前に、̨̭ 31とした埋຅谷の形成がೝめΒΕたɻその西

に͋る 4X̎（Ϡーυ）は、遺ߏの形状かΒ水田ͳͲの耕作ࠟのՄ能ੑも考えΒΕるが明֬Ͱͳいɻ·た

ࣗવ流路と考えΒΕる̨̙ 13Ͱは、8世紀຤〜 9世紀ࠒのՄ能ੑを࣋つ田下駄（円形࿮付き田下駄）が、

Ր付け木とともにその෴土や基ఈ໘にಥきࢗさった状گͰ出土しており、農耕等に関Θるࡇ᛾がߦΘΕた

Մ能ੑが͋るɻその෴土࠷上部Ͱは 14世紀前半ࠒの土師器小皿が出土し、গͳくとも 14世紀前半には

埋຅していたՄ能ੑが͋るɻ̨̭ 32も 4区に平҆時代の遺物が͋る͜とや、遺物แؚ૚の௚下Ͱٷ（์

ࣹੑ炭ૉ年代ଌఆによΕ͹ 8世紀຤〜 9世紀ࠒのՄ能ੑが͋る）が出土しており、その形成が本期·Ͱさかの΅

1（12） 2（13～15）

1・2：千古作
3・6：岳美　
4・5：瀬名　

S=1/10

3

4

6

5

第 12図　ԁܗ࿮෇͖ాԼବとͦの଍൘
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るՄ能ੑも͋るɻ

　本期は͜のよ͏に、ࣗવ流路（4%13）、埋຅谷ͳͲの落ͪࠐみ（4X31・32）ͳͲが展開し、明֬ͳ集落

の形成はݟΒΕͳいɻしかしͳがΒ、ࡇ᛾の場とͳったՄ能ੑや、田下駄足൘がࣔࠦ͢るよ͏に、周ลͰ

の水田域ͳͲの形成がਪଌさΕるɻ

༿ʙޙلʢ1�ੈظ̎　 લ൒ʣ　चऱ焼のⅤ期に相౰͢るɻ4&19（̎区）、4Xل1�ੈ （̍Ϡーυ）ͳͲが͋り、

鵜川にྡ઀͢る東ଆのඍ高地において、集落の一部とਪଌさΕる遺ߏ形成が明ྎとͳるɻ　

௿地の 3区Ͱも 1期の 4%13（3区）は͜の時期には埋຅しており、গͳくとも౰遺ߏ෴土上໘に形成

さΕる 4%̔〜 12は本期Ҏ߱の形成Ͱ、さΒに新しくͳるՄ能ੑも͋るɻ͜ΕΒ 3区のߔには、ํ形状

の区ըੑが؃औさΕ、4%̕・10の長࣠ํ޲に沿ってߌが検出さΕているɻ遺跡西୺の丘陵੄部のӨڹ

を͏ける 4X32（4区）は、出土遺物かΒਪଌして本期Ҏ߱にもଘࡏしていたՄ能ੑが͋るɻ

൒Ҏ߱ʣ　चऱ焼のᶜ期に相౰し、4%̏・̑〜̓（Ϡーυ）が͋るɻ͜の͏ͪޙلʢ1�ੈظ̏　 4%̑・

̒には新چ関܎が͋る͜とかΒ本期が前後 2時期に細分さΕるՄ能ੑが͋るɻ·た、ܠ徳௟窯系の青磁

皿ͳͲのଘࡏかΒ 16世紀Ҏ߱も周ลに集落等が形成さΕたՄ能ੑが࢒さΕるɻͳお、2区Ͱは本期Ҏ߱

の近世にかけて、ࣗવの落ͪࠐみͳͲとਪଌさΕる 4X16 や 4X17 が形成さΕていたと考えΒΕるɻ

　遺跡のੑ֨　Ҏ上のよ͏に、本遺跡は、2期（14世紀後葉〜 15世紀前半）の 2区を中心に集落の一部が

形成さΕ、その周ลͰは̍〜 2期にかけて水田等の生産域が展開していたՄ能ੑが͋るɻ3区かΒ̐区に

かけては̎期には埋຅したࣗવ流路（4%13）や௿地が形成さΕていたɻ

　出土遺物Ͱは、前ड़したよ͏に土師器やचऱ焼とগྔの輸入陶磁器かΒͳる土器૊成がࣔさΕ、͜͏し

た૊成は、集落や水田ͳͲを検出したର岸の下沖北遺跡ʦ山本・高橋ほか2003、山崎ほか2005ʧやچ西山

町上沢田遺跡Ⅰ区ʦ長澤・穴沢ほか2005ʧの様相と類͢ࣅるɻしたがって、本遺跡も周ลに͜͏した集落

が展開していたՄ能ੑを͢࢒ɻしかしͳがΒ、調査区がݶఆさΕ、遺跡の様相がෆ明ྎͰ͋る͜とは൱め

ͳいɻしたがって、ほかの遺跡とのൺֱをؚめた遺跡のੑ֨についてのৄ細は、ྡ ઀地Ͱの調査を଴ͪたいɻ
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第Ⅳ章　߳ੵ寺沢遺跡

1　調査の概要

A　άリουのઃఆ（図版11・第 14図）

߳ੵ寺沢遺跡のάリουは、東ଆに 100Nఔ཭Εて立地͢る剣野沢遺跡とڞ通͢るものをઃఆしたɻ

剣野沢遺跡の東ଆにྡ઀͢る丘陵上には、柏崎市教育委員会が平成 13〜 16 年౓に本発掘調査を࣮施し

た剣野B遺跡（縄文時代ओ体）が立地しており、ಉ͡く縄文時代をओ体と͢る剣野沢遺跡との関連が૝ఆ

Ͱきたɻよってಉ一のάリουを࢖用͢る͜とを考え、ೆ北ํ޲のݺশ（ࢉ用਺ࣈ）を一கさͤたɻ東西

・かって「;・:・X޲শ（ΞϧϑΝϕοτ）Ͱ、Aྻを越える西ଆのൣғについては、新たに西にݺの޲ํ

8ʜ」とݺশしたɻ

剣野B遺跡のάリουํ޲と区割りは、国家࠲ඪ࣠（日本ଌ地系）と一கさͤていたɻάリουは大小

2छ͋り、大άリουは 10N四ํを୯位とし、小άリουは大άリουを 2N四ํに 25等分したもの

Ͱ͋るɻ大άリουの名শは、北西۱のߌを基఺として東西ํ޲をΞϧϑΝϕοτ、ೆ北ํ޲をࢉ用਺ࣈ

とし、྆ ऀの૊߹ͤͰ表ࣔしたɻ小άリουは 1〜 25のࢉ用਺ࣈͰ表し、北西۱を 1、ೆ 東۱を 25とし、

「24,13」のよ͏に大άリου表ࣔの後につけてݺশしたɻ·たඞ要にԠ͡て、小άリουを 1N四ํに

細分したɻΞ〜ΤのカλカφͰ表し、北西۱をΞ、ೆ東۱をΤとし、「24,13 Π」のよ͏にݺশしたɻ߳

ੵ寺沢遺跡に͋たる ʹは、「X（׵世քଌ地系に変）ඪ஋࠲のߌ,24 149520.451、:ʹ 4098.929」をࣔ

し、剣野沢遺跡に͋たる ʹඪ஋は、「X࠲のߌ:24 149520.451、:ʹ 4238.927」をࣔ͢ɻ

B　基 本 ૚ ং（第14図）

पลの஍ܗと౔૚のଯ積ঢ়گ　߳ੵ寺沢遺跡は、ඪ高 14N前後の鵜川ࠨ岸に޿がる丘陵地ଳのڱ小ͳ

沢内沖ੵ地に͋るɻ遺跡が立地͢る௿地は、遺跡付近Ͱは෯໿ 50N前後ͩが、下流へとঃʑに沖ੵ地を

発ୡさͤてࣈ剣野沢付近Ͱ谷の本流と߹流͢るɻگݱは୐地やཆڕ場とͳっているが、地形は東へ؇やか

ͳࣼ܏をࣔ͢ɻ·た調査区の北は丘陵੄部と઀し、そのӨڹをडけて本遺跡の地形はೆଆへもࣼ܏をࣔ͢ɻ

͜͏した立地環ڥに͋る߳ੵ寺沢遺跡の土૚のଯੵ状گは、古代・中世のஈ֊Ͱ基本૚ংのⅣ૚を地山

໘とし、その上位に遺物แؚ૚のⅢ૚がଯੵ͢るɻ調査区北西۱を௖఺として、東とೆへࣼ܏して؇やか

ͳࣼ໘地をͳ͢ɻ調査区のඪ高は 12.1 〜 14.3Nをଌり、調査区ೆ西۱Ͱ௿地を形成͢るɻ

大ް࠷地表໘かΒݱ、ຊ૚ং　本遺跡の基本૚ংはج 1.5Nにୡ͢る੝土૚が͋り、その下位にⅠ〜ᶜ

૚·Ͱの૚ংを֬ೝしたɻ͜の͏ͪⅢ૚が中世ओ体の遺物แؚ૚Ͱ͋るが、୐地଄成によって大きく࡟

平さΕ、調査区の北西部分（23+ άリουの一部）やೆ東部分（24・25,άリου）のよ͏にⅢ૚が࢒ଘし

ͳい地఺もগͳくͳいɻⅣ૚は౰初は地山໘と考えていたが、௿地を形成͢る 4X4周ล（25+, άリου）

のⅣ c૚Ͱは、縄文・弥生土器かΒͳる土器集中区が֬ೝさΕたɻ

Ⅰ૚　ԫփ৭（2.5:4�1）〜փ׊৭（7.5:34�2）೪質土　چ表土Ͱ͋るɻⅠ a૚とⅠ b૚に細分したɻい
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ͣΕも೪ੑと締りが͋り、炭化物ཻ子や 3〜 4cN前後の᛽をগྔؚむɻⅠ a૚はԫփ৭（2.5:4�1）

をఄ͢る土૚Ͱ、৭調がփ׊৭（7.5:34�2）の土૚はⅠ a� ૚としたɻⅠ b૚は҉փԫ৭（2.5:4�2）

をఄ͢る土૚Ͱ、৭調が׊৭（7.5:34�1）をఄ͢る土૚はⅠ b� ૚としたɻ

Ⅱ૚　҉׊৭（10:33�3）೪質土　炭化物ཻ子と࠭᛽をগྔؚむ土૚Ͱ、೪ੑ・締りが͋るɻ

Ⅲ૚　փԫ׊৭（10:34�2）〜׊ࠇ৭（10:32�3）೪質土　中世の遺物แؚ૚Ͱ、Ⅲ a〜Ⅲ c૚に細分したɻ

いͣΕも締り・೪ੑが͋り、᛽や炭化物ཻ子をগྔؚんͰいるɻⅢ a૚は҉׊৭（10:33�3）をఄし、

の小さい࠭᛽（8NN前後）がؚ·ΕるɻⅢܘཻ b૚は׊ࠇ৭（10:32�3）をఄし、ؚ༗物のྔが相

ରతにଟいɻⅢ c૚はփԫ׊৭（10:34�2）をఄし、ؚ༗物が相ରతにগͳいɻ

Ⅳ૚　փ৭（5:4�1）〜փԫ৭（5:5�1）೪質土　中世遺ߏ検出໘Ͱ、Ⅳ a〜Ⅳ c૚に細分したɻⅣ a૚

はփ৭（5:4�1）をఄし、やや௚ܘの大きい᛽（5cN前後）や炭化物ཻ子、白৭ཻ子をগྔؚんͰ

いるɻⅣ b૚はփԫ৭（5:5�1）をఄし、ཻܘの大きい࠭རや᛽（10cN前後）をؚんͰいるɻⅣ c

૚は 4X4周ลͰ֬ೝさΕたものͰ、ࣗવ形成の落ͪࠐみのՄ能ੑが͋る（後ड़）ɻⅣ b૚に近͢ࣅ

るが、փ৭（5:4�1）をఄし、ؚ·Εる᛽が大きいɻいͣΕも締り・೪ੑが͋るɻ

Ⅴ૚　փ৭（5:4�1）೪質土　締り・೪ੑが͋り、࠭རや 10cN前後の᛽がؚ·Εるɻ

ᶜ૚　҉փԫ৭（2.5:5�2）土　௚ܘ 15〜 20cN前後の大きい᛽をଟくؚむ᛽૚Ͱ͋るɻ　
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1　調査の概要
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2　遺　　　ߏ

A　遺ߏの概要

߳ੵ寺沢遺跡Ͱは、土坑 9基、ߔ 1条、ੑ ֨ෆ明遺ߏ 4基、ப穴 121基、ߌ 9基、集石 1基を検出したɻ

Ⅳ૚を遺ߏ検出໘とし、丘陵੄部に近い調査区北半（22・23+・,άリου周ล）のඍ高地には、4,69・

74や 18・10ͳͲの土坑・ப穴が集中しているɻ掘立பݐ物ͳͲの配ྻをೝめる͜とはͰきͳかったが、

౰区域には中世〜近世ࠒの集落の一部が形成さΕていたՄ能ੑが͋るɻ一ํ、௿地とͳる調査区ೆଆͰは、

古代にさかの΅る 4,25 ͳͲの検出は͋るが、中世においても概して遺ߏ分෍はرബͰ͋り、4X3・4ͳ

Ͳがଘ͢ࡏるにとͲ·るɻ͜のよ͏に本遺跡の遺ߏの分෍޲܏は、北ଆのப穴や土坑が集中͢る区域と、

ೆଆのੑ֨ෆ明遺ߏが分෍͢る区域とに区分さΕるɻ

検出遺ߏの時期は、調査区北ଆͰはப穴や土坑かΒの出土遺物がগͳく、そのؼଐ時期の൑அは೉しいɻ

4X1の׮Ӭ通宝の出土やߌ 18の์ࣹੑ炭ૉ年代ଌఆ஋ͳͲかΒ、౰区域は近世にかかるՄ能ੑが͋るɻ

一ํ、周ลのแؚ૚や 4X3かΒは 13世紀後半〜 16世紀前葉ࠒの土器・陶磁器が出土しており、調査区

北ଆを中心とした遺ߏ形成は 16世紀前葉にさかの΅るՄ能ੑも考えΒΕるɻ·た、調査区ೆଆͰは木炭

窯とਪଌさΕる 4,25 が 4X3 によって੾ΒΕており、そΕよりさかの΅るものと考えΒΕるɻಉ遺ߏ出

土炭化ࡐの年代ଌఆͰはಸ良・平҆時代の年代؍がಘΒΕ、一部の遺ߏは古代にさかの΅るとਪଌさΕるɻ

Ҏ上のほかに、25+・,άリουೆଆの 4X4（埋຅谷）௚下Ͱは、地山૚（Ⅳ c૚）かΒ縄文時代晩期〜

弥生時代の土器集中区を検出しているɻ

B　遺 ߏ ֤ 説

1）土　　　坑（図版 12〜 15・31〜 35）

検出した土坑の͏ͪ、図ࣔしたものは 4,25・27・69・74・77・125・129・152・170 の 9基Ͱ͋るɻ

そのଟくは 4,69・74・152 ͳͲのよ͏に長ܘ 1N前後・ਂさ 10〜 20cN前後の掘りࠐみのઙい皿状

をఄしているɻ͜の͏ͪ 4,125 は、͜ΕΒとಉ様にઙい皿状をఄ͢るが、その෴土にはଟ਺の᛽が集ੵ

していたɻ·た 4,25 かΒはଟ਺の炭化ࡐが検出さΕ、そのಛ௃かΒ木炭窯とਪ࡯さΕるɻ

土坑は 4%9付近の調査区北ଆにଟく分෍͢る޲܏に͋るが、4,25 のよ͏に௿地の調査区ೆଆ付近に

ଘ͢ࡏるものも͋るɻ出土遺物はগͳく、͜ΕΒのؼଐ時期の൑அはࠔ೉Ͱ͋るɻ縄文土器や石器も出土

͢るが 4,25 のよ͏にࠞ入遺物と൑அさΕるɻ͜͜Ͱは、代表తͳ 4,25・74・125 を説明͢るɻ

4,2�（図版 12・14・33）　24,11 〜 13 άリουに位置͢るɻ平໘は۱丸ํ形Ͱ、長ܘ 3.62N・୹ܘ

1.40N、ਂさは 0.35Nをଌるɻ遺ߏの形状は、おおむͶ؇やかͳ立ͪ上がりをࣔ͢が、奥นଆͰࣼٸ౓

とͳるɻ長޲ํܘはN86 8˃ をࣔし、地形の等高ઢに௚交してߏஙさΕているɻ遺ߏのน໘上部はඃ೤

によって焼土化しているが、基ఈ໘の大部分は੺化やߗ化はೝめΒΕͳいɻ෴土にもଟྔの焼土をؚみ、

ଟ਺の炭化ࡐが検出さΕたɻ炭化ࡐは基本తに遺ߏの長޲ํܘにॆర͢るものがଟく、炭化ࡐの配置や

そΕࣗ体の大きさは規則ੑをܽくɻଟྔの炭化ࡐͳͲかΒ簡易తͳ木炭窯や焼土坑ʦ渡ล 1997・1998ʧ

のՄ能ੑが͋るɻほかの遺ߏとの新چ関܎Ͱは、4X3よりも古いɻ出土遺物には中世土師器小皿Ⅱ類（1）

や縄文土器（98）が͋るがࠞ入遺物Ͱ͋るɻͳお炭化ࡐの一部は、์ࣹੑ炭ૉ年代ଌఆやथछಉఆによっ

て、7世紀後葉〜 8世紀の年代や、ϠφΪଐをओ体と͢るथछߏ成が൑明した（ৄ細は第Ⅳ章 4参照）ɻ
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4,��（図版 13・15・33）　23+19 άリουに位置͢るɻ平໘がෆ੔円形の土坑Ͱ、長ܘ 1.16N・୹ܘ

0.88N、ਂさ 0.32Nをଌるɻその形状はઙい皿状をఄし、ى෬のগͳい平ୱͳ基ఈ໘を࣋つɻ長޲ํܘ

はN42 8˃ をࣔ͢ɻ遺ߏの形成時期をࣔ͢出土遺物はͳいɻ

4,12�（図版 13・15・34）　24+2 άリουに位置͢るɻ北ଆを෯ 0.5N のτϨンνによりܽଛ͢る

が、長ܘ 0.98N・ਂさ 0.	18N の皿状をఄ͢るɻஅ໘は୆形をఄし、立ͪ上がりは؇やかͰ͋るɻ෴

土は 2૚に分૚Ͱき、1૚には᛽が 24 ఺集ੵしていたɻ石ࡐはً石҆山岩Ͱ、᛽の法ྔは長さ 4.7 〜

21.8cN・෯ 2.2 〜 21.0cN・ްさ 1.8 〜 6.3cN・ॏྔ 40 〜 2
300H のൣғに͋るɻ᛽には焼ࠟがೝめ

ΒΕるが、土坑基ఈ໘や෴土にはඃ೤のࠟ跡がͳく、᛽は後にഇغさΕたものと൑அͰきるɻ

図版）ߔ（2 13・15・35）

4%9を検出したɻ調査区北ଆの 23+・23,άリουに位置͢るɻ平໘は「く」のࣈ状に۶͢ۂるが概

Ͷೆ北ํ޲に延ͼ、全長 6.28N・୹ܘ 0.17Nをଌるɻਂさは 0.08 〜 0.16NͰ、அ໘は୆形状をఄし؇

やかͳ立ͪ上がりをࣔ͢ɻ遺ߏのೆ半は、遺物แؚ૚を੾る᎟ཚによってその上部が࡟平をडけているɻ

ほかの遺ߏとの新چ関܎は 4X3よりも新しく、123よりも古いɻ出土遺物はͳいɻ

3）ੑ֨ෆ明遺ߏ（図版 13・14・36）

491（図版 13・16・36）　23+ άリουに位置͢るɻ規໛は長ܘ 7.3N・୹ܘ 5.3N・ਂさ 0.32NͰ、長

はN23޲ํ࣠ 8˃ をࣔ͢ɻ遺ߏの北ଆに࢒ଘ͢る立ͪ上がりラΠンは、周ลに形成さΕたࣼ໘地の等高

ઢにおおむͶ沿っているɻ·た遺ߏの基ఈ໘は、ࣼ ໘地に平ୱͳ水平໘を形成͢るよ͏にߏஙさΕているɻ

෴土は୯一૚のࠇ৭土Ͱ、東ଆͰはଯੵがബくͳるɻほかの遺ߏとの新چ関܎は 4X2より古いɻ出土遺

物は中世土師器皿・小皿Ⅰ類（2〜 5）、石器（100〜 103）が͋り、׮Ӭ通ሟ（150）も 1఺出土しているɻ

492（図版 13・16）　23+17・18・22・23άリουに位置し、長ܘ 2.8N・୹ܘ 1.6N・ਂ さ 0.18Nをଌるɻ

平໘形はෆ੔ପ円形をఄし、基ఈ໘はೆଆが一ஈ高くͳる形状とͳっているɻほかの遺ߏとの੾り߹い関

は܎ 4X1、44135 よりも新しいɻ出土遺物には木製品（124〜 126）が͋るɻ

493（図版 13・16・36・37）　24+・,άリουに位置し、東西ํ޲に࣠を࣋つɻ平໘形はෆ੔形をఄ

し、東ଆと西ଆは調査区֎に延ͼるɻ中央部Ͱは東西 4.0N・ೆ北 3.1Nのൣғが島状に࢒るɻ෯ 4.6 〜

8.25N、ਂさは 0.2 〜 0.46Nと一ఆしͳいが、東ଆͰはෆ੔形ͳ෯޿のߔ状をఄ͢るɻ西ଆ（24+ άリο

υ周ล）は、東ଆとはର照తに遺ߏ෴土がほ΅水平ͳଯੵをࣔ͢ため、4X1に類ࣅのࣼ໘地を଄成͢る遺

の東西Ͱ੾り߹いを検出ͰきͳかったߏͰは、本遺࡯؍ϓランや土૚அ໘のߏがࣔࠦさΕるɻ遺ࡏのଘߏ

が、西ଆの 1૚かΒ中世土師器皿Ⅱ類が·と·って出土しているɻほかの遺ߏとの新چ関܎は、4,25・

129 よりも新しく、4%9・4X4より古いɻ出土遺物は中世の土器・陶磁器（6〜 33）、石器・石製品（104

〜 107）、木製品（127 〜 129）が͋り、͜の͏ͪ中世土師器皿・小皿（6〜 26）は、水平໘を形成͢る西

ଆͰ皿・小皿Ⅱ類がଟく、ߔ状をఄ͢る東ଆͰ皿・小皿のⅠ類がଟく出土͢る޲܏が͋るɻさΒに皿Ⅰ類

は෴土 2૚、Ⅱ類は 1૚にଟく、ݸ体਺の間に૚位తͳ޲܏がೝめΒΕた（後ड़）ɻ

49�（図版 14・16・37）　24・25+, άリουに位置͢るɻ平໘形はෆ੔形をఄし、西ଆ・ೆଆは調査

区֎に延ͼるɻ検出ൣғͰは長ܘ 9.5N・୹ܘ 6.53Nと規໛が大きく、そのਂさは北ଆͰ 0.45N、௿地

を形成͢るೆଆͰ 0.7Nにୡし、ೆଆへと؇やかにࣼ܏しているɻ෴土は 5૚に分૚さΕ、上部と下部

の二つの土石流ଯੵ物（2・4૚）と、その上下にଯੵ͢る 3ຕのࠇ৭土（1・3・5૚）Ͱߏ成さΕるɻ上

2　遺　　　ߏ
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部土石流ଯੵ物の上໘（2૚上໘）はൺֱత平ୱかつ水平Ͱ、人ҝతͳ࡟平が͋ったՄ能ੑが͋るɻ出土

遺物は 1૚かΒ中世土師器皿（34〜 36）、चऱ焼（37・38）、石器・石製品（108・109）、木製品（130 〜

134）、鉄関連遺物（162）、3૚かΒ縄文土器（82）や土師器の小片が出土しているɻ

4）ப　　　穴（図版 13〜 15・35）

ப穴は 121 基検出したɻその大部分が調査区北ଆの 23・24+・,άリουに集中͢るɻਂさ 15cNҎ

下のものがଟいが、4%9周ลͰ検出さΕた 18・10・11はਂさ 20cNҎ上と規໛が大きくਂいɻ図ࣔし

たப穴は 4%9周ลのப穴が中心Ͱ、配ྻを֬ೝ͢る͜とはͰきͳかったが、掘立பݐ物をߏ成していた

Մ能ੑも͋るɻほかの遺ߏとの新چ関܎は、4%9と੾り߹͏ 123が͋り、4%9よりも新しいɻ出土遺物

は 123と 128 かΒ中世土師器皿Ⅰ類（39・40）が出土し、1173 Ͱப根（149）が検出さΕたɻ

5）集 石 遺 図版）ߏ 13・15・36）

44135 が検出さΕたɻ23+12・16・17・22άリουに位置し、東ଆは 4X2に੾ΒΕているɻ集石を

、଄は検出Ͱきͣߏ成͢る᛽は、23+16・17άリου周ลに集中しているが、配置に規則ੑはͳいɻ下部ߏ

周ลかΒの出土遺物もͳかったɻگݱͰ東西 1.42N・ೆ北 2.47Nのൣғに、ඃ೤している᛽が 60఺出

土しているが、検出໘にඃ೤のࠟ跡はͳかったɻً石҆山岩の角᛽や円᛽Ͱߏ成さΕ、᛽の法ྔは、長࣠

1.5 〜 13.9cN・෯ 12.0 〜 17.2cN・ްさ 1.8 〜 6.3cN、ॏྔ 2.0 〜 7
310H をࣔしているɻ

図版）ߌ（6 13・15・35）

はߌ 9基を検出し、代表తͳߌ 18（148）とߌ 43（147）を図ࣔしたɻߌ 18は 23+ άリου、ߌ 43

は 24,17 άリουͰ検出したɻいͣΕも௚ܘ 10cNにຬたͳいਊ࣋ͪ丸木がଧͪࠐ·ΕたものͰ、その

検出位置に規則ੑは؃औさΕͳいɻ

7）土器集中区（図版 14・17・37）

4X4௚下の地山૚（Ⅳ c૚）かΒ、縄文時代晩期〜弥生時代をओ体と͢る土器集中区が検出さΕたɻ集

中区は 25+ と 25,周ลの二つの集中区かΒͳるɻ前ऀの 25+ 集中区は、ओに 4X4の基ఈ໘付近に分෍

͢るものͰ、Ⅳ c૚のࣼ܏に沿って 88・89・97 ͳͲが出土しているɻ͜ΕΒは弥生時代中期前葉とਪ

ଌさΕ、弥生土器をओ体と͢る集中区のՄ能ੑが͋るɻ一ํ、後ऀの 25,集中区は、4X4ೆଆの立ͪ上

がり付近に分෍し、91・94・95ͳͲの縄文時代晩期後葉を中心としていたɻͳお25,集中区の95ͳͲ（図

版 17ඍ細図のΞϛ）はⅢ૚かΒ出土しており、原位置をとͲめているՄ能ੑは௿いɻ

土器集中区周ลは、Ⅳ c૚Ͱの遺物の分෍状گかΒ、明֬ͳϓランの検出はͳいが、4X4 形成Ҏ前

にࣗવの落ͪࠐみがଘࡏしたՄ能ੑが高いɻしたがって、土器集中区の形成は 4X4 の形成Ҏ前Ͱ͋り、

4X4とは時間తͳִたりが考えΒΕるɻ
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3　遺　　　物

A　概　　　要

߳ੵ寺沢遺跡かΒは、中世や縄文時代の遺物がଟ਺出土したɻ遺物の総਺は、平ശ（54ʷ 34 ʷ 10cN）

໿ 13 ശͰ、土器・陶磁器 6ശ、石器・石製品 1ശ、木製品 5ശ、鉄関連遺物 1ശͳͲが͋るɻ時期ผ

には縄文時代、古代、中世の遺物が͋るが、出土ྔͰは縄文時代がଟく、中世がそΕに࣍ぐɻほかにগྔ

の弥生土器が出土しているɻ͜の͏ͪ中世の遺物は、13世紀後半〜 14世紀前半のものと、15世紀後半

〜 16世紀前半の遺物がओ体とͳるɻ縄文時代Ͱはૣ期中葉〜晩期後葉·Ͱの土器が͋るɻ

遺物はแؚ૚のⅢ૚と中世の遺ߏ検出໘Ͱ͋るⅣ૚（Ⅳ c૚）かΒ出土し、前ऀはൣ޿ғに中世・縄文

時代の遺物をแؚしていたɻ一ํ、後ऀは 4X4の近ล（25+・,άリου周ล）のⅣ c૚がଯੵ͢るڱいൣ

ғに遺物をแؚし、縄文土器と弥生土器が古代・中世の遺物をؚ·ͣ土器集中区を形成していたɻ

͜͏した所ݟに基ͮき、中世の土器・陶磁器と縄文土器の遺物分෍を֮ࢹతに図ࣔした（第 15図）ɻ中

世の土器・陶磁器はൣ޿ғに分෍し、4か所の集中がೝめΒΕるɻಛに 24+18・19άリου（4X3西ଆ）、

23,21・22άリου（4X3東ଆ）の集中は 4X3の෴土内に͋るɻ4X3はその西と東Ͱ遺ߏの形状や出土

遺物の様相がҟͳり、西ଆの෴土上૚（1૚）Ͱは中世土師器皿・小皿Ⅱ類がଟく、東ଆの下૚（2૚）Ͱ

ಉⅠ類がଟくͳるとい͏、૚位త・ۭ間త分෍޲܏が明Βかとͳっているɻ

縄文土器の分෍も、調査区のൣ޿ғにΘたっているが、ಛに 4X4周ลの 25+・,άリου集中͢る܏

がಡみऔΕる（第޲ 15図ࠨ）ɻ23,16・22άリου周ลにもややଟいが、遺物แؚ૚（Ⅲ૚）や中世の遺

かΒ出土したものͰ͋るɻⅢ૚は中世の遺物がଟく、ಉ૚の縄文時代の遺物はࠞ入のՄ能ੑが高いɻߏ

22
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第 1�図　香積寺沢遺跡　遺෺のॏྔ෼෍図
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B　分　　　類

本遺跡Ͱは、ഁ片ͳがΒ中世の土器・陶磁器の良޷ͳ·と·りをೝめたɻಛに 4X3Ͱは西ଆの上૚（15

世紀後葉〜 16世紀前葉ࠒ）と東ଆの下૚（13世紀後半〜 14世紀前半ࠒ）Ͱ土師器皿・小皿の様相に૚位త・

ۭ間త分෍޲܏がೝめΒΕたɻしたがって֤説の前に、·ͣ中世の土器・陶磁器について分類͢るɻ本遺

跡Ͱ出土している縄文・弥生土器、石器・石製品、木製品、鉄関連遺物については、出土状گやྔを考ྀ

して、分類はߦΘͣ࣍節Ͱݸʑに説明͢るɻ

தੈの౔ثɾಃ࣓ثの෼ྨʹ͍ͭͯ　͜͜Ͱは本遺跡Ͱ࠷もଟく出土した中世土師器皿・小皿をର৅に

分類͢るɻそのࡍにはطଘの編年Ҋを参考としたɻಛに土師器皿・小皿については、法ྔをॏ͢ࢹるʦ水

澤 2005b・2007ʧ編年や、調੔や器形の型式学తಛ௃によるʦ品田 1999a・bʧࢼҊ、中世後期のʦ伊

藤 2006ʧ編年ͳͲにෛ͏と͜Ζが大きいɻ

陶磁器については、গྔのためಠࣗの分類はߦΘͣ、Ҏ下の文献によったɻ15 世紀前後の輸入陶磁

器はʦ上田 1982ʧとʦ小野 1982ʧ、瀬戸・美濃焼はʦ藤澤 1986・1991・2005ʧ、चऱ焼はʦ吉岡

1994ʧ、越前焼はʦ田中・木村 2005ʧͰ͋るɻ

தੈ౔ࡼثࢣの෼ྨ　技法・器形・法ྔͳͲのಛ௃かΒ、大きくⅠ〜Ⅲ類に分類Ͱきる（第 16図）ɻⅠ

類はखͮくͶ成形のものͰ、器ްがްく体部のࢦΦαΤがಛ௃తにݟΒΕるɻかつて刈羽・三島型ʦ品田

1991ʧとݺ͹Εたものに相౰͢るものͰ、体部形状ٴͼ口ԑ部とのڥのஈや、口ԑのॲཧํ法によって

Ⅰ a〜 E類に細分ͰきるɻⅠ a類は口ԑ部と体部が明ྎͳஈࠩによって区分さΕるものͰ、口ԑ部の横

φσが 2条ݟΒΕるものͰ͋る（34・49 ͳͲ）ɻⅠ b類は、a類ಉ様にڥに明ྎͳஈを࣋つが、口ԑ部の

横φσが 1ஈのものͰ͋る（9・52ͳͲ）ɻⅠ c類は、a・b類にݟΒΕたڥのஈが௜ઢとͳっているものͰ、

1条のもの（55・56ͳͲ）と 2条のもの（10）が͋るɻⅠ E類は、ڥのஈがෆ明ྎएしくはφσのみにͳっ

ているもの（13・35ͳͲ）Ͱ、13のよ͏に器高の高いものがؚ·Εるɻ

Ⅱ類はखͮくͶ成形Ͱ、器ްがബく体部のࢦΦαΤがݦஶͳものͰ͋るɻ京都系第 2波のӨڹをडけ

たものͰʦ品田 1999b、水沢 2005ʧ、法ྔの口ܘを基४にⅡ a〜Ⅱ c類の 3छに細分したɻⅡ a類は口

ܘ 15cNҎ上のものを一括した（20・22・64 ͳͲ）ɻⅡ b類は口ܘ 14〜 13cN前後のもの（19・23・66

ͳͲ）Ͱ、さΒにそΕよりも小さい口ܘ 12〜 11cN前後（18・21 ͳͲ）のⅡ c類が͋るɻ͜ΕΒは口ԑ

部の形状や、口ԑ部と体部のڥに͋るஈࠩ͋るいはྏઢの༗ແͳͲのಛ௃Ͱ細分がՄ能ͩが、体部Ҏ下ఈ

部·Ͱの器形が明Βかͳものがগͳく、͜͜Ͱは口ܘによる分類にとͲめたɻ

Ⅲ類（24ͳͲ）はϩΫϩ成形のものͰ、ఈܘが大きいಛ௃が͋るɻ本遺跡Ͱはඇৗにগͳいɻ

Ⅳ類は上記Ҏ֎のものを一括したɻϩΫϩ成形Ͱްఈ޲܏がஶしい 36ͳͲを本類としたが、平҆時代

຤に時期が૎るՄ能ੑも͋るɻ本遺跡ͰはⅢ類ಉ様ඇৗにগ਺Ͱ͋るɻ

தੈ౔ثࢣখࡼの෼ྨ　上記の皿の分類とಉ様に技法ͳͲのಛ௃によってⅠ・Ⅱ類に分類Ͱきる（第

16図）ɻいͣΕもखͮくͶ成形のものͩが、Ⅰ類はްखͰఈ部のࢦΦαΤがݦஶに࢒るものͰ、ްखͰ口

ԑ部·Ͱの立ͪ上がりが୹い（2）ɻ皿Ⅰ類に൐͏と考えΒΕる一群Ͱ、গྔのため細分していͳいɻⅡ類

は皿Ⅱ類とಉ様のಛ௃を࣋つものͰ、ബखͰ体部のࢦΦαΤがݦஶͳものͰ͋るɻ͜͜Ͱは 11cNະຬ

を小皿とし、法ྔの口ܘを基४にして細ผしたɻ口ܘ 10.5 〜 10cN前後のⅡ a類（62・63）と、10cN

ະຬのⅡ b類（14・16 ͳͲ）が͋るɻ͜の͏ͪⅡ b類には、口ԑ部がఠみ上͛ΒΕංް͢るものとͳり、

器ްがްく、丸ఈとͳった型式学తにやや新しい様相とਪ࡯さΕるもの（61）がؚ·Εるɻ
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C　遺 物 ֤ 説

͜͜Ͱは遺物のछผ͝とに記͢ࡌるɻ中世の土器・陶磁器、縄文・弥生土器、石器・石製品、木製品、મ՟、

鉄関連遺物のॱͰ͏ߦɻ·た֤छผの記ड़Ͱは遺ߏ出土資料を༏ઌし、その࣍にแؚ૚出土資料を説明し

たɻ記ड़ํ法やํ਑については、千古作遺跡とಉ様Ͱ͋る（第Ⅲ章 3A参照）ɻ

1）中世の土器・陶磁器

߳ੵ寺沢遺跡Ͱは、ࣗવ形成のՄ能ੑが͋る 4X1・3・4Ͱൺֱత良޷ͳ資料がಘΒΕているが、土坑・

ப穴の出土遺物はগྔͰ͋るɻよって 4X1・3・4の遺物を中心に記ड़͢るɻ

4,2�（図版18・38− 1）　1はബखの京都系とさΕるものͰ、口10ܘcNະຬの小皿Ⅱb類に分類さΕるɻ

遺ߏ෴土の࠷上部かΒ出土しており、ࠞ入遺物と考えΒΕるɻ

491（図版 18・38− 2〜 5）　2〜 4はいͣΕも中世土師器に分類さΕるものͰ、2は小皿Ⅰ類、3〜 5

は皿Ⅰ類Ͱ͋るɻ2は口ԑ部にφσが施さΕるが、体部のڥにஈが形成さΕͳいものͰ͋るɻ4は口ԑ部

の 2ஈの横φσがಛ௃の皿Ⅰ a類Ͱ、3・5は口ԑ部と体部のڥのஈがࠟ跡తとͳったⅠ E類に相౰͢るɻ

493（図版18・38− 6〜 33）　6〜 26は中世土師器の皿と小皿Ͱ͋るɻ͜の͏ͪ6〜 13は皿Ⅰ類Ͱ、口

ԑ部の2ஈの横φσがಛ௃తͳⅠ a類（8）、口ԑ部のφσが1ஈのⅠb類（9・11・12）、口ԑ部と体部の

が௜ઢとͳっているⅠc類（6・7・10）、Ⅰڥ a・b類のಛ௃Ͱ͋る体部のஈがୀ化したⅠE類（13）が͋るɻ

͜の͏ͪ 13の器形は、口ԑ部の立ͪ上がりがਨ௚に近く、かつఈ部·Ͱが長いものͰ、ほかよりも਎
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がਂくͳるಛ௃が͋るɻ14 〜 17 は小

皿Ⅱ類Ͱ、いͣΕも口ܘ 10cN ະຬの

Ⅱ b 類に分類さΕ、口ԑ部ઌ୺の上ํ

へのఠみ上͛がඍऑとͳっているもの（14・15）、口ԑ部がංްしているもの（16）が͋るɻ

18〜 23 はബखͰ、京都系に相౰͢るखͮくͶ成形の皿Ⅱ類Ͱ͋るɻ20・22・23 は口ܘ 15cNҎ上

のⅡ a類Ͱ、20は口ԑ部のઌ୺がఠみ上͛ΒΕ、口ԑ部のφσと体部のࢦΦαΤのڥのஈが明ྎͰ͋るɻ

22・23は体部のஈがෆ明ྎとͳり、23の口ԑ部はංްしઌ୺が丸くऩ·るものとͳっているɻ19・23

は口ܘ 13〜 14cN前後をओ体と͢るⅡ b類Ͱ、口ԑ部ઌ୺のఠみ上͛がඍऑとͳっているが、体部に

形成さΕたஈは明ྎͰ͋るɻ18・21 は口ܘ 11〜 12cN前後と法ྔが小さいⅡ c類Ͱ、21には๽書が

ೝめΒΕるɻ

24 はϩΫϩ成形の皿Ⅲ類Ͱ、口ԑ部にはްみが͋り、その立ͪ上がりは؇やかͰ͋るɻఈ部の 25・

26も଻土やఈܘかΒಉ類と考えΒΕるɻ

Ҏ上のほかに、ཾ泉窯系の青磁࿶%類ʦ上田 1982ʧ（27）、瀬戸・美濃焼の中期様式Ҏ߱の平࿶ʦ藤

澤 1991・2005ʧ（28）、信楽焼のᙈ（29）、越前焼Ⅳ− 3〜Ⅴ− 1期ࠒのᎬുʦ田中・木村 2005ʧ（30）、

चऱ焼Ⅴ期ࠒのᙈʦ吉岡 1994ʧ（31）、16世紀ࠒとਪଌさΕるנ質土器の߳࿍（32）が͋るɻ32に施文

さΕている೹状の文様は๽書によっているɻ·た平҆時代のਢܙ器長ᰍළ（33）も͋るが、ࠞ入遺物と൑

அさΕるɻ

本遺ߏの中世土師器は、૚位ผの口ԑ部ܭଌ法による集ܭ（第 6表）Ͱは、上૚の 1૚Ͱ皿Ⅱ類・小皿

Ⅱ類がଟく、下૚の 2૚Ͱは皿Ⅰ類・小皿Ⅰ類がଟく出土͢る޲܏が͋るɻ1૚かΒは 6・7・14〜 23、

24 〜 27、29 〜 32 が、2૚かΒは 8〜 13、23、33 が出土しているɻ͜の͏ͪ 28 は口ԑ部ഁ片が上

૚Ͱ出土し、ఈ部付近のഁ片が 2૚かΒ出土しているɻ

·た、1૚にଟい皿Ⅱ類・小皿Ⅱ類のଟくは෴土の水平ଯੵがೝめΒΕた遺ߏ西ଆ（24+18・19 άリο

υ周ล）に、2૚にଟい皿Ⅰ類・小皿Ⅰ類はߔ状をఄ͢る東ଆ（23,21・22 άリου周ล）Ͱ出土͢る޲܏

が͋るɻ遺ߏ西ଆかΒは 8・14 〜 20・22・24 〜 27・30 が、東ଆかΒは 6・7・9 〜 13・21・23・

28・29・45がそΕͧΕ出土しているɻ

49�（図版18・38− 34〜 38）　4X4は前節Ͱ৮Εたよ͏に、土石流ଯੵ物Ͱ෴ΘΕ、その上下にࠇ৭土（1・

3૚ɿⅢ૚相౰）がଯੵし、出土遺物はその上下のࠇ৭土にଘ͢ࡏるɻ図ࣔは土石流ଯੵ物かΒ上位の良޷

ͳ資料にݶったɻ土石流ଯੵ物かΒ下位の 3૚にも土師器ͳͲが͋るが、図ࣔにתえͳい小片Ͱ͋ったɻ

34〜 36は中世土師器Ͱ、34・35は皿Ⅰ類Ͱ͋るɻ34は口ԑ部 2ஈの横φσをಛ௃と͢るⅠ a類、35

が口ԑ部と体部のڥքがෆ明ྎとͳったⅠ E類Ͱ͋るɻ36はްఈͰப状のఈ部ഁ片Ͱ͋るɻ古い様相と

考えΒΕ、Ⅳ類に分類したɻ37・38はचऱ焼Ͱ、37が片口ുの಑部、38がᙈのఈ部Ͱ͋るɻいͣΕもʦ吉

岡 1994ʧ編年のⅣ期に位置付けΒΕるɻ

ப݀（図版 18・38− 39・40）　123（39）、128（40）Ͱ出土しているɻ39・40はいͣΕも中世土師器

皿Ⅰ b類Ͱ、口ԑ部の横φσが 1ஈͰ体部のஈが明ྎͳものͰ͋るɻ

แؚ૚（図版 18・19・38 − 41 〜 75）　41 〜 48 はचऱ焼Ͱ͋るɻ41・44 〜 46 は片口ു、42 はᙈ、

43はᆵ（5छ）と考えΒΕるɻ片口ുは、口ԑ部の形状や、Է໨のૈີͳͲかΒ 41・42・44がʦ吉岡

1994ʧ編年のᶜ期、45がⅤ〜ᶜ期、46がⅣ期Ҏ߱と考えΒΕるɻᙈ（42）はⅢ〜Ⅳ期の古い部分に、ᆵ（43）

はⅣ期Ҏ前に位置付けΒΕるɻ47・48はᙈ͋るいはᆵの಑部ഁ片Ͱ、土器片の周ԑをṞ཭して研࡟具とし

૚位 皿Ⅰ類 小皿Ⅰ類 皿Ⅱ類 小皿Ⅱ類 皿Ⅲ類 総ܭ

1૚ 12（11ˋ） 3（3ˋ） 68（61ˋ） 28（25ˋ） 0 111

2 ૚ 43（69ˋ） 0 13（21ˋ） 4（6ˋ） 2（4ˋ） 62

第 �ද　493　౔ثࢣのݸମ਺（口ԑ部࢒ଘ཰　�36）
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てస用したものʦ藤巻1989ʧとࢥΘΕるɻ表໘に施さΕたୟき໨や଻土のಛ௃かΒⅣ期ࠒのᙈとࢥΘΕるɻ

49〜 66は中世土師器の皿と小皿Ͱ͋るɻ49〜 60、64〜 66 が皿に分類さΕるものͰ、49〜 59が

Ⅰ類、64〜 66がⅡ類、60がⅢ類のಛ௃を࣋つɻखͮくͶ成形ͰްखのⅠ類は、口ԑ部の調੔や体部と

のڥのஈの様相によって、Ⅰ a類（49〜 51）、b類（52〜 54・57）、Ⅰ c類（55・56）、Ⅰ E類（58・59）

に細分したɻखͮくͶ成形ͰബखのⅡ類は、口ܘによってⅡ a類（64）、Ⅱ b類（66）、Ⅱ c類（65）に分

類さΕるɻⅢ類の 60は口ԑ部の小片ͩが、ްखͰϩΫϩ成形と考えΒΕる͜とかΒ本類としたɻ

小皿には皿Ⅱ類とڞ通のಛ௃を࣋つⅡ類が͋り、口ܘ 10.5 〜 10cN前後のⅡ a類（62・63）と口ܘ

10cNະຬのⅡ b類（61）をೝめる͜とがͰきるɻ͜の͏ͪⅡ a類の 61はఈ部が丸ఈとͳり、型式学త

にやや新しい様相をࣔしているɻ·た、Ⅱ b類の 62・63 も体部にݦஶͰ͋ったஈがୀ化してか͢かͳ

ྏઢとͳり、͜ΕΒも型式学తには新しい様相を࣋っているɻ

67 〜 70 はいͣΕも 14 世紀Ҏ߱のཾ泉窯系の青磁࿶Ͱ、67 〜 69 は࿇ห文をಛ௃と͢るʦ上田

1982ʧ分類のB類Ͱ͋り、いͣΕも 14世紀຤ࠒのಛ௃を࣋つɻ70はແ文Ͱ釉ༀがްくかかり、୺൓࿶

の器形かΒ%類と考えΒΕるɻ15世紀前半の所産とਪଌさΕるɻ71は染付࿶Ͱ、器形やඳかΕている

౜૲文によって 15世紀後半かΒ 16世紀前半にかけて製作さΕたʦ小野 1982ʧ分類のC群Ⅴ類に相౰

͢るものͰ͋Ζ͏ɻ72は瀬戸・美濃焼の大窯 4期ʦ藤澤 1991ʧのఱ໨茶࿶、73は越前焼のᆵと考えΒ

Εるɻ74はנ質土器Ͱ࿇ห状の文様が۳ࣃ状の޻具ͰඳかΕているɻՖළ͋るいは৪୆とਪଌさΕるɻ

75はਢܙ器ແ୆ഋのఈ部Ͱ、回సϔラ੾りの੾り཭しࠟがೝめΒΕるɻ

2）縄文・弥生土器

本節Ͱは、遺物แؚ૚（Ⅲ૚）や、25+・,άリου周ลのⅣ c૚Ͱ出土している縄文土器や弥生土器

について説明͢るɻ明Βかに弥生土器と൑明͢るものはগྔͰ͋るため、本節Ͱѻ͏͜ととしたɻ図ࣔし

た資料の͏ͪ、88〜 91・94・95・97は 25+・,άリουのⅣ c૚の土器集中区Ͱ出土しているɻほか

は 4,25（98）、4X1（85）、4X4（82）や、แؚ૚（Ⅲ૚）Ͱ中世の土器・陶磁器と൐出しているɻ土器

集中区Ҏ֎の大半はࠞ入遺物のՄ能ੑが高いため、出土地఺よりも土器の時期を༏ઌして記ड़͢るɻ

ೄจ౔ث（図版 19・39− 76〜 87、90〜 96・98・99）　ૣ期かΒ晩期後葉の資料が出土しているɻ縄文・

೨ࢳ文施文のૈ製土器がଟいが、後期後葉、晩期の資料もগͳくͳいɻ中期前葉の弥生土器がগྔͳがΒ

出土しているため、ૈ製土器の一部は弥生時代·Ͱ時期が߱るՄ能ੑが͋るɻ

76はઙい௜ઢ文と֋֪෮ԑ文Ͱ文様をඳくૣ期中葉の資料Ͱ͋るɻ77は前期前葉の資料Ͱ、଻土に

ણҡをؚむ縄文土器Ͱ͋るɻ78〜 80はいͣΕも細隆ىઢ文Ͱ文様をඳくものͰ、前期຤葉にؼଐ͢るɻ

口ԑ部がංްし、78にはፏ平ͳॎ位の隆ىがೝめΒΕるɻ͜Εは前期຤葉松原式ʦ今村 2006ʧの Xࣈ

状のష付文の変༰Ͱ͋るɻ80は細隆ىઢ文Ͱࣼ֨子໨文を施文し、口৶部には半ፊ޻具Ͱ細隆ىઢ状の

の資ࠒみを施しているɻ81はஅ໘三角形状の隆ଳをష付し、横位݁節縄文を施文しているɻ中期中葉ࠁ

料と考えているɻ

82は細くややਂい௜ઢ文を 6条一ଋとしてその֎に縄文を施文͢るɻ͜͏したಛ௃は後期前葉ೆ三十

Ҵ場式の新ஈ֊にݟΒΕるɻ83〜 87 は௜ઢによる区ը内を羽状縄文ͳͲの縄文やࣼߦの௜ઢ文Ͱॆర

͢るɻ後期後葉と考えΒΕ、83〜 85 のແ文部はஸೡにຏかΕているɻ90・91・94 は口৶部にፏ平ͳ

ංްଳを࣋ͪ、ࣃڒ状の௜ઢ文（90）や縄文（91・94）を施文͢るɻᰍ部をແ文とし、94の಑部Ͱは横

位݁節縄文が施文さΕているɻ91・94 はಉ一ݸ体のՄ能ੑが͋り、晩期後葉の資料とਪଌさΕるɻ92

3　遺　　　物
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〜 95 はૈ製土器Ͱ、92は条ࠟ文、93は೨ࢳ文が施文さΕているɻ上記の 90ͳͲに൐出͢るՄ能ੑが

͋るɻ95は製作時の輪ੵのࠟ跡を͢࢒ものͰ、96ͳͲともにແ文Ͱ͋るɻ͜ΕΒのଟくはਂു形土器と

考えΒΕるものͩが、98・99のよ͏に஫口土器もগྔ出土しているɻその஫口の形状かΒ 98が後期後葉、

99が晩期とਪ࡯さΕるɻ87も口ԑ部の小ഁ片ͩが、஫口土器のՄ能ੑが͋るɻ

໻ੜ౔ث（図版 19・39 − 88・89・97）　88・89・97 はᆵ形土器とਪଌさΕる資料Ͱ͋るɻ͜の͏ͪ

88・89は縄文時代後期のു形土器ͳͲのՄ能ੑも͢࢒が、内໘がະ調੔に等しくᆵ形土器のՄ能ੑが高い

と考えたɻ྆資料はಉ一ݸ体のՄ能ੑが高い資料Ͱ、಑部࠷大ܘҎ下はແ文としているɻ97はແ文Ͱ、そ

の器形かΒ88・89とಉ様のᆵ形土器のఈ部と考えΒΕるɻいͣΕも弥生時代中期前葉の資料と考えΒΕるɻ

3）石器・石製品

491（図版 20・39− 100 〜 103）　ෆఆ形石器（100）、石֩（101）、ຏ石（102・103）が出土しているɻ

100は҆山岩の横長Ṟ片をૉࡐと͢るものͰ、ӈଆԑཪ໘かΒのṞ཭によってਕ部が作り出さΕるɻ101

は長さ19NNの石֩Ͱ、石ࡐはܔ質ท岩Ͱ͋るɻ石ࡐや大きさかΒݟて石᭲のૉࡐとͳったՄ能ੑが͋るɻ

102・103 はଆ໘や表໘にຏ໘がೝめΒΕるɻいͣΕもࠞ入遺物Ͱ͋Ζ͏ɻ

493（図版 20・39− 104 〜 107）　ϐΤε・ΤεΩーϢ（104）、ຏ石（105・106）、౐石（107）が͋るɻ

104 は上下྆୺かΒの ۃ2 1ରのṞ཭が加えΒΕているɻ105・106 は表໘͋るいは全໘にຏ໘がೝめ

ΒΕるɻ107の౐石はӈଆԑܽଛ໘にも౐໘が形成さΕているɻいͣΕもࠞ入遺物Ͱ͋るɻ

49�（図版 20・39 − 108・109）　石֩（108）、石硯（109）が͋るɻ108 の石֩はଧ໘సҠがೝめΒΕ

るものͰ、ท岩を石ࡐとしているɻ109 は、平໘形が長ํ形をఄ͢る長ํ硯ʦ水野 1984ʧとさΕるもの

Ͱ、ଆ໘はਨ௚に立ͪ上がるɻ硯頭はܽଛしているが、硯頭のԑଳ෯が޿くऔΒΕるಛ௃が͋るɻ硯എも

硯໘とともに࢖用によってຎ໣し落ͪく΅んͰいるɻ

แؚ૚（図版 20・39 − 110 〜 123）　縄文時代のものとして、ຏ製石ි（110・111）、石᭲（112 〜

114）、石（115）࡬、ෆఆ形石器（116）、ຏ石（117 〜 120）、ελンϓ形石器（121）が͋るɻ110 はਕ部

がܽ落したຏ製石ිをୟ石としたものͰ、ਕ部とӈଆԑかΒ基部にかけてはᏏଧࠟがஶしいɻ111 はਕ

部のഁ片Ͱ、110 とともにऄ໲岩を石ࡐとしているɻ石᭲の 112・114 は、ແ᭲ܪに分類さΕるものͰ、

いͣΕもཪ໘に大きくૉࡐのओ要Ṟ཭໘を࢒しているɻ113 はࠨӈ྆ଆԑにፘり状のṞ཭がߦΘΕるも

のͰ、ઌ୺と基部がܽଛ͢るɻ115はཪ໘にૉࡐのओ要Ṟ཭໘を大きく࢒し、ओに表໘のԡѹṞ཭によっ

て形状を੔えているɻ116 はӈଆԑに連ଓతͳṞ཭を加える͜とͰਕ部と͢るෆఆ形石器Ͱ͋るɻ117

〜 120 のຏ石は、正໘͋るいは全໘にຏ໘がೝめΒΕるɻ121 は縄文時代ૣ期にಛ௃తͳελンϓ形石

器（Ꮟຏ石）Ͱ、ஶしいᏏຏ作業によって下୺が平ୱとͳるಛ௃が͋るɻ

石硯（122）や౐石（123）は中世にؼଐ͢ると考えΒΕるものͰ、122の石硯は、平໘形が長ํ形Ͱ、ଆ

໘が上ํ޲に޲かって޿がるものͰ͋るɻ硯頭と硯৲の一部がܽଛ͢るが、ԑଳはଆ໘、硯৲とも෯޿Ͱ͋るɻ

123の౐石は൘状をఄし、表໘とࠨӈ྆ଆ໘に౐໘を࣋つものͰ͋るɻ

4）木　製　品

本遺跡Ͱは、গྔͳがΒੑ֨ෆ明遺4）ߏX2〜 4）を中心に木製品が出土しているɻ木औりͳͲの用ޠは、

ʦ猪狩 2004ʧに฿い記ड़したɻ

492（図版 21・40− 124 〜 126）　124 はۂ物のఈ൘とਪଌさΕるものͰ、ํࠨ 3分の 2を大きくܽଛ
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͢るɻ表໘にはࣼํ޲のઢ条ࠟがೝめΒΕるɻ125・126 は࡟り出しによりஅ໘がํ形ͳいしはଟ角形と

ͳるസͰ、125は上୺を、126は上下྆୺をܽଛ͢るɻ

493（図版 21・40− 127 〜 129）　127 は࡟り出しによりஅ໘ํ形の๮状に加޻さΕた木製品Ͱ、ԿΒ

かの部ࡐと考えΒΕるɻ表໘下半は一ஈബくͳり、上໘に木ఝがೝめΒΕるɻ128は൘状をఄ͢る用్ෆ

明の木製品Ͱ、上୺に௚ܘがҟͳる޸が開けΒΕるɻ129はۂ物のఈ൘Ͱ、表ཪ྆໘に炭化物が付ணして

いるɻ౰資料は์ࣹੑ炭ૉ年代ଌఆ஋かΒ、13世紀後葉〜 14世紀前葉のՄ能ੑが͋る（第Ⅳ章4A参照）ɻ

49�（図版 21・40 − 130 〜 134）　130 は۱をࣼஅ͢るその形状かΒ、ંෑのఈ൘とਪଌさΕる൘状の

木製品Ͱ、ް さは 1NNとബいɻ131は༰器の部ࡐͰ、෯ڱのઠ޸がೝめΒΕるɻ132は๮状の木製品Ͱ、

り出しによりஅ໘ུ円形としているɻ133・134࡟ はともにസに分類さΕ、அ໘はଟ角形をఄし下୺をઑ

Βͤているɻ

ப　݀（図版 21・40− 149）　149 はਊ࣋ͪの丸木औりのப根Ͱ、表໘にथൽを͢࢒ɻ下୺はओに 2ํ

ΒΕるɻݟしࠟが࢒り࡟、の௖఺にはࠟ޻さΕ、ଆ໘がややઑった形状とͳるɻ下୺中央の加޻かΒ加޲

図版）ߌ 21・40− 147・148）　147・148 はいͣΕもਊ࣋ͪ丸木औりのߌͰ、ਊํ޲にٻ心తͳ加޻を

加えているɻ఺状の加ࠟ޻௖఺には、࡟り࢒しࠟがݟΒΕるɻ148（ߌ 18）は์ࣹੑ炭ૉ年代ଌఆ஋かΒ、

16世紀前葉かΒ 17世紀初頭のՄ能ੑが͋る（第Ⅳ章 4A参照）ɻ

แؚ૚（図版 21・40 − 135 〜 148）　࣫器࿶（135・136）、ۂ物ఈ൘（138）、用్ෆ明木製品（139 〜

141・146）、സ（142 〜 144）、Ր付け木（145）が͋るɻ135 〜 139 の࣫器࿶はいͣΕもఈ部片Ͱ、高୆

がṞ落͢るɻ135 の内໘は࣫ࠇの上に੺࣫がॏͶృりさΕ、そのࠐݟみには੺࣫を地として࣫ࠇによる

ϋラΠが、高୆内໘にࠇ地に੺࣫Ͱ「上」ϱࣈが書かΕているɻ136 は表ཪ྆໘にࠇ৭࣫が、137 には

੺࣫がృΒΕるɻ

138 は൘状をఄし、その形状かΒ۱丸ํ形తͳۂ物ఈ൘とਪଌさΕるɻ139 〜 141 は๮状をఄ͢る用

్ෆ明木製品Ͱ、いͣΕも࡟り出してஅ໘ུํ形と͢るɻ͜の͏ͪ 141 の上半は炭化しているɻ146 は

໼൘状の用్ෆ明品Ͱ、ภ半割り状をఄし、下୺は表໘とଆ໘かΒの加ࠟ޻がݟΒΕるɻ142 〜 144 は

り出しによるസͰ、いͣΕも୺部をઑΒͤているɻ145࡟ は྆୺が炭化͢る๮状の木片Ͱ、Ր付け木と

ਪଌさΕるɻ

5）મ՟・鉄関連遺物

491（図版 21・40− 150）　150 は所Ҧ「新׮Ӭમ」Ͱ͋るɻ細ࣈ系の四ο宝મ（ݩ࿣年間）とਪଌさΕるɻ

49�（図版 21・40− 162）　162 はཪ໘に࿍นが付ண͢るɻ磁ண൓Ԡがͳく、鉄はؚんͰいͳいɻ

แؚ૚（図版 21・40 − 151 〜 162）　મ՟（151 〜 158）と鉄関連遺物（159 〜 163）が͋るɻ·ͣમ՟

には渡དྷમ（151〜 154）と新׮Ӭમ（155〜 158）が͋るɻ渡དྷમには、北૙のఱ੟ݩሟ（136）・ݩ๛通

ሟ（152・153）と明代のߑ෢通ሟ（154）が͋るɻ新׮Ӭમは、書෩によって佐渡મ（155）、十ສ௶મ（156）、四ο

宝મ（157）、高津എݩમ（158）とਪଌしたɻ155・156 は書෩に類͢ࣅる要ૉが͋り、ݩ文期のಛ௃が͋るɻ

·た 158はഎに「ݩ」のࣈがர出さΕているɻഎݩમの初ர年は׮保（1741）ݩ年とさΕているɻ

鉄関連遺物には金ଐ製品（159〜 161）や࿶形஁໶ᕥ（163）が͋るɻ159が౛子、160がఝ、161がՐസͰ、

いͣΕもࡺは付ண͢るが、製品本དྷの形状をとͲめているɻ͜の͏ͪ 161 のՐസはஅ໘が円形のฑとํ

形のസの部分かΒͳるɻ163 は࿶形஁໶ᕥͰ、ఈ໘に࿍চ土の付ணがೝめΒΕ、その形状かΒਪଌして

中型࿍もしくは大型࿍と考えΒΕるɻ

3　遺　　　物
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4　ࣗવՊ学分ੳ

A　์ࣹੑ炭ૉ年代ଌఆ

1）ଌఆର৅ࢼ料

߳ੵ寺沢遺跡は、新潟県柏崎市剣野ੵ߳ࣈ寺沢862�28ほかに所͢ࡏるɻଌఆର৅ࢼ料は、24,16άリο

υのⅢ૚かΒ出土した木製品（ᶉɿ*AAA�82528）、24,2άリου 4X32 の 2૚かΒ出土した木製品（ᶊɿ

*AAA�82529）、23+14 άリουのߌ 18（ᶋɿ*AAA�82530）、25+14 άリου 4X4 の 7 ૚かΒ出土した

ࣗવ木（ᶌɿ*AAA�82531）、4,25 かΒ出土した炭化ࡐ 2఺（ᶍɿ*AAA�82532、ᶎɿ*AAA�82533）、߹ܭ 6

఺Ͱ͋るɻ

2）ଌఆのҙ義

߳ੵ寺沢遺跡は中世をओ体と͢る遺跡Ͱ͋るが、縄文・古代・近世の遺物も出土しているɻର৅とͳる

木製品は૚ংや形態かΒ所ଐ時期をܾめる͜とは೉しく、遺跡の時間෯も大きい͜とかΒ、その所ଐ年代

を明Βかにしたいɻ·た、遺ߏに൐͏木製品を分ੳ͢る͜とにより、遺ߏの時期を೺Ѳしたいɻ

3）化学ॲཧ޻ఔ

（1）	 ϝε・ϐンηοτを࢖い、根・土等の表໘తͳෆ純物をऔりআくɻ

（2）	 初࠷AcJE）により内໘తͳෆ純物をऔりআくɻ	AMLaMJ	ॲཧ（AAAɿAcJEࢎ、ॲཧ、Ξϧカリॲཧࢎ

のࢎॲཧͰは 1NのԘ（ˆ80）ࢎを用いて਺時間ॲཧ͢るɻその後、௒純水Ͱ中ੑにͳる·Ͱرऍ

͢るɻΞϧカリॲཧͰは 1Nの水ࢎ化φτリウム水༹ӷ（80ˆ）を用いて਺時間ॲཧ͢るɻͳお、

AAAॲཧにおいて、Ξϧカリ濃౓が 1Nະຬの場߹、表中にAaAと記͢ࡌるɻその後、௒純水Ͱ

中ੑにͳる·Ͱرऍ͢るɻ࠷後のࢎॲཧͰは 1NのԘ（ˆ80）ࢎを用いて਺時間ॲཧした後、௒純

水Ͱ中ੑにͳる·Ͱرऍし、90ˆͰס૩͢るɻرऍのࡍには、ԕ心分཭機を࢖用͢るɻ

（3）	 化ಔとともに石ӳ管に٧め、真ۭ下Ͱ෧͡੾り、500ˆͰࢎ料をࢼ 30分、850ˆͰ 2時間加೤

͢るɻ

（4）	 ӷ体஠ૉとΤλϊーϧ・υラΠΞΠεのԹ౓ࠩをར用し、真ۭラΠンͰ二ࢎ化炭ૉ（C02）をਫ਼製

͢るɻ

（5）	 ਫ਼製した二ࢎ化炭ૉかΒ鉄を৮ഔとして炭ૉのみをந出（水ૉͰؐݩ）し、άラϑΝΠτを作製͢るɻ

（6）	 άラϑΝΠτを内ܘ 1NNのカιーυに٧め、そΕをϗΠーϧにはめࠐみ、加଎器に૷ண͢るɻ

4）ଌ ఆ ํ 法

ଌఆ機器は、3.Vλンσム加଎器をϕーεとした 14C�A.4専用૷置（N&C	1FMMFUSoO	94%)�2）を࢖用

͢るɻଌఆͰは、米国国立ඪ४局（N*45）かΒఏڙさΕたシϡウࢎ（)0YⅡ）をඪ४ࢼ料と͢るɻ͜のඪ

४ࢼ料とόοΫάラウンυࢼ料のଌఆもಉ時に࣮施͢るɻ

ࢉ（5 出 ํ 法

（1）	 年代஋のࢉ出には、-JbbZ の半ݮ期（5
568 年）を࢖用͢るʦ4UVJWFS	aOE	1oMaTI	1977ʧɻ
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第 1�図　香積寺沢遺跡　ྐྵ೥ֱਖ਼݁Ռ

ଌఆ൪号 料名ࢼ औ場所࠾ 料形態ࢼ
ॲཧ
ํ法

Ў 13C	（̄）（A.4）
Ў 13C 補正͋り

-JbbZ	AHF（ZSB1） Q.C	（�）

*AAA�82528 ᶉ 24,16 άリου　Ⅲ૚ 木製品（സ） AaA �19.02	 ʶ 0.61	 980 ʶ 30 88.48	 ʶ 0.34	

*AAA�82529 ᶊ 24,2 άリου　4X3　2૚ 木製品（ۂ物ఈ൘） AAA �23.31	 ʶ 0.77	 660 ʶ 30 92.13	 ʶ 0.36	

*AAA�82530 ᶋ 23+14 άリου　ߌ 18 木製品（ߌ） AAA �23.35	 ʶ 0.60	 280 ʶ 30 96.59	 ʶ 0.36	

*AAA�82531 ᶌ 25+14 άリου　4X4　7૚ ࣗવ木 AAA �25.46	 ʶ 0.70	 1
010 ʶ 30 88.14	 ʶ 0.35	

*AAA�82532 ᶍ 4,25　औ上͛No.29 炭化ࡐ AAA �30.00	 ʶ 0.83	 1
260 ʶ 40 85.43	 ʶ 0.36	

*AAA�82533 ᶎ 4,25　औ上͛No.36 炭化ࡐ AAA �22.40	 ʶ 0.49	 1
360 ʶ 30 84.45	 ʶ 0.32	

	ʦ�2679ʧ

ଌఆ൪号 報告
No.

Ў 13C 補正ͳし ྐྵ年ֱ正用
（ZSB1） 1Мྐྵ年代ൣғ 2Мྐྵ年代ൣғ

AHF　（ZSB1） Q.C　（ˋ）

*AAA�82528 143 890 ʶ 30 89.57 ʶ 0.33 983 ʶ 31
1017A%	�	1046A%（36.6�）
1092A%	�	1121A%（24.8�）
1140A%	�	1149A%（6.8�）

991A%	�	1059A%（48.2�）
1066A%	�	1155A%（47.2�）

*AAA�82529 129 630 ʶ 30 92.45 ʶ 0.33 658 ʶ 31 1285A%	�	1308A%（32.6�）
1362A%	�	1386A%（35.6�）

1277A%	�	1325A%（46.6�）
1345A%	�	1394A%（48.8�）

*AAA�82530 148 250 ʶ 30 96.92 ʶ 0.34 278 ʶ 29 1524A%	�	1559A%（34.0�）
1631A%	�	1661A%（34.2�）

1514A%	�	1600A%（52.0�）
1617A%	�	1667A%（40.7�）
1783A%	�	1796A%（2.7�）

*AAA�82531 1
020 ʶ 30 88.06 ʶ 0.33 1
013 ʶ 31 990A%	�	1031A%（68.2�）

905A%	�	912A%（0.9�）
971A%	�	1049A%（82.8�）
1086A%	�	1124A%（9.1�）
1137A%	�	1151A%（2.6�）

*AAA�82532 1
350 ʶ 30 84.56 ʶ 0.33 1
264 ʶ 34 687A%	�	774A%（68.2�） 666A%	�	827A%（91.1�）
839A%	�	865A%（4.3�）

*AAA�82533 1
310 ʶ 30 84.90 ʶ 0.31 1
357 ʶ 30 647A%	�	677A%（68.2�）
617A%	�	695A%（89.8�）
700A%	�	707A%（1.0�）
747A%	�	765A%（4.6�）

	ʦ参考஋ʧ

第 �ද　香積寺沢遺跡　์ࣹੑ୸ૉ೥୅ଌఆٴͼྐྵ೥ֱਖ਼の݁Ռ
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（2）	 14C 年代（-JbbZ	AHFɿZSB1）は、աڈの大ؾ中 14C 濃౓が一ఆͰ͋ったとԾఆしてଌఆさΕ、

1950 年を基४年（0ZSB1）として૎る年代Ͱ͋るɻ͜の஋は、Ў 13C によって補正さΕた஋Ͱ͋るɻ

14C年代とࠩޡは、1ܻ໨を四ࣺޒ入して10年୯位Ͱ表ࣔさΕるɻ·た、14C年代のޡ （ࠩʶ1М）は、

料のࢼ 14C 年代がそのൣࠩޡғに入る֬཰が 68.2ˋͰ͋る͜とをҙຯ͢るɻ

（3）	 Ў 13C は、ࢼ料炭ૉの 13C 濃౓（13C�12C）をଌఆし、基४ࢼ料かΒのͣΕをࣔした஋Ͱ͋るɻಉ位

体ൺは、いͣΕも基४஋かΒのͣΕを千分ภࠩ（̄）Ͱ表さΕるɻଌఆには質ྔ分ੳ͋ܭるいは加

଎器を用いるɻ加଎器により 13C�12C をଌఆした場߹には表中に（A.4）と஫記͢るɻ

（4）	 Q.C（QFScFOU	.oEFSO	CaSboO）は、ඪ४ݱ代炭ૉにର͢るࢼ料炭ૉの 14C 濃౓の割߹Ͱ͋るɻ

（5）	 ྐྵ年ֱ正年代とは、年代がط஌のࢼ料の 14C 濃౓をݩにඳかΕたֱ正ۂઢと照Βし߹Θͤ、աڈ

の 14C 濃౓変化ͳͲを補正し、࣮年代に近ͮけた஋Ͱ͋るɻྐྵ年ֱ正年代は、14C 年代にରԠ͢る

ֱ正ۂઢ上のྐྵ年代ൣғͰ͋り、1ඪ४ภࠩ（1Мʹ 68.2ˋ）͋るいは 2ඪ४ภࠩ（2Мʹ 95.4ˋ）

Ͱ表ࣔさΕるɻྐྵ年ֱ正ϓϩάラムに入ྗさΕる஋は、下一ܻを四ࣺޒ入しͳい 14C 年代஋Ͱ͋るɻ

ͳお、ֱ正ۂઢٴͼֱ正ϓϩάラムは、σーλの஝ੵによってߋ新さΕるɻ·た、ϓϩάラムのछ

類によっても݁Ռがҟͳるため、年代の׆用に͋たってはそのछ類とόージϣンを֬ೝ͢るඞ要が

͋るɻ͜͜Ͱは、ྐྵ年ֱ正年代のࢉܭに、*OUCaM04 σーλϕーεʦ3FJNFS	FU	aM	2004ʧを用い、

0YCaMW4.0 ֱ正ϓϩάラムʦBSoOL	3aNTFZ	1995　BSoOL	3aNTFZ	2001　BSoOL	3aNTFZ
	

WaO	EFS	1MJcIU	aOE	8FOJOHFS	2001ʧを࢖用したɻ

6）ଌ ఆ ݁ Ռ

14C 年代は、24,16 άリουのⅢ૚かΒ出土した木製品が 980 ʶ 30ZSB1、24,2 άリουの 4X3か

Β出土した木製品が 660 ʶ 30ZSB1、23+14 άリουのߌ 18 が 280 ʶ 30ZSB1、25+14 άリουの

4X4かΒ出土したࣗવ木が1
010ʶ 30ZSB1、4,25かΒ出土した炭化2ࡐ఺が1
260ʶ 40ZSB1、1
360

ʶ 30ZSB1 Ͱ͋るɻ

ྐྵ年ֱ正年代（1М）かΒ൑அ͢Ε͹、7世紀かΒ 17世紀·Ͱ、年代෯が͋るࢼ料がؚ·Εるɻ࠷も

古い年代が、4,25 の炭化ࡐͰ͋り 647 〜 677A%、࠷も新しい年代がߌ 18Ͱ͋り 1
524 〜 1
559A%

（34.0�）・1
631 〜 1
661A%（34.2�）Ͱ͋るɻ

͢、料の炭ૉؚ༗཰はࢼ ΂て 50ˋҎ上Ͱ͋り、十分ͳ஋Ͱ͋ったɻ化学ॲཧٴͼଌఆ内༰に໰୊はແく、

ଥ౰ͳ年代と൑அさΕるɻ

ݙจߟࢀ　

4UVJWFS	..	aOE	1oMaTI	).A.	1977	%JTcVTTJoO�	3FQoSUJOH	oG	14C	EaUa
	3aEJocaSboO	19
	355�363

BSoOL	3aNTFZ	C.	1995	3aEJocaSboO	caMJbSaUJoO	aOE	aOaMZTJT	oG	TUSaUJHSaQIZ�	UIF	0YCaM	1SoHSaN
	3aEJocaSboO	

37（2）
	425�430

BSoOL	3aNTFZ	C.	2001	%FWFMoQNFOU	oG	UIF	3aEJocaSboO	1SoHSaN	0YCaM
	3aEJocaSboO	43（2A）
	355�363

BSoOL	3aNTFZ	C.
	WaO	EFS	1MJcIU	+.	aOE	8FOJOHFS	B.	2001	�8JHHMF	.aUcIJOH�	SaEJocaSboO	EaUFT
	3aEJocaSboO	

43（2A）
	381�389

3FJNFS
	1.+.	FU	aM.	2004	*OUCaM04	UFSSFTUSJaM	SaEJocaSboO	aHF	caMJbSaUJoO
	0�26caM	LZS	B1
	3aEJocaSboO	46
	

1029�1058
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B　थ छ ಉ ఆ

料　　　ࢼ（1

料は、分ੳର৅ީ補とさΕた木製品ࢼ 27఺かΒબ୒さΕた 16఺と、木炭窯（4,25）かΒ出土したଟ

ྔの炭化ࡐの͏ͪ、形状や保ଘ状態等かΒબ୒した炭化ࡐ 7఺Ͱ͋るɻ͜ΕΒのࢼ料をର৅にथछಉఆ

を͏ߦɻ֤ࢼ料のৄ細は、݁Ռとともに第 8・9表にࣔ͢ɻ

2）分 ੳ ํ 法

木製品は、木औりを࡯؍した上Ͱ、ం౛のਕを用いて木口（横அ໘）・ຝ໨（์ࣹஅ໘）・൘໨（઀ઢஅ໘）

の 3அ໘のెख੾片を木製品表໘かΒ௚઀࠾औ͢るɻ੾片をΨム・Ϋϩラーϧ（๊水Ϋϩラーϧ・ΞラϏΞ

ΰムค຤・άリηリン・ৠཹ水のࠞ߹ӷ）Ͱ෧入してϓϨύラーτを作製͢るɻ生物ݦඍڸͰ木ࡐ૊৫のछ類

や配ྻを͢࡯؍るɻ

炭化ࡐは、ࣗવס૩さͤた後、3அ໘の割அ໘を作製し、૒࣮؟体ݦඍٴڸͼ૸査型ి子ݦඍڸͰ木ࡐ

૊৫のछ類や配ྻを͢࡯؍るɻ֤ࢼ料Ͱ࡯؍さΕた૊৫配ྻのಛ௃をݱ生ඪ本ٴͼಠ立ߦ政法人森林総߹

研究所の日本産木ࣝࡐผσーλϕーεとൺֱしてछ類をಉఆ͢るɻ

木ࡐ૊৫の名শやಛ௃については、ʦ島地・伊東 1982ʧ、ʦ8IFFMFSほか1998ʧ、ʦ3JcIUFSほか2006ʧを、

日本産木ࡐの૊৫配ྻについては、ʦ林 1991ʧやʦ伊東 1995・1996・1997・1998・1999ʧを参考に͢るɻ

3）݁　　　Ռ

木製品のಉఆ݁Ռを第 8表、炭化ࡐのಉఆ݁Ռを第 9表にࣔ͢ɻ木製品は、਑葉थ 5分類群（Ϛπଐෳ

ҡ管ଋѥଐ・εΪ・ώϊΩ・Ξεφϩ・ώϊΩՊ）と޿葉थ 3分類群（ϒφଐ・Ϋリ・ψϧσ）にಉఆさΕたɻ一ํ、

炭化ࡐは、͢΂て޿葉थͰ 2分類群（ϠφΪଐ・ΫεϊΩՊ）にಉఆさΕたɻҎ下に、֤分類群のղ๤学త

ಛ௃等を記͢ɻ

・Ϛπଐෳҡ管ଋѥଐ（Pinus subgen. Diploxylon）　ϚπՊ

やや؇やか〜ٸはߦ部へのҠࡐ部かΒ晩ࡐ成さΕるɻԾ道管のૣߏ道Ͱࢷ૊৫はԾ道管とਨ௚थ޲ํ࣠

Ͱ、晩ࡐ部の෯は޿いɻਨ௚थࢷ道は晩ࡐ部にೝめΒΕるɻ์ࣹ૊৫はԾ道管、ॊ細๔、水平थࢷ道、Τ

ϐηリウム細๔Ͱߏ成さΕるɻ分野น޸は૭状とͳり、1分野に ى状のಥࣃڒɻ์ࣹԾ道管内นにはݸ1

がೝめΒΕるɻ์ࣹ૊৫は୯ྻ、1�15 細๔高ɻ

・εΪ（Cryptomeria japonica （L. f.） D. Don）　εΪՊεΪଐ

部ࡐͰ、晩ٸはややߦ部へのҠࡐ部かΒ晩ࡐ成さΕるɻԾ道管のૣߏ細๔Ͱࢷ૊৫はԾ道管とथ޲ํ࣠

の෯はൺֱత޿いɻथࢷ細๔はほ΅晩ࡐ部にೝめΒΕるɻ์ࣹ૊৫はॊ細๔のみͰߏ成さΕるɻ分野น޸

はεΪ型Ͱ、1分野に 2�4 ɻ์ࣹ૊৫は୯ྻ、1�10ݸ 細๔高ɻ

・ώϊΩ（Chamaecyparis obtusa （Sieb. et Zucc.）Endlcher）　ώϊΩՊώϊΩଐ

、Ͱٸは؇やか〜ややߦ部へのҠࡐ部かΒ晩ࡐ成さΕるɻԾ道管のૣߏ細๔Ͱࢷ૊৫はԾ道管とथ޲ํ࣠

晩ࡐ部の෯はڱいɻथࢷ細๔は晩ࡐ部付近にೝめΒΕるɻ์ࣹ૊৫はॊ細๔のみͰߏ成さΕるɻ分野น޸

はώϊΩ型〜τウώ型Ͱ、1分野に 1�3 ɻ์ࣹ૊৫は୯ྻ、1�10ݸ 細๔高ɻ

・Ξεφϩ（Thujopsis dolabrata Sieb. et Zucc.）　ώϊΩՊΞεφϩଐ

部ࡐは؇やかͰ、晩ߦ部へのҠࡐ部かΒ晩ࡐ成さΕるɻԾ道管のૣߏ細๔Ͱࢷ૊৫はԾ道管とथ޲ํ࣠
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の෯はڱいɻथࢷ細๔は晩

部付近にೝめΒΕるɻ์ࡐ

ࣹ૊৫はॊ細๔のみͰߏ成

さΕ、内นには茶׊৭のथ

ஶにೝめΒΕるɻ分ݦがࢷ

野น޸はώϊΩ型Ͱ、1分

野に 1�4 ɻ์ࣹ૊৫は୯ݸ

ྻ、1�10 細๔高ɻ

・ώϊΩՊ（Cupressaceae）

૊৫はԾ道管とथ޲ํ࣠

؇はߦ部へのҠࡐ部かΒ晩ࡐ成さΕるɻԾ道管のૣߏ細๔Ͱࢷ

やか〜ややٸͰ、晩ࡐ部の෯はڱいɻथࢷ細๔は晩ࡐ部付近に

ೝめΒΕるɻ์ࣹ૊৫はॊ細๔のみͰߏ成さΕるɻ分野น޸は

保ଘがѱく࡯؍Ͱきͳいɻ์ࣹ૊৫は୯ྻ、1�10 細๔高ɻ

・ϠφΪଐ（Salix）　ϠφΪՊ

Ͱ、道管は୯ಠ·たはࡐ޸ࢄ 2�3 গさͤるɻ道管は、୯ઠݮをܘし、年輪ք付近Ͱࡏࢄがෳ߹してݸ

状に配ྻ͢るɻ์ࣹ૊৫はҟੑ、୯ྻ、1�15ޓは交޸を༗し、น޸ 細๔高ɻ

・ϒφଐ（Fagus）　ϒφՊ

に޲は୯ಠ·たは์ࣹํ޸Ͱ、管ࡐ޸ࢄ 2�3 るɻ道管のͣݮをܘし、年輪ք付近Ͱࡏࢄがෳ߹してݸ

分෍ີ౓は高いɻ道管は୯ઠ޸を༗し、น޸はରྻ状〜֊ஈ状に配ྻ͢るɻ์ࣹ૊৫はほ΅ಉੑ、୯ྻ、

਺細๔高のものかΒෳ߹์ࣹ૊৫·Ͱ͋るɻ

・Ϋリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）　ϒφՊΫリଐ

環ࡐ޸Ͱ、ݍ޸部は 3�4 しͳがΒՐԌ状に配ྻ͢るɻ道ݮたのͪ、઴͡ݮをܘに管ܹٸͰ֎ݍ޸、ྻ

管は୯ઠ޸を༗し、น޸は交ޓ状に配ྻ͢るɻ์ࣹ૊৫はಉੑ、୯ྻ、1�15 細๔高ɻ

・ΫεϊΩՊ（Lauraceae）

Ͱ、管นはബく、横அ໘Ͱは角ுったପ円形、୯ಠ·たはࡐ޸ࢄ 2�3 るɻ͢ࡏࢄにෳ߹して޲が์ࣹํݸ

道管は୯ઠٴ޸ͼ֊ஈઠ޸を༗し、น޸は交ޓ状に配ྻ͢るɻ์ࣹ૊৫はҟੑ、1�3 細๔෯、1�20 細๔高ɻ

・ψϧσ（Rhus javanica L.）　ウϧシՊウϧシଐ

環ࡐ޸Ͱݍ޸部は 4�5 部Ͱはࡐは؇やかͰ、晩ߦへのҠ֎ݍ޸、ྻ 2�5 、がմ状にෳ߹して配ྻしݸ

年輪քに޲かってܘを઴ݮさͤるɻ道管は୯ઠ޸を༗し、น޸は交ޓ状に配ྻ、小道管内นにはΒͤんං

ްがೝめΒΕるɻ์ࣹ૊৫はҟੑ、1�4 細๔෯、1�30 細๔高ɻ

4）考　　　࡯

໦　੡　඼

　木製品は、࣫器、ఈ൘、ંෑ（ఈ൘）、സ、付け木、ப根と、用్ෆ明の木製品が͋るɻ࣫器 3఺（135

〜 137）は、いͣΕも横木地Ͱ͋り、ఈ໘の木औりが࡯؍Ͱきた 2఺（136・137）はいͣΕもຝ໨औりͰ

͋ったɻ͜ΕΒの࣫器は、いͣΕも落葉޿葉थのϒφଐにಉఆさΕたɻϒφଐは、៛ີ・ॏߗͰڧ౓が高

く、加޻は༰易Ͱ͋るが、ס૩のࡍに変形しや͢いとさΕるɻ࣫器࿶・皿の木地としては、ケϠΩやτν

報告No. ࣮ଌNo. 調査区 遺ߏ名 ૚位 औ上No. 器छ 木औ थछ
124 8�13 23+17 ウ 4X2 ఈ൘  ຝ໨ ώϊΩ

127 8�15 24,2 ウ 4X3 2 ૚ 角๮状 ຝ໨ εΪ

129 8�17 24,2 Ξ 4X3 2 ૚ ఈ൘ ຝ໨ εΪ

130 8�21 24+19 Τ 4X4 1 ૚ ંෑ（ఈ൘） ຝ໨ εΪ

131 8�18 24+20 ウ 4X4 1 ૚ （൘ࡐ） ຝ໨ εΪ

134 8�27 25,2 Ξ 4X4 4 ૚ സ 出角๮࡟ εΪ

135 8�1 23,21 ࣫器 横木地 ϒφଐ

136 8�4 25+14 Ⅲ૚ ࣫器࿶ 横木地ຝ໨औ ϒφଐ

137 8�2 25,8 ࣫器࿶ 横木地ຝ໨औ ϒφଐ

138 8�10 25+14 Ⅲ૚ ఈ൘  ൘໨ εΪ

141 8�6 24,1 * ૚ 角๮状 ൘໨ Ξεφϩ

143 8�8 24,16 സ 出角๮࡟ ώϊΩՊ

145 8�12 25,1 Ⅲ૚ 付け木 分割ࡐ εΪ

146 8�22 24,12 Ⅲ૚ （൘ࡐ） ൘໨ Ϛπଐෳҡ管ଋѥଐ

148 8�24 23+14 ߌ 18 ப根 ߌ� ਊ࣋丸木 Ϋリ
149 8�23 23+15 ߌ 28 ப根 ਊ࣋丸木 ψϧσ

第 �ද　香積寺沢遺跡　໦੡඼のथछಉఆ݁Ռ

遺ߏ名 औ上No. 形状 ௚ܘ
（cN） थछ

4,25

10 ਊ࣋丸木 4.5 ϠφΪଐ

29 半ࡋ木 6.5 ΫεϊΩՊ

33 ਊ࣋丸木 7.0 ΫεϊΩՊ

36 ਊ࣋丸木 5.0 ϠφΪଐ

43 ਊ࣋丸木 4.0 ϠφΪଐ

46 ਊ࣋丸木 9.0 ϠφΪଐ
59 半ࡋ木 6.5 ϠφΪଐ

第�ද　香積寺沢遺跡　୸Խࡐのथछಉఆ݁Ռ
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ϊΩとともに࠷もよくར用さΕるथछ

の一つͰ͋るɻ本遺跡周ลͰは、下沖

北遺跡（柏崎市）の中世の࣫࿶や皿に

ϒφଐを中心に、ケϠΩ、λラϊΩ、

τνϊΩ、Ϋリが֬ೝさΕているʦύ

リϊ・αーϰΣΠג式会社 2003ʧほ

か、大෢遺跡（長岡市）Ͱは、ϒφଐ

を中心にϋリΪリ、カπラ、ケϠΩ、

τνϊΩ、χϨଐ、Ϋリが֬ೝさΕて

いるʦ松葉 2000ʧɻ一ํ、ಉ͡༰器

に分類さΕるۂ物等のఈ൘と考えΒΕ

るࢼ料（124・129・138）は、͢΂て

਑葉थのຝ໨൘Ͱ͋り、εΪとώϊΩ

Պのར用がೝめΒΕたɻεΪやώϊΩ

Պは、いͣΕも木ཧが通௚Ͱ割྾ੑが

高く、൘状の加޻が༰易Ͱ͋るɻした

がって、ۂ物等には、͜ΕΒの加ੑ޻

等を考ྀした木ࡐར用がਪఆさΕるɻ

柏崎市域Ͱは、東原町遺跡ͰεΪやώ

ϊΩ、αΫラଐ、下沖北遺跡ͰεΪと

ώϊΩが֬ೝさΕておりʦύリϊ・αー

ϰΣΠג式会社 2003・2005aʧ、本分

ੳ݁Ռと調和తͰ͋るɻ·た、上澤田

遺跡Ͱは、中世のۂ物ଆ൘にεΪが֬

ೝさΕておりʦύリϊ・αーϰΣΠג

式会社 2007ʧ、ఈ൘とଆ൘はともに

ಉ͡よ͏ͳ木ࡐར用Ͱ͋った͜とがਪ

ఆさΕるɻ

ബい൘状をఄし、۱がࣼめに੾ΒΕ

ている状گかΒંෑのఈ൘と考えΒΕ

る木製品（130）は、εΪのຝ໨൘Ͱ

͋ったɻંෑのఈ൘については、海道

遺跡（上越市）や坂井遺跡（ݟෟ市）Ͱ

中世のࢼ料をର৅とした調査事例が͋

り、εΪとώϊΩが֬ೝさΕているʦύ

リϊ・αーϰΣΠג式会社 2005b、

金原 2006ʧɻ͜の݁ՌかΒ、ۂ物の

ఈ൘ͳͲಉ様に割྾ੑの高いεΪや 第 1�図　香積寺沢遺跡　໦੡඼のࡐ૊৫

1a 1c1b 2a 2b 2c

4c4b3a 3b 3c

6c6b6a5c5b5a

 1.マツ属複維管束亜属（146） 2.スギ（138）
 3.ヒノキ（124） 4.アスナロ（141）
 5.ブナ属（137） 6.クリ（148）
　a:木口,b:柾目,c:板目

300μm:5-6a
200μm:1-3a,5-6b,c
100μm:1-4b,c

7a 7c7b 8a 8b 8c

9a 9b 9c

 7.ヌルデ（149）
 8.ヤナギ属（SX25;取上No.10）
 9.クスノキ科（SX25;取上No.29）                 a:木口,b:柾目,c:板目

300μm:7a
200μm:7b,c
200μm:8-9a
200μm:8-9b,c
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ώϊΩがར用さΕたと考えΒΕるɻ

出角๮状をఄ͢るസ࡟ 2఺（134・143）は、εΪとώϊΩՊͰ͋ったɻ本分ੳ݁ՌかΒ、加ੑ޻の高

い木ࡐのར用がࢦఠさΕるɻസは、上記した東原町遺跡や下沖北遺跡Ͱಉ様の加޻を施͢ࢼ料にεΪが֬

ೝさΕているʦύリϊ・αーϰΣΠג式会社 2003・2005aʧɻ

分割๮状をఄし、一ํの୺部に炭化がೝめΒΕる付け木（145）は、਑葉थのεΪͰ͋ったɻ਑葉थࡐは、

のར用がՄ能Ͱ͋る͜とͳͲかΒ、付け木にར用さΕたと考ࡐにൺֱして೩えや͢い͜とや、༨ࡐ葉थ޿

えΒΕるɻ付け木の調査事例は、അ越遺跡ٴͼَ૔遺跡（加ໜ市）の古代の資料にϚπଐෳҡ管ଋѥଐを

中心にεΪ、カπラがࠞ͡る૊成が֬ೝさΕているʦύリϊ・αーϰΣΠג式会社 2001・2005cʧɻ

ਊ࣋丸木のப根（149）とߌ·たはப根（148）は、そΕͧΕ޿葉थのψϧσとΫリͰ͋ったɻψϧσは、

ڧͰߗが高いとさΕるɻ一ํ、Ϋリは、ॏੑٺは༰易Ͱ͋るが、଱޻葉थの中Ͱはܰい部類に入り、加޿

౓・଱ੑٺが高いࡐ質を༗し、加޻はややࠔ೉ͳ部類に入るɻいͣΕも、ࡐ質తͳಛ௃を考ྀ͢ると、ப・

の調査Ͱは、東原町遺跡ͰΫリ（2఺）、下沖北遺ࡐえるɻ柏崎市域における中世のபݴとࡐにదした木ߌ

跡ͰΫリとΞカΨシѥଐ（֤ 1఺）、上澤田遺跡ͰΫリとίφラ節（֤ 1఺）が֬ೝさΕているʦύリϊ・αー

ϰΣΠג式会社 2003・2005a・2007ʧɻ͜ΕΒの分ੳ݁Ռをみると、ॏߗͰڧ౓の高い木ࡐのར用が͏

かがΘΕ、ψϧσについてはथछબ୒とҟͳる޲܏がࢦఠさΕるɻ

͜のほかの൘状や֤๮状をఄ͢る木製品かΒは、ΞεφϩやεΪ、Ϛπଐෳҡ管ଋѥଐ等がೝめΒΕたɻ

͜ΕΒの木製品の用్はෆ明Ͱ͋るが、加ੑ޻の高い਑葉थࡐのར用がࣔࠦさΕるɻ

໦　୸　༼（4X25）

木炭窯（4X25）かΒは、製炭ࡐの一部と考えΒΕる木炭がଟྔ出土しているɻ今回の分ੳ調査Ͱは、

発掘調査時にऔ上͛ΒΕた炭化ࡐを֬ೝし、ܘの大小、ਊ࣋丸木͋るいは半ࡋ木とい͏形状、保ଘ状گか

Β 7఺の炭化ࡐをબ୒した（第 9表）ɻ͜ΕΒの炭化ࡐかΒは、ϠφΪଐ（5఺）とΫεϊΩՊ（2఺）の

葉थ޿ 2分類群が֬ೝさΕたɻϠφΪଐはܰೈͰڧ౓・保ଘੑが௿いɻΫεϊΩՊは、छによってࡐ質

がҟͳるが、ൺֱతॏߗͳࡐ質のछ類がଟいɻ

炭化ࡐの大きさや形状ผにݟると、ΫεϊΩՊはܘ໿ 6.5 〜 7cNఔ౓の半ࡋ木とਊ࣋丸木に֤ 1఺と、

ൺֱతよくࣅたࢼ料に֬ೝさΕたɻ一ํ、ϠφΪଐは、ܘ 4〜 9cNと·ͪ·ͪͰ͋り、ਊ࣋丸木 6఺、

半ࡋ木 1఺にೝめΒΕたɻ͜の݁ՌかΒ、थछとܘ・形状の関連ੑを͏かが͏͜とはͰきͳいが、Ϡφ

ΪଐٴͼΫεϊΩՊがओ体తにར用さΕる状گがਪఆさΕるɻ

周ล地域Ͱは、谷地製鉄跡（出雲崎町）の古代຤〜中世初頭と考えΒΕる炭窯かΒ出土した炭化ࡐのथ

छಉఆがߦΘΕ、ϋンϊΩѥଐを中心にシφϊΩଐ、Ϋリ、τνϊΩがࠞ͡る૊成が֬ೝさΕているʦ高

橋 2006ʧɻܰೈͳࡐ質もࠞ͡るが、ϋンϊΩѥଐやΫリͳͲ、ൺֱతॏߗͳࡐ質を༗͢るछ類がଟくར

用さΕる޲܏が͋り、本遺跡とはछ類ߏ成がҟͳるɻ·た、新潟県内Ͱは、高田平野ٴͼ関川上流域のෳ

਺の遺跡においてಉ様の分ੳ調査がߦΘΕているɻ道ᕲ遺跡（上越市）Ͱは、古代の炭窯かΒϒφଐ、ί

φラ節、ケンポφシଐの 3छ類ʦύリϊ・αーϰΣΠג式会社 2004aʧ、前原遺跡・丸山遺跡・ڷਗ਼水遺

跡・ۼാB遺跡・上ୌϊ沢遺跡・上中島遺跡・八ేࣘ原遺跡（چ中ڷ村）の古代の炭窯Ͱはϒφଐがଟく、

λケѥՊがΘͣかにࠞ͡る૊成ʦג式会社ύϨΦ・ラϘ 1999、ύリϊ・αーϰΣΠג式会社 2004b・

2004c、ג式会社古環ڥ研究所 2004ʧ、関川谷内遺跡（ົچ高高原町）Ͱはίφラ節のみの૊成が֬ೝさ

Εているʦύリϊ・αーϰΣΠג式会社 1998ʧɻ͜ΕΒの݁Ռをみるݶり、ൺֱతॏߗͰڧ౓の高い木
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成のಛҟੑが͏かがΘΕるɻߏがଟく、本遺跡の木炭窯Ͱ֬ೝさΕたथछࡐ
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5　·　と　め

A　4X3出土の土器・陶磁器について

߳ੵ寺沢遺跡Ͱは、13世紀〜 14世紀前半と 15世紀後半〜 16世紀前葉をओ体と͢る中世の土器・陶

磁器が出土したɻその出土ྔ૊成は中世土師器皿・小皿を中心として、चऱ焼（Ⅳ〜ᶜ期）が͜Εに࣍͗、

গྔのཾ泉窯系青磁࿶B・%類、染付࿶、瀬戸・美濃焼（大窯 4期）のఱ໨茶࿶、越前焼、信楽焼ͳͲが

加Θるɻ͜の͏ͪ 4X3かΒは、खͮくͶ成形の中世土師器皿・小皿のⅠ・Ⅱ類をओ体と͢るଟ਺の土器・

陶磁器が出土したɻ౰遺ߏは第Ⅳ章 3節Ͱड़΂たよ͏に、中世土師器皿・小皿の様相にۭ間త・૚位త

分෍޲܏をೝࣝ͢る͜とがͰきたɻҎ下Ͱは 4X3出土資料の様相を੔ཧし、その位置付けを͏ߦɻ

493 Լ૚ࢿྉʹ͍ͭͯ　4X3Ͱは、遺ߏ東ଆの下૚（2૚）かΒ中世土師器皿Ⅰ類・小皿Ⅰ類が、遺ߏ

西ଆの上૚（1૚）かΒಉ皿Ⅱ類・小皿類Ⅱ類がそΕͧΕओ体తに出土したɻ

͜͜Ͱは·ͣ下૚（2૚）ओ体の中世土師器皿Ⅰ類・小皿Ⅰ類の様相を੔ཧ͢るɻ中世土師器皿Ⅰ類・

小皿Ⅰ類はखͮくͶ成形の一群Ͱ、体部かΒఈ部にかけてࢦΦαΤࠟを明ྎに͢࢒のをಛ௃と͢る（6〜

13）ɻ͜の͏ͪ皿Ⅰ類は、体部のࢦΦαΤのڥにஈを明ྎに͢࢒もの（皿Ⅰ a・Ⅰ b類ɿ8・9・11ͳͲ）、ஈ

が௜ઢに変༰したもの（皿Ⅰ c類ɿ6・7・10）、そのஈがෆ明ྎとͳったもの（皿Ⅰ E類ɿ13）がؚ·Εて

いるɻओ体は皿Ⅰ a・Ⅰ b類Ͱ、法ྔは口ܘ 12〜 13cN前後Ͱ͋るɻ͜Εにରして皿Ⅰ c・Ⅰ E類（13

ͳͲ）はগ਺Ͱ、ಛに後ऀは口ܘ 11cN前後とॖ小޲܏に͋り、その਎がਂいಛ௃が͋るɻ

͜͏した 4X3資料の中世土師器皿にݟΒΕる型式学తಛ௃は、طに時間తͳ変遷としてೝࣝさΕ、皿

Ⅰ a 〜Ⅰ c 類を中心として 13 世紀後半୆を中心と͢る位置付けがͳさΕてきたʦ品田 1999a、山崎

2003、水澤 2007ʧɻ͜の͏ͪ皿Ⅰ E類としたものは、14世紀·Ͱの位置付けがࣔࠦさΕていたがʦ品

田 1999aʧ、下沖北遺跡 4,445 Ͱ口ܘがॖ小（口ܘ 11cN୆をؚむ 12cN前後中心）したಉ類と、चऱ焼（Ⅲ・

Ⅳ期）や輸入陶磁器（14世紀中葉）が൐出し、ಉ類が 14世紀前半に位置付けΒΕるՄ能ੑが高くͳって

きたʦ山崎 2003ʧɻ࠷近の編年Ͱも、下沖北 4,455 出土資料は 14世紀中葉に位置付けΒΕているʦ水

澤 2007ʧɻ本遺ߏͰも、中世土師器皿Ⅰ類に൐って瀬戸・美濃焼の中期様式Ҏ߱（14世紀Ҏ߱）の 28が

൐出しているɻ

したがって、下૚の中世土師器皿Ⅰ類・小皿Ⅰ類は、13世紀後半をओ体として 14世紀中葉·Ͱの時

間෯をؚむものと考えΒΕるɻͳお、ಉ૚出土のۂ物ఈ൘の์ࣹੑ炭ૉ年代ଌఆをߦったと͜Ζ、13世

紀後葉〜 14世紀と͢る஋がಘΒΕており、中世土師器皿Ⅰ類の年代؍と੔߹తͰ͋るɻ

493 ্૚ࢿྉʹ͍ͭͯ　ଓいて 4X3 の上૚（1૚）Ͱओ体తͳ中世土師器皿Ⅱ類・小皿Ⅱ類の様相を

੔ཧ͢るɻ中世土師器皿Ⅱ類・小皿Ⅱ類は、器ްがബく、体部かΒ؇く֎൓͢る器形をఄ͢るものͰ、京

都系第 2೿のӨڹをडけたものͰ͋るɻखͮくͶ成形Ͱ体部かΒఈ部にかけてࢦΦαΤࠟを明ྎに͢࢒

のをಛ௃と͢る（18〜 23）ɻ͜ΕΒには、口ԑ部がఠみ上͛ΒΕるもの（20・22）や、そΕがංް͢るに

とͲ·るもの（16・23）、口ԑ部の横φσと体部のࢦΦαΤࠟとのڥにஈ͋るいはྏが明ྎに࢒さΕるも

の（18〜 20 ͳͲ）、そのྏやஈがෆ明ྎとͳっているもの（22・23 ͳͲ）ͳͲがؚ·Εているɻ加えて、

やや器ްがްく、ఈ部が丸ఈとͳる型式学తにやや新しいಛ௃をඋえたものͳͲが͋り（16）、上૚（1

૚）の皿Ⅱ類・小皿Ⅱ類の様相には型式学తに新چの要ૉが؃औさΕるɻ͜ΕΒの法ྔは、皿Ⅱ類には口

ܘ 15cNҎ上（Ⅱ a類）、14 〜 13cN前後（Ⅱ b類）、12 〜 11cN前後（Ⅱ c類）、小皿には口ܘ 10.5 〜
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10cN前後（Ⅱ a類）、10cNҎ下（Ⅱ b類）が͋り、྆ऀを߹Θͤるとগͳくとも 5ஈ֊の法ྔがೝめΒ

Εるɻ

͜͏した中世土師器皿Ⅱ類・小皿Ⅱ類をओ体と͢る上૚資料は、かつて 16世紀代の年代؍が与えΒΕ

てきたが、࠷近Ͱは江上館 317 号遺ߏʦ水澤 1996ʧͳͲの一括資料によって、͜ΕΒが 15世紀代に૎

り関東系のϩΫϩ成形の一群（皿Ⅲ類）と൐出͢る様相が明Βかとͳってきたʦ水澤 2001ʧɻしかしͳが

Β͜Εよりも後出の皿Ⅱ類・小皿Ⅱ類がओ体తͳ伝至徳寺遺跡 4,519・570ʦ水澤 2004ʧͳͲについては、

その時間త位置付けがほ΅ 15世紀後半·Ͱにऩ·ると͢る説ʦ水澤 2005ʧや、16世紀前葉͋るいは前

半と͢るݟղʦ品田 1999b、伊藤 2006ʧが͋り、編年上の՝୊とͳっているɻ

͜͜Ͱ上૚の൐出資料を੔ཧ͢ると、গྔͳがΒ皿Ⅲ類とした 15世紀代のϩΫϩ成形の土師器皿や、

15世紀前半ࠒのचऱ焼Ⅴ期のᙈやཾ泉窯系青磁࿶、15世紀後半〜 16世前葉ࠒの越前焼のᎬുが͋り、

その様相には 15世紀前半をؚむͳͲ時間෯がଘࡏしているɻしたがって、上૚資料は中世土師器皿Ⅱ類・

小皿Ⅱ類をओ体と͢る様相かΒ、江上館 317号遺ߏに後ଓ͢るが、型式学తに新چの要ૉがݟΒΕる఺や、

൐出資料の様相かΒ、そのओ体は 15世紀後葉Ҏ߱〜 16世紀前葉ࠒに͋ると考えΒΕるɻ

B　遺ߏの変遷と遺跡のੑ֨について

遺ߏのมભʹ͍ͭͯ　͜͜Ͱは前節·Ͱの土器・陶磁器の年代؍や੾り߹い関܎をもとに、中世を中心

とした遺ߏの変遷を੔ཧ͢るɻ遺ߏ内出土遺物はগͳいが、ओ要遺ߏのؼଐ時期は遺跡中央をೆ北に分அ

͢る 4X3との੾り߹い関܎を基४に൑அ͢る͜とがͰきるɻҎ下にその概要をࣔ͢（第 19図）ɻ

Ⅰ　　ظ　　౰期は 4X3 形成Ҏ前（13 世紀後半Ҏ前）Ͱ͋り、調査区ೆଆの 4,25 や 4X4 下部（3・

5૚）のগ਺が֘౰͢るɻ4,25 はଟ਺の炭化ࡐが検出さΕた遺ߏͰ、簡易తͳ木炭窯のՄ能ੑも͋るɻ

4X4下部は遺ߏの形状かΒࣗવ形成の埋຅谷と考えΒΕ、出土遺物には平҆時代の遺物も֬ೝしたɻͳお、

4X4下部の形成Ҏ前には縄文時代晩期と弥生時代の土器集中区が形成さΕていたɻ

͜のよ͏にⅠ期は検出遺ߏに๡しく、ೆ ଆに埋຅谷（4X4下部）や 4,25（木炭窯）がଘ͢ࡏるにとͲ·るɻ

しかしͳがΒ 4,25 のଘࡏは、本遺跡周ลが鉄生産に関連していたՄ能ੑもࣔしているɻ౰期は、4,25

の炭化ࡐや 4X4下部の์ࣹੑ炭ૉ年代ଌఆによって、前ऀが 7世紀後半〜 8世紀後葉ࠒ、後ऀが 10世

紀຤葉〜 11世紀前葉の年代؍がಘΒΕ、古代（ಸ良〜平҆時代）にさかの΅るՄ能ੑが͋るɻ

Ⅱ　　4　ظX3 の形成期Ͱ͋るɻ出土遺物によって 13 世紀後半Ҏ߱に形成さΕ 16 世紀前葉前後に

は埋຅していたと൑அしているɻ౰期には౰遺ߏҎ֎の明֬ͳ遺ߏ形成はͳいが、基ఈ໘が水平とͳる

4X3西ଆのଘࡏや、13世紀後半Ҏ߱の土器・陶磁器ͳͲのแؚ૚遺物の大部分が͋り、周ลには集落遺

跡ͳͲがଘࡏしていたՄ能ੑが考えΒΕるɻ

Ⅲ　　ظ　౰期は 4X3 形成Ҏ後の遺ߏかΒͳり、Ⅲ a・Ⅲ b 期に細分͢るɻⅢ a 期は、4,170、

4%9、4X1・4上部（1૚）かΒͳり、44135、18・173 ͳͲのப穴（Ҏ下「ப穴群」とԾশ）、ߌ 18ͳͲ

も౰期のՄ能ੑが͋るɻ͜ΕΒは、4X3との੾り߹い関܎かΒ 16世紀前葉Ҏ߱と考えΒΕるが、์ࣹੑ

炭ૉ年代ଌఆをߦったߌ 18Ͱは、おおむͶ 16世紀前葉〜 17世紀初頭ࠒの年代؍がಘΒΕており、時

期が近世にかかるՄ能ੑも͋るɻ　

ப穴群（18・173 ͳͲ）が位置͢る 23+・,άリουは、掘立பݐ物ͳͲの明֬ͳ配ྻはೝめΒΕͳいが、

本遺跡が集落域Ͱ͋る͜とをࣔ͢ɻؼଐ時期は、ப穴群とともに検出さΕた 4,170・4%9 が 4X3 より

も新しい͜と、1173（ப穴群）がߌ 18とڞに 4X1 とಉ時期かそΕҎ߱とਪ࡯さΕる͜とかΒ、౰期の

5　·　と　め
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Մ能ੑを考えたɻ4X1Ͱはࠞ入のՄ能ੑも͋るが、新׮Ӭમも出土しているɻ

4X1は基ఈ໘に水平໘を࣋つ遺ߏͰ、周ลのࣼ໘地଄成に൐͏݁ՌとਪଌさΕるɻ前ड़の 1178 やߌ

18との新چ関܎かΒ、ப穴群ͳͲの集落形成に൐͏Մ能ੑも͋Ζ͏ɻઙい௿地とͳっている 4X4上部も

ಉ様にࣼ໘地଄成のੑ質を࣋つՄ能ੑが͋るɻ

Ⅲ b期は 44135 や 4X1 を੾る 4X2 が͋るが、前ड़の 4X1 も౰期に߱るՄ能ੑが͋るɻ時期൑ผが

Մ能ͳ遺物にと΅しく、形成時期は明֬にͰきͳいが、গͳくともⅢ a期Ҏ߱と考えΒΕるɻ

͜のよ͏にⅢ期は、そのⅢ a期に࠷も遺ߏ形成が明֬とͳるɻಛにப穴群や 4%9ͳͲが分෍͢る区域

は本期Ҏ߱に形成さΕたՄ能ੑが高く、その周ลが集落の一部をߏ成していたものとਪଌさΕるɻ

遺跡のੑ֨　߳ੵ寺沢遺跡Ͱは、上記のよ͏にⅠ期〜Ⅲ期にかけての遺ߏ形成がೝめΒΕるɻ遺跡周ล

もؚめてⅡ期Ҏ߱（13世紀後半Ҏ߱）に中世の集落遺跡ͳͲがଘࡏしたՄ能ੑが高く、ಛにⅢ期（16世紀

前葉Ҏ߱）に明֬とͳるɻ·た古代にさかの΅るⅠ期は、遺ߏ形成が௿調ͳがΒも木炭ͳͲの生産域と考

えΒΕ、時期ෆ明の大型࿶形஁໶ᕥ（163）ͳͲの出土とともに、Ⅰ期Ҏ߱、鉄生産に関連したੑ֨も考

えΒΕよ͏ɻ

ͳお、本遺跡の名শがࣔ͢「߳ੵ寺」のଘࡏについては、寺院をܾఆ付ける遺ߏや遺物は検出Ͱきͳ

かったɻしかしͳがΒ、แؚ૚出土の信楽焼や瀬戸・美濃焼（ఱ໨茶࿶）ͳͲの茶道具は、༗ྗྖओ૚や

寺院ͳͲの遺跡にも͋りʦ水澤 2005ʧ、本遺跡のੑ֨とも関連しよ͏ɻ·た、柏崎町遺跡ʦ品田・伊藤ほ

か2001ʧͰは、陶磁器類のྔが群をൈくとさΕͳがΒも、15世紀Ҏ߱の遺物に信楽焼がࣔさΕていͳいɻ

͜のよ͏ͳ͜とかΒ、今回の調査区Ͱ寺院のଘࡏをೝめる͜とはͰきͳかったが、その周ลにଘ͢ࡏるՄ

能ੑをଟ分に࢒しているɻ
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第 1�図　香積寺沢遺跡　遺ߏのมભ
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要　　　໿

千古作遺跡

	1	 千古作遺跡は柏崎市剣野町ࣈ千古作 288�3 ൪地ほかに所ࡏし、鵜川ࠨ岸のࣗવఅ๷上に立地͢るɻ

ඪ高は໿ 2.7NͰ、گݱは୐地Ͱ͋るɻ

	2	 調査は一ൠ国道 8号柏崎όΠύεݐઃに൐い、平成 20年౓に࣮施したɻ調査໘ੵは 850N2 Ͱ͋るɻ

	3	 遺ߏは、井戸 1基、土坑 3基、ߔ 13条、ੑ֨ෆ明遺ߏ 7基、ப穴 5基、ߌ 12本を検出したɻ遺ߏ

の時期は、出土遺物がগͳく൑அしにくいが、中世（13世紀後半〜 15世紀ࠒ）がओ体と考えΒΕるɻ

	4	 遺物は古代〜近世のものが出土しているɻ古代（平҆時代）は土師器の࿶がओ体Ͱ͋り、ਢܙ器のഋ・

ᙈ等がগྔؚ·Εるɻ大半を઎めるのは中世（13世紀後半〜 15世紀）Ͱ、中世土師器、चऱ焼、青磁・

白磁、瀬戸・美濃焼、越前焼、信楽焼ͳͲが͋るɻほかに田下駄ͳͲの木製品、土錘、༗޸石製品、ຏ

石類、౐石、鉄関連遺物、મ՟等が出土したɻ

	5	 今回の調査ൣғͰは、明֬ͳ集落の居ॅ域を検出Ͱきͳかったが、ϐΞ 2区の井戸（4&19）等のଘ

かΒ、遺跡東ଆは居ॅ域のԑล部Ͱ͋ったՄ能ੑが考えΒΕるɻࣗવ流路（4%13）ͳͲを検出したࡏ

ϐΞ 3区周ลは௿地とͳり、作業Ϡーυ周ลにかけて耕作ࠟ（水田ͳͲ）のՄ能ੑが͋るੑ֨ෆ明遺ߏ

（4X1・2ͳͲ）が展開͢るɻϐΞ 3区のࣗવ流路Ͱは、農具の田下駄足൘がંり割ΒΕ、地໘にಥきࢗ

さΕた状態Ͱ出土した͜とかΒ、農耕に関連したࡇ᛾の場としてのੑ֨も考えΒΕるɻ

香積寺沢遺跡

	1	 ߳ੵ寺沢遺跡は柏崎市剣野ੵ߳ࣈ寺沢 862�28 ൪地ほかに所ࡏし、थࢬ状にࠁ·Εた開ੳ谷の沢内平

野に立地͢るɻඪ高は 14NͰگݱは୐地Ͱ͋るɻ

	2	 調査は一ൠ国道 8号柏崎όΠύεݐઃに൐い、平成 20年౓に࣮施したɻ調査໘ੵは 630N2 Ͱ͋るɻ

	3	 遺ߏは、土坑 9基、ߔ 1条、ੑ֨ෆ明遺ߏ 4基、ப穴 121基、ߌ 9基、集石 1か所、縄文・弥生土

器の土器集中区を検出したɻ木炭窯のՄ能ੑが͋る 4,25 ͳͲ、古代·Ͱさかの΅る遺ߏも一部ଘࡏ

͢るが、出土遺物の様相かΒ、大部分が中世（13世紀後半〜 16世紀前葉）〜近世の遺ߏと考えΒΕるɻ

	4	 出土遺物は、中世（13世紀後半〜 16世紀前葉）のものが大半を઎め、中世土師器・चऱ焼・青磁・נ

器ͳͲの土器・陶磁器類のほか、石硯ͳͲの石製品、木製品、મ՟、鉄関連遺物ͳͲが出土したɻほか

に縄文時代後・晩期の土器・石器がೆଆの௿地を中心にଟく出土したɻ

	5	 遺֬ߏೝ໘は、北西かΒೆ東に޲かってࣼ͢܏る؇ࣼ໘地Ͱ、丘陵੄に近い高所（調査区北ଆ、23+・,区）

に土坑やப穴が集中͢るɻ͜のൣғが中世〜近世集落の居ॅ域Ͱ͋ったՄ能ੑが͋るɻ

	6	 ͜Εにରし௿地とͳるೆଆには、古代の木炭窯と考えΒΕる 4,25 がଘࡏし、本遺跡とその周ลが

木炭の生産域とͳっていたՄ能ੑが͋るɻ·た、แؚ૚かΒ鉄ᕥも出土しており、古代Ҏ߱は鉄生産に

関連した場Ͱ͋ったՄ能ੑも͋るɻ

	6	 本遺跡周ลは、ߋ正図ͳͲに͋る「߳ੵ寺沢」の地名かΒ、ࡏݱͰも柏崎市֗地にଘ͢ࡏる߳ੵ寺（૤

ಎफ）のҠసҎ前の跡地Ͱ͋るՄ能ੑが͋るが、今回の調査ൣғͰ、寺院をࣔ͢明֬ͳ遺ߏ・遺物を検

出͢る͜とはͰきͳかったɻ
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֎໘・ఈ部付近࿐଻　釉ༀ（փ白	
N	8�0）

15C代

23 5,10 Ⅱ चऱ焼 片口ു 白・石・᛽ փ	N	4�0 ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ ԍ焼成、Ⅴ期ݩؐ

24 6,4 Ⅱ c चऱ焼 片口ു 31.0	
白・石・਑・
᛽・ࠇ

փ	N	5�0
ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ、
内໘Է໨（1୯位෯2.9cN、13条）

3�36 ԍ焼成、Ⅴ期ݩؐ

25 6,3 Ⅱ c
中世
土師器

皿
Ⅰ E類

12.0	 7.0	 2.3	
白・石・雲・
νϟ・角

にͿいԫᒵ	
10:3	7�4

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、ఈ
部ΦαΤ　ఈ部ະ調੔　

5�36

26 6,8 Ⅱ c
中世
土師器

皿
Ⅰ E類

12.4	 8.0	 2.8	
白・石・਑・
雲・νϟ

にͿいԫᒵ	
10:3	6�4

खͮくͶ成形		内・֎໘φσ、ఈ
部ΦαΤ　ఈ部ະ調੔　

6�36 炭化物付ண

27 6,17 Ⅱ c
中世
土師器

皿
Ⅰ E類

12.8	
白・石・雲・
角

にͿいԫ	
2.5:	6�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、ఈ
部ΦαΤ　ఈ部ະ調੔　

3�36

28 6,24 Ⅱ c
中世
土師器

皿
Ⅱ c類

12.6	 白・石
にͿいԫᒵ	
10:3	6�3

खͮくͶ成形		内・֎໘φσ、体
部ΦαΤ　

5�36

29 6,4 Ⅱ c
中世
土師器

皿
Ⅱ c類

12.4	 白・石・角
	10:3	փ׊

4�1
खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、体
部ΦαΤ　

5�36

30 6+23 Ⅱ c
中世
土師器

皿
Ⅱ c類

12.0	 白
҉փԫ	2.5:	

5�2
खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、体
部・ఈ部ΦαΤ　ఈ部ະ調੔

1�36

31 6,4 Ⅱ c
中世
土師器

皿
Ⅱ a類

15.6	 白・石・ࠇ
にͿいԫᒵ	
10:3	7�2

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、体
部ΦαΤ　

4�36

33 6,24 Ⅱ c ਢܙ器 ᙈ 白・石・᛽ փ白	N	7�0 ֎໘λλΩϝ、内໘౰て具ࠟ ԍ焼成ݩؐ

43 2,10 Ⅱ F

青磁
徳ܠ）
௟窯
系）

皿 փ白	5:		7�1 釉ༀ（փ白	7.5:	7�2） ࣫઀͗　　　　　　　　　

44 2,15 Ⅱ F
青磁

（ཾ泉
窯系）

࿶
Ⅳ類

6.0	 白 փ	N	6�0
ແ文
釉ༀ（Φリーϒփ	10:	5�2）

14C຤〜 15C初頭

45 2+25 Ⅰ c चऱ焼 ᙈ
白・石・ࠇ・
᛽

փ	N	5�0 ֎໘λλΩϝ、内໘౰て具ࠟ ࠒԍ焼成、Ⅲ期ݩؐ

46 2+24 Ⅱ G चऱ焼 片口ു 30.6	
白・石・਑・
᛽

փ	N	5�0
ϩΫϩ成形　内໘Է໨、内・֎໘
ϩΫϩφσ

3�36 ԍ焼成、Ⅴ期ݩؐ

47 2,14 Ⅰ c
中世
土師器

皿
Ⅲ類

12.6	 3.6	 2.4	
白・石・਑・
νϟ

にͿいԫᒵ	
10:3	7�4

ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ
ఈ部回సࢳ੾り

1�36

48 2,9 Ⅱ H
中世
土師器

皿
Ⅲ類

10.8	 白・石・雲
にͿいԫ׊	
10:3	5�4

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ 2�36

49 2,15 Ⅲ F
中世
土師器

皿
Ⅲ類

14.6	 白・石・雲
փԫ	2.5:	

7�2
खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、体
部ΦαΤ

4�36

50 2,9 Ⅱ H
中世
土師器

皿
Ⅲ類

5.4	
白・石・雲・
਑

にͿいԫᒵ	
10:3	7�3

ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ
ఈ部回సࢳ੾り（ӈ）

51 2,10 Ⅲ c
中世
土師器

皿
Ⅲ類

6.0	
白・石・雲・
਑

にͿいᒵ	
7.5:3	7�4

ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ
ఈ部回సࢳ੾り（ӈ）

52 2,10 Ⅲ c 土師器（ແ୆࿶） 4.8	 白・石・਑
ઙԫ	2.5:	

7�4
ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ
ఈ部回సࢳ੾り（ӈ）

53 3,16 Ⅰ c 土師器 長ᙈ 23.3	
白・石・雲・
νϟ

にͿいԫᒵ	
10:3	7�4

ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ 2�36

54 2,9 Ⅰ c ౜津 ࿶ 4.8	 白 փ白	N	8�0
ෆۉ等ͳ෯の高୆、高୆内に細か
いシワ　釉ༀ（鉄釉	׊ࠇ	7.5:3	
3�2　

17 世紀前半

69 4%3・8-10 Τ 1 土師器 ແ୆࿶ 6.6	
白・石・雲・
νϟ

փԫ	2.5:	
7�2

ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ
ఈ部回సࢳ੾り（ӈ）

中世土師器のՄ能ੑ͋り

70 4%5・8-13 Τ 1 चऱ焼 片口ു
白・石・਑・
ࠇ

փ	7.5:	6�1
ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ、
口ԑ部内໘波状文

ԍ焼成、ᶜ期ݩؐ

˞中世土師器皿・小皿の分類は、߳ੵ寺沢遺跡の分類をద用
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報告
書ᶺ

遺ߏ名・出土地఺ ૚位 छผ
器छ

（分類）

法ྔ（cN） ଻土

調੔等の所ݟ
口ԑ部
遺ଘ཰

උ考口ܘ
（長）

ఈܘ
（෯）

器高
（ް）

ؚ༗物 ৭調

71 4%6・8-14 Ξ 2
中世
土師器

皿
Ⅳ類

6.6	
白・石・਑・
雲・νϟ

ઙԫᒵ	7.5:3	
8�4

ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ
ఈ部回సࢳ੾り（ӈ）

਑ؚむɻࠎ質Ͱ、଻土に海໖ߗ

72 4X1・8-22 Π	ଞ 1
中世
土師器

皿
Ⅰ E類

11.6	 2.8	 白・石・νϟ
にͿいԫᒵ	
10:3	7�2

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、ఈ
部ΦαΤ　ఈ部ະ調੔

9�36

73 4X1・8-22 Π	 1 चऱ焼 片口ു 白・石・ࠇ փ	N	6�0
ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ、
口ԑ部波状文

ԍ焼成、Ⅴ期ݩؐ

74 4X2・8-23 Π 1 ਢܙ器 ແ୆ഋ 12.6	 白・石 փ	N	5�0 ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ 4�36 ԍ焼成ݩؐ

75 8-18 Ⅱ c
青磁

（ཾ泉
窯系）

࿶
c類

白 փ白	N	8�0
֎໘ཕ文
釉ༀ（Φリーϒփ	10:	6�2）

76 8-21 Ⅱ c
瀬戸・
美濃

ఱ໨　
茶碗

12.8	 白 փ白	N	8�0 釉ༀ（鉄釉	׊ࠇ	2.5:3	2�1） 3�36 後Ⅱ期ࠒ

77 8-23 Ⅱ c चऱ焼 ᙈ
白・石・਑・
ࠇ

փ	N	5�0 ֎໘λλΩϝ、内໘ຎ໓ ԍ焼成、Ⅳ期ݩؐ

78 8-23 Ⅱ c चऱ焼 片口ു 23.2	 白・石・角 փ	N	6�0 ϩΫϩ成形		内・֎໘ϩΫϩφσ 1�36 ԍ焼成、Ⅲ期ݩؐ

79 8-24 Ⅲ b चऱ焼 片口ു
白・石・਑・
ࠇ

փ	N	5�0
ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ、
口ԑ部波状文

ԍ焼成、ᶜ期ݩؐ

80 8-24 Ⅱ c चऱ焼 片口ു
白・石・਑・
ࠇ

փ白	N	7�0
ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ、
内໘Է໨

ԍ焼成、ᶜ期ݩؐ

81 8-18 Ⅱ c चऱ焼 （ᙈ） 2.5	 2.1	 0.8	 白・石・਑ փ	N	5�0 ֎໘λλΩϝ
土器片ར用の研࡟具
ԍ焼成ݩؐ

82 7-20 Ⅱ
中世
土師器

皿
Ⅰ E類

12.2	 2.7	
白・石・਑・
雲・νϟ

にͿいԫᒵ	
10:3	6�4

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、ఈ
部ΦαΤ　ఈ部ະ調੔

4�36

83 8-22 Ⅱ
中世
土師器

皿
Ⅰ E類

11.6	
白・石・਑・
雲・νϟ

にͿいԫ׊	
10:3	5�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ 3�36

84 8-17 Ⅱ c
中世
土師器

小皿　
Ⅱ b類

8.8	 白・石
にͿいԫᒵ	
10:3	7�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、ఈ
部ΦαΤ　

6�36

85 8-19 Ⅱ c ਢܙ器 ༗୆ഋ 7.4	 白・石 փ	N	6�0 ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ ԍ焼成ݩؐ

˞中世土師器皿・小皿の分類は、߳ੵ寺沢遺跡の分類をద用

千古作遺跡　ੴثɾੴ੡඼࡯؍ද

報告
書ᶺ

遺ߏ名・出土地఺ ૚位 器छ 石ࡐ
法ྔ（NN・H）

උ考
長さ ෯ ްさ ॏྔ

2 4&19・9,5 5 ຏ石 ً石҆山岩 116.0	 94.0	 73.0	 940.0	

9 9+25 Ⅱ E ༗޸石器 ท岩 35.0	 25.5	 8.0	 7.9	 表ཪ྆໘かΒઠܘ޸　޸ 4.5NN

55 2,5 Ⅱ F ຏ石 ً石҆山岩 150.0	 76.0	 66.0	 1070.0	

56 2,5 Ⅱ F ༗ߔ౐石 փ岩ڽ 75.0	 56.0	 41.5	 186.8	 表ཪに֤ 1条のߔ状࢖用ࠟ、ଆ໘Ꮟଧ

57 2+25 Ⅲ c ౐石 ً石҆山岩 176.5	 105.0	 68.0	 1560.0	

86 8-14 Ⅱ ౐石 ً石҆山岩 76.0	 35.5	 23.5	 110.9	 ཪ໘割Ε口に࢖用ࠟ

千古作遺跡　మᕥ࡯؍ද

報告
書ᶺ

遺ߏ名・出土地఺ ૚位 छ類
法ྔ（NN・H）

磁ண൓Ԡ උ考
長さ ෯ ްさ ॏྔ

10 10,11 Ⅰ ࿶形஁໶ᕥ 51.0	 33.0	 19.0	 33.6	 ແ 小型

68 2,15 Ⅲ c ࿶形஁໶ᕥ 59.0	 67.0	 34.0	 88.4	 ༗ 小型

89 8-24 Ⅱ c ࿶形஁໶ᕥ 84.0	 54.0	 29.5	 113.1	 ແ 小型

千古作遺跡　౔੡඼࡯؍ද

報告
書ᶺ

遺ߏ名・出土地఺ ૚位 器छ
法ྔ（cN・H）

උ考
長さ ෯ ްさ ܘ޸ ॏྔ

32 5+25 Ⅱ c 太型管状土錘 6.2	 4.8	 1.5	 2.0	 （102.0） 表໘のṞ落ஶしい

千古作遺跡　౔࡯؍ྨثද�2
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千古作遺跡　໦੡඼࡯؍ද

報告
書ᶺ

遺ߏ名・出土地఺ ૚位 छผ 器छ 木औり
法ྔ（NN・H）

製作ࠟ跡等の所ݟ උ考
長さ ෯ ްさ

12 4%13・ᶺ 5 4 農具
田下駄
足൘

൘໨ 261.0	 99.5	 15.5	 3 ໿ܘɻ޸ 9NN εΪ

13 4%13・ᶺ 6 3 農具
田下駄
足൘

൘໨ 287.5	 52.0	 9.5	 ໿ܘ޸ 8NN 4%13 のఈ໘にಥきࢗさって検出ɻεΪ

14 4%13・ᶺ 6 3 農具
田下駄
足൘

൘໨ 236.0	 28.5	 7.0	 ໿ܘ޸ 8NN 4%13 のఈ໘にಥきࢗさって検出

15 4%13・ᶺ 1 2 農具
田下駄
足൘

൘໨ 280.0	 43.0	 7.5	 ໿ܘ޸ 8NN

16 4%13・ᶺ 4 2 雑具 ൘ࡐ ຝ໨ 273.0	 40.0	 9.5	
ઠ޸、ઌ୺ࣼめに࡟り、下部炭
化

Ր付け木

17 4%13・ᶺ 2 2 雑具 ൘ࡐ ൘໨ 193.0	 35.0	 6.5	

18 4%13・6,4Ξ 上部 ৯事具 സ り出し࡟ 110.0	 6.0	 5.0	
り出しによってஅ໘ଟ角形に࡟
੔形

下半部

19 4%13・6,8Π ৯事具 സ り出し࡟ 56.5	 6.0	 4.0	
り出しによってஅ໘ଟ角形に࡟
੔形

下半部

20 4%10・6,17 Π ৯事具 സ り出し࡟ 67.0	 7.0	 5.0	
り出しによってஅ໘ଟ角形に࡟
੔形

下半部

34 6,16 雑具 ൘ࡐ ຝ໨ 93.0	 31.0	 6.0	
௚ઢ上に 3か所ઠ޸ɻܘ໿
3NN

εΪ

35 6,8 雑具 ൘ࡐ ຝ໨ 80.0	 22.5	 5.0	 上部にઠ޸ɻܘ໿ 4NN

36 7,16 雑具 ൘ࡐ ຝ໨ 74.0	 27.5	 10.5	 ໿ܘ 2NNの木ఝ εΪ

37 6,19 Ⅱ 雑具 ൘ࡐ ൘໨ 150.0	 44.0	 7.0	 εΪ

38 6+24 雑具 部ࡐ ൘໨ 204.0	 35.0	 28.0	
அ໘四角形（໿ 4.5NN）の鉄
ఝ

εΪ

39 5,20 ৯事具 സ り出し࡟ 141.0	 6.0	 4.0	
り出しによってஅ໘ଟ角形に࡟
੔形

下半部ɻεΪ

40 5+25 ৯事具 സ り出し࡟ 120.0	 9.0	 5.0	
り出しによってஅ໘ํ角形に࡟
੔形

下半部

41 6,7 ৯事具 സ り出し࡟ 100.5	 6.0	 5.0	
り出しによってஅ໘ଟ角形に࡟
੔形

下半部

42 6,12 ৯事具 സ り出し࡟ 100.5	 8.0	 5.0	
り出しによってஅ໘ଟ角形に࡟
੔形

下半部ɻεΪ

58 2,9 Ⅱ c ༰器（࣫器） ࿶ 横木औり 内໘੺࣫、֎໘࣫ࠇ、੺࣫による文様ɻϒφଐ

59 2,14 Ⅲ ෢器 ٷ 丸木 570.0	 21.0	 21.0	
全体は࡟り出しによって੔形さ
Ε、一୺をತ状に加޻

ώϊΩՊ

60 2,14 Ⅰ c 雑具 部ࡐ ਊ࣋ͪ 88.0	 32.0	 30.0	
上部ಥىஅ໘円形ɻ下部ಥىஅ
໘ํ形

ίφラଐ

61 2,15 Ⅰ c ༰器 Գଆ൘ ຝ໨ 125.5	 41.0	 11.0	 εΪ

62 2,14 Ⅱ 雑具 ൘ࡐ ൘໨ 114.0	 36.0	 7.0	 ઠ޸ ɻ௲͡ൽ͋り޸1

63 2,10 Ⅱ 雑具 ൘ࡐ ຝ໨ 72.0	 23.0	 11.0	 用్ෆ明

64 2,14 Ⅲ 雑具 ൘ࡐ ൘໨ 72.0	 21.5	 4.0	 用్ෆ明

65 2,10 Ⅱ ෆ明 ๮状 り出し࡟ 99.0	 16.0	 4.5	 ઌ୺ઑる 用్ෆ明

87 8-17 雑具 ൘ࡐ ຝ໨ 132.0	 21.0	 8.0	 円޸ εΪ

88 8-17 Ⅱ 雑具 ൘ࡐ ࣼめ൘ 69.0	 47.0	 9.0	

千古作遺跡　મ՟࡯؍ද

報告
書ᶺ

遺ߏ名・出土地఺ ૚位 મ՟名
法ྔ（NN・H）

初ர年 උ考
ܘ֎ 内ܘ મް ॏྔ

66 2,9 Ⅲ c 祐通ሟݩ 25.0	 8.0	 1.9	 3.8	 北૙	1086 ᝰ書

67 2,10 Ⅱ c Ӭ楽通ሟ 25.0	 5.5	 1.4	 3.6	 明	1408
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香積寺沢遺跡　遺࡯؍ߏද

遺ߏ名 άリου
遺ߏの形態 規໛（N） ଞ遺ߏとの

੾り߹い
遺ߏ図版 出土遺物 උ考

平໘ அ໘ 立ͪ上がり 長࣠ ୹࣠ ਂ౓

4,25 24,11 〜 13 長ํ形 ୆形状 ౓ࣼٸ 3.62	 1.40	 0.35	 4X3 よりも古い 図版 12・14 図版 18�1
簡易తͳ木炭窯、͋るいは
焼土坑のՄ能ੑが͋る

4,27 24,18・22・23 長ํ形 状ހ ؇やか 1.60	 1.09	 0.08	 図版 13・15

4,69 23+20 円形 ୆形状 ౓ࣼٸ 1.00	 0.85	 0.15	 図版 13・15

4,74 23+19 円形 状ހ ؇やか 0.95	 0.88	 0.06	
1174・175 より
も古い

図版 13・15

4,77 23+19・24 円形 状ހ ؇やか 0.58	 0.56 0.08	 図版 13・15

4,125 24+2 円形 状ހ ؇やか 1.03	 1.00	 0.32	 図版 13・15 ଟ਺の᛽が集ੵ

4,129 24,21 ପ円形 ୆形状 ؇やか 1.38	 0.87	 0.20	 図版 13・15

4,152 23+22 ପ円形 ୆形状 ؇やか 4.50	 3.20	 0.20	
1176 よりも新し
い

図版 13・15

4,170 23,12・17 ୆形状 ౓ࣼٸ 0.45	 0.37	 0.34	
4X3 よりも新し
い

図版 13・15

1173 23+15 ପ円形 状ࣈ6 ౓ࣼٸ 0.32	 0.29	 0.22	
4X1 よりも新し
い

図版 13・15 図版 21�149 ப根

4%9
23+10・15
23,6・11・16

状ࣈ6 ౓ࣼٸ 0.30	 0.15	 0.20	
123 よりも古く、
4X3よりも新し
い

18 23,1 ପ円形 状ࣈ6 ౓ࣼٸ 0.47	 0.25	 0.25	 図版 13・15

110 23,6 円形 ୆形状 ౓ࣼٸ 0.43	 0.39	 0.38	 図版 13・15

111 23,6 ପ円形 ୆形状 ౓ࣼٸ 0.45	 0.37	 0.34	 図版 13・15

123 23,16 ෆ੔形 ୆形状 ౓ࣼٸ 0.82	 0.64	 0.12	
4%9 よりも新し
い

図版 13・15 図版 18�39

128 24,22 ෆ੔形 ୆形状 ౓ࣼٸ 0.41	 0.42	 0.21	 図版 13・15 図版 18�40

4X1 23+ ෆ੔形 ౓ࣼٸ 7.30	 5.30	 0.32	
ߌ・1173 18・
4X2よりも古い

図版 13・16
図版 18�2 〜 5、
20�100 〜 103、
21�150

ࣼ໘地に平ୱ໘を形成͢る

4X2
23+17・18・22・
23

ପ円形 ୆形状 ؇やか 2.80	 1.60	 0.18	
4X1・44135 よ
りも新しい

図版 13
図版 21�124 〜
126

4X3 24+・23・24, ෆ੔形 状ࣈ6 ؇やか 13.80	 8.72	 0.20	

4,25・4,129
よりも新しく、
4X4・4%9より
も古い

図版 13・16
図版 18�6 〜 33、
20�104 〜 107、
21�127 〜 129

東ଆはߔ状、西ଆは平ୱ໘
を形成

4X4 24・25+・, ෆ੔形 状ࣈ6 ؇やか 9.50	 6.53	 0.46	 図版 13・16

図版 18�34 〜
38、20�108・
109、21�130 〜
134

上部（1૚）と下部（3・5૚）
かΒͳるɻ2・4૚は土石流
ଯੵ物

44135 23+12・16・17 2.47	 1.35	 4X2 より古いも 図版 13・15 ᛽の一部がඃ೤

土器
集中区

25+・,
4X4下部（5૚）
よりも古い

図版 14・17
図版 19�88 〜
91、94〜 98

ओに、25+ 集中区は弥生時
代、25,集中区は縄文時代
晩期後葉かΒͳる
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遺ߏ名・出土地఺ ૚位 छผ
器छ

（分類）

法ྔ（cN） ଻土

調੔等の所ݟ
口ԑ部
遺ଘ཰

උ考口ܘ
（長）

ఈܘ
（෯）

器高
（ް）

ؚ༗物 ৭調

1 4,25・24,13 Π 1
中世
土師器

小皿
Ⅱ b類

8.1	 白・雲
փԫ	2.5:	
7�2

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ
体部ΦαΤ

3�36 ֎໘λーϧ状付ண物

2 4X1・23+13 Ξ 1
中世
土師器

小皿
Ⅰ類

7.7	 1.6	
白・石・雲・
νϟ

ઙԫᒵ	7.5:3	
8�4	

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ
体部ΦαΤ

5�36

3 4X1・23+8 Ξ 1
中世
土師器

皿
Ⅰ E類

12.6	 白・೪
ઙԫ	2.5:	
7�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ
ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

2�36

4 4X1・23+13 ウ 1
中世
土師器

皿
Ⅰ a類

12.6	 白・石・νϟ
փ白	2.5:		
8�2

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ
ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

2�36

5 4X1・23+14 ウ 1
中世
土師器

皿
Ⅰ E類

7.0	
白・石・雲・
਑

փԫ׊	10:3	
5�2

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ
ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

6 4X3・23,21 ウ 1
中世
土師器

皿
Ⅰ c類

12.8	 2.6	 白・೪
ઙԫᒵ	10:3	
8�4

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ　ఈ部ະ調੔　

3�36

7 4X3・23,23 1
中世
土師器

皿
Ⅰ c類

14.6	 白・石・νϟ
にͿいԫᒵ	
10:3	7�4

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ、௜ઢ文　ఈ部ະ調੔

2�36

8 4X3・24+5 Ξ 2
中世
土師器

皿
Ⅰ a類

13.6	 白・雲
ઙԫᒵ	10:3	
8�4

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ、௜ઢ文 1条　ఈ部
ະ調੔　

3�36

9 4X3・24,2Τ 2
中世
土師器

皿
Ⅰ b類

12.7	
白・石・雲・
角・೪

にͿいԫᒵ	
10:3	7�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ　ఈ部ະ調੔　

2�36

10 4X3・23,17 ウ 2
中世
土師器

皿
Ⅰ c類

12.4	 8.0	 2.0	 白
փ白	2.5:	
8�2

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
体部ΦαΤ、௜ઢ文 2条　ఈ部
ະ調੔

2�36

11 4X3・24,8Ξ 2
中世
土師器

皿
Ⅰ b類

白・石・೪
にͿいԫᒵ	
10:3	7�4

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ　ఈ部ະ調੔　

12 4X3・24,2Π 2
中世
土師器

皿
Ⅰ b類

13.3	
白・石・雲・
೪

փ白	10:3	
8�2

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ　ఈ部ະ調੔

3�36

13 4X3・23,22 Τ 2
中世
土師器

皿
Ⅰ E類

13.0	 10.0	 4.1	
白・਑・雲・
νϟ

ઙԫ	2.5:	
7�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ、൘状ѹࠟ　ఈ部ະ調
੔　

1�36

14 4X3・24+13 Ξ 1
中世
土師器

小皿
Ⅱ b類

8.1	 1.4	 白・石
ઙԫᒵ	10:3	
8�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
体・ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

7�36

15 24+14 Ξ 1
中世
土師器

小皿
Ⅱ b類

8.7	 白・雲
Φリーϒࠇ	
5:	3�1

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
体・ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

8�36 全໘にλーϧ状付ண物

16 4X3・24+23 Π 1
中世
土師器

小皿
Ⅱ b類

8.2	 1.7	
白・雲・
νϟ・࠭

にͿいᒵ	
7.5:3	7�4

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
体・ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

9�36

17 4X3・24+23 Ξ 1
中世
土師器

小皿
Ⅱ b類

8.8	 1.9	 白
ઙԫᒵ	10:3	
8�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
体・ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

9�36 内໘λーϧ状付ண物

18 4X3・24+14 Ξ 1
中世
土師器

皿
Ⅱ c類

11.0	 白・雲・νϟ
ઙԫ	2.5:	
7�3

खͮくͶ成形	内・֎໘φσ　
体部ΦαΤ

6�36

19 4X3・24+13 Π 1
中世
土師器

皿
Ⅱ b類

13.0	 白・石
ઙԫ	2.5:	
7�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
体・ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

2�36

20 4X3・24+13 Π 1
中世
土師器

皿
Ⅱ a類

16.0	 白・雲・角
ઙԫ	2.5:	
7�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
体・ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

2�36

21 4X3・23,22 Ξ 1
中世
土師器

皿
Ⅱ c類

12.2	 白・雲
ઙԫ	2.5:	
7�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ
体部ΦαΤ

3�36
๽書͋り
内໘炭化物付ண

22 4X3・24+12 Τ 1
中世
土師器

皿
Ⅱ a類

17.8	 白
փ白	10:3	
8�2

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ
体部ΦαΤ

4�36

23 4X3・23,21 Π 2
中世
土師器

皿
Ⅱ b類

13.8	 2.3	 白・೪
ઙԫᒵ	10:3	
8�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
体・ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

4�36

24 4X3・24+9 ウ 2
中世
土師器

皿
Ⅲ類

14.0	 白・雲
にͿいԫᒵ	
10:3	7�4

ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ 3�36

25 4X3・24+13 ウ 1
中世
土師器

皿
Ⅲ類

7.6	 白・石・雲
փ白	10:3	
8�2

ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ
ఈ部回సࢳ੾り（ӈ）

26 4X3・24+19 Ξ 1
中世
土師器

皿
Ⅲ類

8.0	 白・雲
にͿいԫᒵ	
10:3	7�3

ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ
ఈ部回సࢳ੾り（ӈ）

27 4X3・24+20 1
青磁

（ཾ泉
窯系）

࿶ փ白	N	8�0 釉ༀ（Φリーϒփ	2.5(:	6�1） ࣫઀͗

28 4X3・24,3Ξ 2
瀬戸・
美濃

平࿶ 白
ઙԫ	2.5:	
7�3

釉ༀ（にͿいԫ	2.5:	6�4）
࣫઀͗
中期様式Ҏ߱

29 4X3・23,21 ウ 1 信楽 ᙈ
白・石・
νϟ・ࠇ

փ白	2.5:	
8�1

30 4X3・24+18 Ξ 1 越前焼 Ꭼു 白・νϟ
ԫᒵ	10:3	
8�6

ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ、
内໘Է໨

化ԍ焼成ࢎ
Ⅴ期ࠒ

31 4X3・23,22 ウ 1 चऱ焼 ᙈ 13.0	
白・石・ࠇ・
᛽

փ	N	6�0 ֎໘λλΩϝ、内໘౰て具ࠟ
内໘ຎ໓
ࠒԍ焼成　Ⅴ期ݩؐ

32 4X3・23,22 Ξ 1
質נ
土器

߳࿍ 白・石
փԫ	2.5:	
6�2

೹文の๽書

33 4X3・24,2ウ 2 ਢܙ器 長ᰍළ 13.2	 白・石 փ	5:	6�1 ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ 2�36 ԍ焼成ݩؐ

34 4X4・25+15 Ξ 4
中世
土師器

皿
Ⅰ a類

13.8	 6.0	 3.0	
白・石・雲・
ࠇ

にͿいԫᒵ	
10:3	7�4

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ　ఈ部ະ調੔

10�36

35 4X4・24,21 ウ 4
中世
土師器

皿
Ⅰ E類

11.8	 3.5	
白・石・雲・
角

にͿいԫᒵ	
10:3	6�4

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ、ఈ部ະ調੔　

6�36

36 4X4・25+9 ウ 4
中世
土師器

皿
Ⅳ類

7.0	 白・石
にͿいԫᒵ	
10:3	7�4

ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ		
ఈ部回సࢳ੾り（ӈ）
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遺ߏ名・出土地఺ ૚位 छผ
器छ

（分類）

法ྔ（cN） ଻土

調੔等の所ݟ
口ԑ部
遺ଘ཰

උ考口ܘ
（長）

ఈܘ
（෯）

器高
（ް）

ؚ༗物 ৭調

37 4X4・24+20 ウ 1 चऱ焼 片口ു
白・石・਑・
ࠇ

ԫփ	2.5:	
4�1

ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ、
内໘Է໨

ԍ焼成ݩؐ
Ⅳ期ࠒ

38 4X4・25,11 Ξ 4 चऱ焼 ᙈ
白・石・਑・
᛽

փ	N	6�0 ֎໘λλΩϝ、内໘౰て具ࠟ
ԍ焼成ݩؐ
Ⅳ期ࠒ

39 123・23,16 Π 4
中世
土師器

皿
Ⅰ b類

12.1	 白・石・νϟ
ઙԫᒵ	10:3	
8�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ、ఈ部ະ調੔　

1�36

40 128・24,22 Π
中世
土師器

皿
Ⅰ b類

白・石
にͿいԫᒵ	
10:3	7�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ、ఈ部ະ調੔　

41 24+23 Ⅰ चऱ焼 片口ു 39.5	
白・石・਑・
νϟ・ࠇ・
᛽

փ	N	5�0
ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ、
内໘Է໨

3�36
ԍ焼成ݩؐ

42 23+5 चऱ焼 ᙈ
白・石・਑・
雲

փ白	N	7�0 ֎໘λλΩϝ、内໘౰て具ࠟ
ԍ焼成ݩؐ
ᶜ期

43 25+14 Ⅱ चऱ焼
ᙈ

（5छ）
11.8	 白・石・ࠇ փ	N	6�0 Ⅳ期Ҏ前

44 24+19 Ⅰ चऱ焼 片口ു
白・石・
νϟ・᛽

ઙԫ	2.5:	
7�3

ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ、
内໘Է໨

࣫઀͗
化ԍ焼成　ᶜ期ࢎ

45 145S चऱ焼 片口ു
白・਑・
νϟ・ࠇ

փ白	2.5:	
7�1

ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ、
内໘Է໨

ԍ焼成ݩؐ
Ⅴ〜ᶜ期

46 23+22 Ⅰ चऱ焼 片口ു 白
փ白	2.5:	
8�1

ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ、
内໘Է໨

化ԍ焼成ࢎ
Ⅳ期Ҏ߱

47 23,17 Ⅲ चऱ焼 ᙈϱᆵ 2.9	 2.8	 6.5	 白・石 փ	N	5�0 ֎໘λλΩϝ、内໘౰て具ࠟ
土器片ར用の研࡟具
ࠒԍ焼成　Ⅳ期ݩؐ

48 23+23 Ⅰ चऱ焼 ᙈϱᆵ 2.8	 2.9	 1.5	 白・石・νϟ փ	N	5�0 ֎໘λλΩϝ
土器片ར用の研࡟具
ࠒԍ焼成　Ⅳ期ݩؐ

49 23,1 Ⅲ
中世
土師器

皿
Ⅰ a類

14.2	
白・石・雲・
νϟ

ઙԫᒵ	10:3	
8�4

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

4�36

50 23,6 Ⅲ
中世
土師器

皿
Ⅰ a類

12.4	 白・石
ઙԫᒵ	10:3	
8�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

5�36

51 22+25 Ⅲ
中世
土師器

皿
Ⅰ a類

12.2	 白
ઙԫᒵ	10:3	
8�4

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

4�36

52 23+22 Ⅲ
中世
土師器

皿
Ⅰ b類

12.2	 白・石
փ白	2.5:	
8�2

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

3�36

53 23+5 Ⅲ
中世
土師器

皿
Ⅰ b類

14.0	
白・石・雲・
νϟ

ઙԫᒵ	10:3	
8�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

6�36

54 23+10 Ⅲ
中世
土師器

皿
Ⅰ b類

12.5	 白・雲・೪ ᒵ	7.5:3	7�6
खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

2�36

55 24,12 Ⅰ
中世
土師器

皿
Ⅰ c類

12.4	 6.4	 2.7	
白・石・਑・
νϟ

にͿいԫᒵ	
10:3	7�4

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ、௜ઢ文 1条		ఈ部ະ
調੔

3�36

56 24,2
中世
土師器

皿
Ⅰ c類

13.2	 白・雲・角
փ白	2.5:	
8�2

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ、௜ઢ文 1条		ఈ部ະ
調੔

5�36

57 24,8 Ⅲ
中世
土師器

皿
Ⅰ b類

14.2	 白
ઙԫᒵ	10:3	
8�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ、௜ઢ文 1条		ఈ部ະ
調੔

2�36

58 24,21 Ⅲ
中世
土師器

皿
Ⅰ E類

11.0	 白・石・雲
փԫ׊	10:3	
6�2

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

3�36

59 23,16 Ⅰ
中世
土師器

皿
Ⅰ E類

12.4	
白・石・
νϟ・࠭

にͿいԫᒵ	
10:3	7�4

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

4�36

60 24,2
中世
土師器

皿
Ⅲ類

12.4	 白・石・雲
ઙԫ	2.5:	
7�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
体部ΦαΤ		

4�36

61 24+8 Ⅲ
中世
土師器

小皿
Ⅱ b類

8.0	 白・石
ઙԫᒵ	10:3	
8�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
体・ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

7�36 内໘λーϧ状付ண物

62 25+8 Ⅰ
中世
土師器

小皿
Ⅱ a類

10.2	 4.2	 1.5	 白・石
ઙԫ	2.5:	
7�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
体・ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

11�36 内・֎໘λーϧ状付ண物

63 24+19 Ⅰ
中世
土師器

小皿
Ⅱ a類

10.7	 5.4	 1.4	 白
୶ԫ	2.5:	
8�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
体・ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

3�36 内・֎໘λーϧ状付ண物

64 23+25 Ⅲ
中世
土師器

皿
Ⅱ a類

17.0	 白・石
୶ԫ	2.5:	
8�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
体部ΦαΤ		

4�36

65 23,17 Ⅰ
中世
土師器

皿
Ⅱ c類

12.2	 白・石
୶ԫ	2.5:	
8�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
体部ΦαΤ		

6�36

66 23,16 Ⅲ
中世
土師器

皿
Ⅱ b類

14.3	 7.0	 2.5	 白・石・雲
にͿいԫᒵ	
10:3	7�3

खͮくͶ成形　内・֎໘φσ、
体・ఈ部ΦαΤ		ఈ部ະ調੔

3�36

67 145S
青磁

（ཾ泉
窯系）

࿶
B類

15.4	 白
փԫ	2.5:	
7�2

࿇ห文
釉ༀ（Φリーϒփ	5:	5�3）

2�36

68 23,22 Ⅰ
青磁

（ཾ泉
窯系）

࿶
B類

白
にͿいԫᒵ	
10:3	7�3

࿇ห文
釉ༀ（Φリーϒփ	7.5:	5�2）

化ԍ焼成ࢎ

69 23,16 Ⅲ
青磁

（ཾ泉
窯系）

࿶
B類

白
にͿいԫᒵ	
10:3	7�4

࿇ห文
釉ༀ（にͿいԫᒵ	10:3	6�4）

化ԍ焼成ࢎ

70 25+14 Ⅱ
青磁

（ཾ泉
窯系）

࿶
%類

15.4	 白 փ白	N	7�0
ແ文、୺൓
釉ༀ（Φリーϒփ	7.5:	5�2）

2�36

香積寺沢遺跡　౔࡯؍ྨثද�2
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報告
書ᶺ

遺ߏ名・出土地఺ ૚位 छผ
器छ

（分類）

法ྔ（cN） ଻土

調੔等の所ݟ
口ԑ部
遺ଘ཰

උ考口ܘ
（長）

ఈܘ
（෯）

器高
（ް）

ؚ༗物 ৭調

71 23+24 Τ	ଞ 染付
࿶
C群
Ⅴ類

124.0	 փ白	5:	8�2 釉ༀ（明྘փ	5(	7�1） 4�36

72 23,21 Ⅰ
瀬戸・
美濃

ఱ໨
茶碗

11.5	 4.0	 6.3	 白・石
୶ԫ	2.5:	
8�3

ఈ部࿐଻
釉ༀ（鉄釉	׊	7.5:3	4�3）

6�36 大窯 4期

73 24+19 Ⅰ 越前焼 ᆵ
白・石・雲・
νϟ・࠭

ԫփ	2.5:	
6�1

釉ༀ（׊	7.5:3	4�3） 	৭付ண物ࠇ

74 25+15 Ⅱ
質נ
土器

Ֆළϱ
白・石・雲・
νϟ

փ	5:	4�1 ࿇ห状の文様

75 24,16 Ⅰ ਢܙ器 ແ୆ഋ 7.1	 白・石 փ白	10:	7�1
ϩΫϩ成形　内・֎໘ϩΫϩφσ		
ఈ部回సϔラ੾り

ԍ焼成ݩؐ
内໘に付ண物

76 23+17 Ⅲ
縄文
土器

ਂു
白・石・
νϟ・࠭

にͿいԫᒵ	
10:3	6�4

֋֪ෲԑ文、௜ઢ文 ૣ期中葉

77 24,7 Ⅰ
縄文
土器

ਂു
白・石・ણ
ҡ

にͿいԫᒵ	
10:3	6�4

ແ文、଻土にણҡ 前期前葉

78 24,23 Ⅲ
縄文
土器

ਂു
白・石・
νϟ・角・
࠭

にͿいԫ׊	
10:3	4�3

口৶部のංް、ష付文、細隆ىઢ
文（෯ 4NN前後）

前期຤葉

79 24+2 Ⅳ
縄文
土器

ਂു
白・νϟ・
࠭

にͿいԫᒵ	
10:3	6�4

口৶部のංް、細隆ىઢ文（෯
4NN前後）

前期຤葉

80 23,12 Ⅲ
縄文
土器

ਂു
白・雲・
νϟ・࠭

にͿいԫᒵ	
10:3	6�4

細隆ىઢ文（෯ 4NN前後）によ
るࣼ֨子໨文、ࣼ֨子໨文の܏ࠨ
の௜ઢは஛管状޻具、口৶部ࠁ໨
文（஛管状޻具）

前期຤葉

81 23,11 Ⅲ
縄文
土器

ਂു
白・石・
νϟ・࠭

にͿいԫᒵ	
10:3	6�4

横位区ը隆ଳ（ࠁ໨が施文さΕる）
݁節縄文、縄文3-

中期

82 4X4・25+3 Τ 6
縄文
土器

ਂു
白・石・雲・
࠭

	10:3	׊ࠇ
3�2

ຏফ縄文、縄文施文後௜ઢ文、
縄文 -3

後期前葉

83 22+19 Ⅰ
縄文
土器

ਂു
白・雲・
νϟ・࠭

ઙԫ	2.5:	
7�3

ຏফ縄文、縄文施文後௜ઢ文、
羽状縄文、縄文 -3と 3-

後期後葉

84 22+19 Ⅰ
縄文
土器

ਂു
白・石・雲・
νϟ・࠭

ઙԫ	2.5:	
7�3

ຏফ縄文、縄文施文後௜ઢ文、
羽状縄文、縄文3-と -3

後期後葉

85 4X1・23+13 Ξ
縄文
土器

ਂു
白・石・雲・
νϟ・࠭

փԫ׊	10:3	
6�2

ຏফ縄文、縄文施文後௜ઢ文、
羽状縄文（縄文3-と -3）

後期後葉

86 4X3・23,22 Τ 2
縄文
土器

ਂു
白・石・
νϟ・࠭

にͿいԫᒵ	
10:3	7�4

太い௜ઢ文 後期後葉

87 23+12 Ⅲ
縄文
土器

ਂു
白・雲・
νϟ・角・
࠭

にͿいԫᒵ	
10:3	7�3

ຏফ縄文、縄文施文後௜ઢ文、
縄文3-

後期後葉

88 25+15 ᶺ 24 Ⅶ
弥生
土器

ᆵ
白・雲・角・
࠭

ઙԫ	2.5:	
7�4

ຏফ縄文、縄文施文後௜ઢ文、
縄文 -3

中期前葉
࣮ଌᶺ 89とಉ一ݸ体

89 25+15 ᶺ 24 Ⅶ
弥生
土器

ᆵ
白・雲・角・
࠭

にͿいԫᒵ	
10:3	7�3

ຏফ縄文（ࣼ͢ߦるଳ縄文）、縄
文施文後௜ઢ文、縄文 -3、文様
下୺を横位の௜ઢͰ区ը

中期前葉
࣮ଌᶺ 88とಉ一ݸ体

90 25,11 ᶺ 10ଞ Ⅲ
縄文
土器

ਂു
白・雲・
νϟ・࠭

にͿい׊	
7.5:3	5�4

ංް͢る口ԑ部にࣃڒ状の௜ઢ
文、ᰍ部と಑部の区ըに横位୹௜
ઢ文のࢗಥ文

晩期後葉

91 25,11 ᶺ 17 Ⅲ
縄文
土器

ਂു
晩期後葉
報告ᶺ 94とಉ一ݸ体

92 23+20 Ⅲ
縄文
土器

ਂു
白・石・雲・
νϟ・࠭

にͿいԫᒵ	
10:3	6�3

具による条ࠟ文޻状ࣃ۳ 晩期

93 23,16 Ⅲ
縄文
土器

ਂു
白・雲・
νϟ・ࠇ・
࠭

ઙԫᒵ	10:3	
8�3

೨ࢳ文 - 晩期後葉

94 25,11 ᶺ 1ଞ Ⅲ
縄文　
　土器

ਂു 26.2	
白・石・雲・
νϟ・࠭

にͿい׊	
7.5:3	5�4

ංް͢る口ԑ部に縄文 -を施文、
಑部は横位݁節縄文（縄文3-）

6�36
晩期後葉
報告ᶺ 91とಉ一ݸ体

95 25,7 ᶺ 18 Ⅲ
縄文
土器

ਂു
白・石・
νϟ・᛽・
࠭

փԫ	2.5:	
7�2

ແ文、輪ੵࠟをݦஶに͢࢒ 晩期

96 25,11 ᶺ 16 Ⅲ
縄文
土器

ਂു 9.7	
白・雲・
νϟ・࠭

にͿい׊	
7.5:3	5�4

ແ文、ఈ部໢代ѹࠟ

97 25+14 ᶺ 10 Ⅶ
弥生
土器

ਂു 8.0	
白・石・雲・
νϟ・࠭

ઙԫ	2.5:	
7�3

ແ文、ϛΨΩ

98 4,25・24,13 Ξ 1
縄文
土器

஫口 白・雲・角
փԫ׊	10:3	
6�2

ແ文、ϛΨΩ 後期後葉

99 22,21 Ⅲ
縄文
土器

஫口 白・雲
փ白	10:3	
8�2

ແ文、ϛΨΩ 晩期
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表　࡯　؍

67

香積寺沢遺跡　ੴثɾੴ੡඼࡯؍ද

報告
書ᶺ

遺ߏ名・出土地఺ ૚位 器छ 石ࡐ
法ྔ（NN・H）

උ考
長さ ෯ ްさ ॏྔ

100 4X1・23+18 Ξ 1 ෆఆ形石器 ً石҆山岩 54.0	 36.0	 13.0	 17.7	

101 4X1・23+14 Ξ 1 石֩ 質ท岩ܔ 19.0	 25.5	 18.0	 9.7	

102 4X1・23+18 Ξ 1 ຏ石 ً石҆山岩 84.0	 28.0	 52.5	 160.0	

103 4X1・23+18 Π 1 ຏ石 ً石҆山岩 103.0	 93.0	 43.0	 640.0	

104 4X3・23,22 ウ 1 ϐΤε・ΤεΩーϢ ท岩 33.0	 11.0	 8.0	 3.1	

105 4X3・24+8 ウ 1 ຏ石 ً石҆山岩 90.0	 96.5	 33.0	 400.0	

106 4X3・24+14 ウ 2 ຏ石 ً石҆山岩 140.0	 88.0	 48.0	 872.7	 ඃ೤

107 4X3・24,2Π 2 ౐石 ώン岩 106.5	 76.5	 40.0	 531.2	

108 4X4・25+5 Π 4 石֩ ท岩 37.0	 55.0	 41.0	 64.9	 ଧ໘సҠ

109 4X4・25,12 2 石硯 ೪൘岩 137.5	 61.5	 23.0	 280.0	

110 24,8 Ⅲ Ꮟ石 ऄ໲岩 103.0	 56.0	 28.0	 260.1	 ຏ製石ිの再ར用

111 23+13 Ⅲ ຏ製石ි ऄ໲岩 37.0	 36.0	 17.0	 15.1	

112 23+6 Ⅰ 石᭲ ท岩 22.5	 18.0	 5.0	 1.3	

113 25+10 Ⅱ 石᭲ ৭ท岩ࠇ 26.5	 12.5	 4.0	 1.2	 ༗᭲ܪ、༗ܪ部ܽଛ

114 25,3 Ⅲ 石᭲ 質ท岩ܔ 38.0	 19.0	 6.0	 5.1	 ఠみ

115 23,11 Ⅰ 石࡬ 質ท岩ܔ 50.5	 25.0	 6.0	 6.6	 ఠみは表ཪかΒ加޻、ཪ໘࢖用ࠟ͋り

116 23+25 Ⅲ ෆఆ形石器 ৭ท岩ࠇ 67.0	 39.5	 14.0	 26.1	

117 23,11 Ⅲ ຏ石 ً石҆山岩 47.0	 45.0	 29.0	 70.0	 ඃ೤

118 25,6 Ⅲ ຏ石 ً石҆山岩 75.0	 73.0	 65.5	 504.3	

119 23,17 Ⅱ ຏ石 ً石҆山岩 109.0	 95.0	 43.0	 700.0	

120 24+18 Ⅰ ຏ石 ً石҆山岩 85.0	 52.0	 48.0	 200.0	

121 23+20
ελンϓ形石器
（Ꮟຏ石）

ર྘岩 117.5	 67.0	 51.5	 647.7	

122 23+5 Ⅲ 石硯 ೪൘岩 89.0	 43.0	 14.0	 74.3	

123 24,21 Ⅰ ౐石 փ岩ڽ 50.0	 30.0	 9.0	 18.1	

報告
書ᶺ

遺ߏ名・出土地఺ ૚位 छผ 器छ 木औり
法ྔ（NN）

製作ࠟ跡等の所ݟ උ考
長さ ෯（ఈܘ） ްさ

124 4X2・23+17 ウ 下部 ༰器 物（ఈ൘）ۂ ຝ໨ 261.0	 72.5	 7.5	 表໘にઢ状ࠟɻώϊΩ

125 4X2・23+22 Π 1 ৯事具 സ り出し࡟ 170.0	 6.0	 3.5	
り出しによってஅ໘࡟
ଟ角形に੔形

126 4X2・23+22 Π 1 ৯事具 സ り出し࡟ 201.0	 5.0	 3.0	
り出しによってஅ໘࡟
ଟ角形に੔形

127 4X3・24,2ウ 2 雑具 部ࡐ ຝ໨ 125.0	 16.0	 11.0	 り出しによって੔形࡟ 上໘にܘ໿ 2NNの木ఝɻεΪ

128 4X3・24,8Ξ 2 雑具 ൘ࡐ 159.0	 37.0	 6.5	 下部に炭化・ઠ޸

129 4X3・24,2Ξ 2 ༰器 物（ఈ൘）ۂ ຝ໨ 173.5	 66.0	 7.0	 全体に炭化ɻεΪ

130 4X4・24+19 Τ 1 ༰器 ંෑ ຝ໨ 104.5	 52.0	 1.0	 2 か所に޸		໿ 3.1 ੇɻεΪ

131 4X4・24+20 ウ 1 ༰器 ൘ࡐ ຝ໨ 136.0	 40.0	 8.0	 ཪ໘に炭化ࠟ͋り・ઠ޸ɻεΪ

132 4X4・25,2Ξ 4 ෆ明 ๮状 ຝ໨ 89.0	 12.0	 10.5	
り出しによってஅ໘࡟
ུ円形に੔形

133 4X4・25,6Π 3 ৯事具 സ り出し࡟ 136.0	 7.0	 5.0	
り出しによってஅ໘࡟
ଟ角形に੔形

134 4X4・25,2Ξ 4 雑具 ๮状 り出し࡟ 108.0	 8.0	 6.0	
り出しによってஅ໘࡟
ଟ角形に੔形、ઌ୺は
ઑる

εΪ

135 23,21
༰器

（࣫器）
皿 横木औり 73.5	

ఈ໘ࠇの࣫地に੺࣫による「上」ϱࣈが書かΕるɻ
内໘੺地に࣫ࠇによるϋラΠが͋るɻ
高୆部がṞ落͢るɻϒφଐ

136 25+14 Ⅲ
༰器

（࣫器）
࿶ 横木औり 内・֎໘࣫ࠇృ෍ɻϒφଐ

137 25,8
༰器

（࣫器）
࿶ 横木औり 内・֎໘੺࣫ృ෍ɻϒφଐ

138 25+14 Ⅲ ༰器 物（ఈ൘）ۂ ൘໨ 146.0	 41.0	 6.0	 εΪ

香積寺沢遺跡　໦੡඼࡯؍ද�1



表　࡯　؍

68

報告
書ᶺ

遺ߏ名・出土地఺ ૚位 छผ 器छ 木औり
法ྔ（NN）

製作ࠟ跡等の所ݟ උ考
長さ ෯（ఈܘ） ްさ

139 23+24 Ⅰ 雑具 ൘ࡐ ൘໨ 148.0	 21.0	 7.5	 ઠ޸

140 25,1 Ⅱ 雑具 ൘ࡐ ൘໨ 136.0	 22.5	 10.0	 ઠ޸

141 24,1 Ⅰ ෆ明 ๮状 ൘໨ 217.0	 15.0	 9.0	 上部炭化ɻΞεφϩ

142 24,7 Ⅰ ৯事具 സ り出し࡟ 184.0	 7.0	 6.0	
ケズリ出しによってஅ
໘ଟ角形に੔形

143 24,16 Ⅲ ৯事具 സ り出し࡟ 165.5	 8.0	 6.0	
ケズリ出しによってஅ
໘ଟ角形に੔形

ώϊΩՊ

144 24,23 Ⅲ ৯事具 സ り出し࡟ 60.0	 7.0	 5.0	
ケズリ出しによってஅ
໘ଟ角形に੔形

145 25,11 Ⅲ Ր付け木 木片 79.0	 9.0	 6.0	 ྆୺に炭化ɻεΪ

146 24,12 Ⅲ 状ߌ ൘໨ 294.0	 133.0	 25.0	 Ϛπଐ

147 24,17 ߌ ਊ࣋ͪ 313.5	 45.0	 28.0	 5 ໘の࡟り出し ߌ 43

148 23+14 ߌ ਊ࣋ͪ 274.5	 45.0	 44.0	 6 ໘の࡟り出し ߌ 18ɻΫリ

149 23+15 ࡐஙݐ ப根 ਊ࣋ͪ 363.0	 128.0	 108.0	 1173ɻψϧσ

香積寺沢遺跡　મ՟࡯؍ද

報告
書ᶺ

遺ߏ名・出土地఺ ૚位 મ՟名
法ྔ（NN・H）

初ர年 උ考
ܘ֎ 内ܘ મް ॏྔ

150 4X1・23+9 Ξ 1 Ӭ通ሟ׮ 23.0	 7.0	 1.0	 1.6	 1736 四π宝મ

151 24+5 ఱ੟ݩሟ 23.0	 7.5	 1.0	 1.8	 北૙	1023 真書

152 ๛通ሟݩ 23.0	 6.5	 1.4	 2.0	 北૙	1078 書ߦ

153 24,1 Ⅲ ๛通ሟݩ 23.0	 7.0	 1.4	 2.9	 北૙	1078 ᝰ書

154 23,21 Ⅰ ෢通ሟߑ 21.0	 5.5	 1.4	 1.9	 明	1368 എӈຎ໣のためෆ明

155 23+5 表土 Ӭ通ሟ׮ 23.0	 7.0	 1.0	 2.4	 1714 佐渡મ

156 24,1 Ⅰ Ӭ通ሟ׮ 23.0	 6.5	 0.9	 1.7	 1714 文期十ສ௶મݩ

157 24,6 Ⅰ Ӭ通ሟ׮ 21.5	 7.0	 0.9	 2.1	 1736 四π宝મ

158 23,22 Ⅰ Ӭ通ሟ׮ 23.0	 6.0	 1.0	 2.4	 1741 高津എݩમ

香積寺沢遺跡　ۚଐ੡඼࡯؍ද

報告
書ᶺ

遺ߏ名・出土地఺
૚位 छ類 法ྔ（NN・H）

磁ண൓Ԡ උ考
長さ ෯ ްさ ॏྔ

159 24,21 Ⅰ ౛子 174.0	 16.0	 7.0	 32.6	

160 24,2 Ⅰ ఝ 56.0	 11.0	 4.0	 5.5	

161 25+5 Ⅲ Րസ 10.0	 10.0	 14.1	

162 4X4・25,1Τ 2 ࿍น 62.5	 72.0	 26.0	 61.6	 ແ

163 25,3 Ⅲ ࿶形஁໶ᕥ 76.0	 61.5	 55.5	 295.6	 ແ 中型もしくは大型、ఈ໘に࿍চ土

香積寺沢遺跡　໦੡඼࡯؍ද 2
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図　൛　1千古作遺跡　調査ൣғと周ลの地形
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図　൛　2 千古作遺跡　遺ߏ全体図
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図　൛　3千古作遺跡　ϐΞ̎区遺ߏ全体図、遺ݸߏผ図（̍）　井戸・土坑・ϐοτ
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SE19 
1　青灰色粘質土　炭粒を少量含む
2　灰色粘質土　　炭粒を微量含む
3　灰色粘質土　　炭粒を微量含む
　　　　　　　　  2層よりも相対的に
　　　　　　　　  色調明るい
4　灰色粘質土　　灰色粘質地山土、
　　　　　　　　  炭粒を微量含む
5　灰色粘質土　　炭粒を微量含む
6　灰色粘質土　　灰色粘質地山土を
　　　　　　　　  少量含む
7　暗灰色粘質土　灰色粘質地山土を
　　　　　　　　  少量含む　
8　暗灰色粘質土　炭粒を少量含む

SK23
1　暗青灰色粘質土　青灰色粘質土を微量に含む
2　黄灰色粘質土　　青灰色粘質土、炭粒を少量含む

SK29
1　灰色粘質土　　青灰色粘質土と炭粒を少量含む

P30
1　暗青灰色粘質土　青灰色粘質土を微量含む
2　暗青灰色粘質土　青灰色粘質土を少量含む

P20
1　暗青灰色粘質土　
2　暗青灰色粘質土　青灰色粘質土を少量含む

P21
1　暗青灰色粘質土　
2　暗青灰色粘質土　青灰色粘質土を少量含む

P22
1　暗青灰色粘質土　
2　暗青灰色粘質土　青灰色粘質土を少量含む

P25
1　暗青灰色粘質土　青灰色粘質土を微量含む
2　緑灰色粘質土　　青灰色～緑灰色粘質土を
　　　　　　　　　 少量含む
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図　൛　� 千古作遺跡　ϐΞ̎区、遺ݸߏผ図（̎）ੑ֨ෆ明遺ߏ

SX31
1　暗青灰色粘質土　炭粒を少量含む
2　灰色粘質土　　　炭粒を少量含む　１層よりも相対的に粘性強い
3　黄灰色粘質土　　炭粒を含むが、1・2層よりも格段に少ない　
4　黄灰色粘質土　　炭粒を微量に含む　3層よりも相対的に粘性強い
5　緑灰色粘質土　　6層よりも相対的に粘性が強い

6 緑灰色粘質土　　黒色粒が微量に含まれる
6' 黄橙色粘質土　　6層が酸化し、部分的に赤褐色を呈する
※ SX17の覆土は12－12'、SX16、SD27の覆土は11－11'参照

SX16
1　灰黄褐色粘質土　　　炭粒を少量含む
2　灰色粘質土　　　　　炭粒を含むが1層よりも格段に少ない
3　緑灰粘質土　　　　　1・2層より粘性がやや強い　SD27の覆土　
4　オリーブ灰色粘質土　SD27の覆土
※　SX17の覆土は12－12'、SX31の覆土は16－16'参照

SX17
1　暗青灰色粘質土　しまりやや弱　炭粒を少量に含む
1'暗青灰色粘質土　青灰色粘質土（Ⅱｄ層対応）を少量、炭粒を微量に含む
　　　　　　　　　 １層より若干色調が明るい
2　青灰色粘質土　　非常に微量ながら炭粒を含む
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図　൛　�千古作遺跡　ϐΞ̏区遺ߏ全体図、遺ݸߏผ図（̍）ߔ
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SD8
1　黒褐色粘質土　灰黄色粘質土（Ⅴa層対応）が少量含まれる

SX14　　
1　黒褐色粘質土　灰黄色粘質土（Ⅴa層対応）が含まれるが、
 　　　　　　　　SD8よりも少ない。

SD9
1　黒褐色粘質土　灰黄色粘質土（Ⅴa層対応）が少量含まれる

SD10 
1　黒褐色粘質土　灰黄色粘質土（Ⅴa層対応）が少量含まれる

SD11 
1　黒褐色粘質土　灰黄色粘質土（Ⅴa層対応）が少量含まれる

SD12 
1　灰色粘質土　灰黄色粘質土（Ⅴa層対応）が少量含まれる
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図　൛　� 千古作遺跡　ϐΞ̏区遺ݸߏผ図（̎）ߌ・ߔ・木製品出土状گ、ϐΞ̐区遺ߏ全体図
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SD13
1　黒褐色粘質土　灰黄色粘質土（Ⅴa層対応）、炭粒少量含まれる
2　褐灰色粘質土　炭粒が少量含まれる　1層よりも粘性強い
3　褐灰色粘質土　灰黄色粘質土（Ⅴa層対応）、炭粒、腐植土（Ⅵ層
 　　　　　　　　対応）が少量含まれる　有機質が含まれる
4　褐灰色粘質土　灰黄色粘質土（Ⅴa層対応）、炭粒が少量含まれる　
　　　　　　　　 3層より色調が明るい　有機質が含まれる
5　黒色粘質土　　ブロック状の腐植土（Ⅵ層対応）からなる　多量の
 　　　　　　　　有機質を含む

ピア4区
Ⅰ' 灰色粘質土　　炭粒が少量含まれる
Ⅲc1 黒褐色粘質土　灰白色土、炭粒を少量含む　有機質を多く含む
　　　　　　　　　　SX32覆土
Ⅲc2 黒褐色粘質土　灰白色土、炭粒を少量含む　Ⅲc1層よりも有機質
　　　　　　　　　　を多く含む　SX32覆土
Ⅲc3 Ⅲc層に対応
※　他は「第Ⅲ章1B　基本層序」を参照
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図　൛　�千古作遺跡　作業Ϡーυ遺ߏ全体図、遺ݸߏผ図　ߔ・ੑ֨ෆ明遺ߏ
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SD3
1　黒褐色粘質土　灰黄色土（Ⅴa層対応）、炭粒を少量含む
2　灰黄色粘質土　黒褐色土（1層対応）が少量含まれる

SD4
1　黒褐色粘質土　灰黄色土（Ⅴa層対応）、炭粒を少量含む
2　SX1の1層に対応
※　SX1の覆土は40－40'参照

SD5・6
1　黄灰色粘質土　灰黄色土（Ⅴa層対応）、炭粒を微量に含む
2　灰色粘質土　　灰黄色土（Ⅴa層対応）、炭粒含むが、1層よりも多い
3　灰色粘質土　　2層よりも灰黄色土（Ⅴa層対応）が多く含まれる
4　灰色粘質土　　灰黄色土（Ⅴa層対応）を少量含む
※　1～3層がSD5、4層がSD6に対応する

SD7
1　灰黄褐色粘質土　灰黄色土（Ⅴa層対応）、炭粒を微量に含む

SX1・SD15
1　灰色粘質土　　灰黄色土（Ⅴa層対応）、炭粒を少量含む
2　黒褐色粘質土　1層よりも灰黄色土（Ⅴa層対応）を多く含む
3　灰色粘質土　　灰黄色土（Ⅴa層対応）を多量に含む
※　1・2層がSX1、3層がSD15に対応する

SX2
1　灰色粘質土　灰黄色土（Ⅴa層対応）、炭粒を少量含む
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図　൛　� 千古作遺跡　遺物࣮ଌ図（1）　ϐΞ 2・3区出土遺物
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図　൛　�千古作遺跡　遺物࣮ଌ図（2）　ϐΞ 4区出土遺物
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図　൛　1� 千古作遺跡　遺物࣮ଌ図（3）　作業Ϡーυ出土遺物
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図　൛　11߳ੵ寺沢遺跡　調査ൣғと周ลの地形
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図　൛　12 ߳ੵ寺沢遺跡　遺ߏ全体図
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図　൛　13߳ੵ寺沢遺跡　遺ߏ分割図（̍）
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図　൛　1� ߳ੵ寺沢遺跡　遺ߏ分割図（̎）、遺ݸߏผ図（̍）土坑
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1　にぶい赤褐色土　焼土、炭化物を多く含む
1' にぶい赤褐色土　1層よりも炭化物が多く含まれる
2　褐灰色土　　　　炭化物を多量に含むが1層よりも少ない
3　黒褐色土　　　　炭化物、炭化材を多く含む　褐灰色土（2層
　　　　　　　　　  対応）や焼土を少量含む
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図　൛　1�߳ੵ寺沢遺跡　遺ݸߏผ図（̎）土坑・ߔ・ϐοτ・ߌ

SK77
1　黒褐色粘質土　礫、炭粒を含む

SK125
1　黒褐色粘質土　　礫、灰黄色土を含む
2　灰黄褐色粘質土　灰黄色土を含む

SK152
1　黒褐色粘質土　　灰黄色土（Ⅳ層対応）を含む
2　灰黄褐色粘質土　灰黄色土（Ⅳ層対応）を含む

SK129
1　黒褐色粘質土　　礫を含む
3　灰黄褐色粘質土　灰黄色土（Ⅳ層対応）を含む

P23
1　淡黄色砂　　　粒径の粗い砂からなる
2　黒褐色粘質土　砂礫、炭粒を含む
3　黒褐色粘質土　炭粒、礫を少量含む
4　灰黄色砂

SK27
1　黒褐色粘質土　礫、灰黄色土（Ⅳ層対応）を含む

SK69
1　黒褐色粘質土　灰黄色土（Ⅳ層対応）を含む

SK74
1　暗褐色粘質土　灰黄色土（Ⅳ層対応）、炭粒を含む　
2　黒褐色粘質土　礫、灰黄色土（Ⅳ層対応）を含む
3　黒褐色粘質土　礫、炭粒を含む
4　黒褐色粘質土　礫、灰黄色土（Ⅳ層対応）を含む

SD9
1　黒褐色粘質土　炭粒を含む

P8
1　黒褐色粘質土　　灰黄色土（Ⅳ層対応）、炭粒を含む
2　灰黄褐色粘質土　灰黄色土（Ⅳ層対応）を含む

P173
1　褐灰色粘質土　　灰黄色土（Ⅳ層対応）を含む

P28
1　褐灰色粘質土　　灰黄色土（Ⅳ層対応）を含む
2　黒褐色粘質土　　炭粒を含む
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図　൛　1� ߳ੵ寺沢遺跡　遺ݸߏผ図（̏）ੑ֨ෆ明遺ߏ

SX1
1　黒褐色粘質土　礫、炭粒、灰黄色土（Ⅳ層対応）を含む

SX3
1a 黒褐色粘質土 礫、炭粒を少量含む
1a' 灰黄褐色シルト 礫、炭粒を含むが1a
  層よりも少ない
1b 灰黄褐色粘質土 礫、炭粒を少量含む
1c 灰黄褐色粘質土 礫、炭粒を少量含む
  粘性やや弱い
1c' 灰黄褐色砂礫 礫を多く含む
2 褐灰色粘質土 礫、炭粒を微量含む
2' 褐灰色粘質土 炭化物を多く含む

SK170
1　黒褐色粘質土　　礫、炭粒、灰黄色土
 　　　　　　　　　（Ⅳ層対応）を少量含む
2　黒褐色粘質土　　礫、灰黄色土（Ⅳ層
 　　　　　　　　　対応）を含むが1層
 　　　　　　　　　よりも少ない
3　灰黄褐色粘質土　灰黄色土（Ⅳ層対応）
 　　　　　　　　　を微量に含む
4　灰黄褐色粘質土　3層よりも色調が暗い
5　黒褐色粘質土　　礫、灰黄色土（Ⅳ層
 　　　　　　　　　対応）を微量に含む

SX4
1　黒褐色粘質土　礫、炭粒、灰黄色土（Ⅳ層対応）を少量含む
  　　　　　　　　Ⅲb層に相当する　
2　灰黄褐色礫　　礫（10～20cm前後）を多量に含む　しまりが
  　　　　　　　　非常に強い　土石流堆積物
2' 灰黄褐色礫　　礫、黒褐色粘質土（1層）を少量含む

3　黒色粘質土　　炭粒、礫を少量含む　粘性が強い
4　灰黄褐色礫　　2層と類似するが、含有する礫が小さい
  　　　　　　　　土石流堆積物
5　黒色粘質土　　粘性が強く有機質が含まれる
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図　൛　1�߳ੵ寺沢遺跡　遺ߏ分割図（̏）、25+・,遺物集中区
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図　൛　1� ߳ੵ寺沢遺跡　遺物࣮ଌ図（1）　中世土器
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図　൛　1�߳ੵ寺沢遺跡　遺物࣮ଌ図（2）　中世土器・縄文時代土器
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図　൛　2� ߳ੵ寺沢遺跡　遺物࣮ଌ図（3）　石器・石製品

0 10cm（104,112～115）
（1:2）

0 15cm（100～103,105～111,116～123）
（1:3）

磨　面

1��

1�2

1��

113

11�

11�

11�

12�

123121 122

11�
11�

11�

1��

11�

111 112

1�3

1�1
1��

1��
1��

1��

491

49�

493



図　൛　21
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図�൛�22千古作遺跡　遺跡ԕܠ・近ܠ

ϐΞ 掘ʢ੢͔Βʣ׬　2۠

作ۀϠʔυ　׬掘ʢೆ͔Βʣ

ϐΞ 掘ʢ੢͔Βʣ׬　3۠

ϐΞ 掘ʢ๺͔Βʣ׬　۠�

千古作遺跡　ԕܠʢ੢͔Βʣ



千古作遺跡　ϐΞ 2区基本૚ং・遺（1）ߏ図�൛�23

ϐΞ ຊ૚ংʢ౦͔Βʣج　�2+�　2۠

ϐΞ 2۠　4,23　3�3� ηΫγϣンʢೆ͔Βʣ

ϐΞ 2۠　4,2�　���� ηΫγϣンʢೆ͔Βʣ

ϐΞ 2۠　12�　���� ηΫγϣンʢೆ͔Βʣ

ϐΞ 2۠　4&1�　1�1� ηΫγϣンʢ౦͔Βʣ

ϐΞ 掘ʢ౦͔Βʣ׬　�1&4　2۠

ϐΞ 2۠　122　���� ηΫγϣンʢೆ͔Βʣ

ϐΞ 2۠　13�　���� ηΫγϣンʢೆ͔Βʣ



ϐΞ 2۠　491�　1��1�� ηΫγϣンʢೆ͔Βʣ

ϐΞ 2۠　491�　ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ

ϐΞ 2۠　491�　13�13� ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ

ϐΞ 2۠　4931　1��1��ʢԼ෦ʣηΫγϣンʢೆ੢͔Βʣ

ϐΞ 2۠　491�　11�11� ηΫγϣンʢ౦͔Βʣ

ϐΞ 2۠　491�　12�12� ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ

ϐΞ 2۠　4931　1��1�� ηΫγϣンʢೆ੢͔Βʣ

ϐΞ 2۠　4931　1��1�� ηΫγϣンʢೆ੢͔Βʣ

図�൛�2�千古作遺跡　ϐΞ 2区遺（2）ߏ



ϐΞ ຊ૚ংʢ౦͔Βʣج　3۠

ϐΞ 3۠　4%�　1��1�� ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ

ϐΞ 3۠　4%�ɾ4%1�　ηΫγϣンʢ౦͔Βʣ

ϐΞ 3۠　4%�　ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ

ϐΞ 3۠　4%�　1��1�� ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ

ϐΞ 3۠　4%�ɾ4%�　1��1�� ηΫγϣンʢ౦͔Βʣ

ϐΞ 3۠　4%�　2��2�� ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ

千古作遺跡　ϐΞ 3区基本૚ং・遺（1）ߏ図�൛�2�



図�൛�2�千古作遺跡　ϐΞ 3区遺（2）ߏ

ϐΞ 3۠　4%1�　21�21� ηΫγϣンʢ౦͔Βʣ

ϐΞ 3۠　4%12　23�23� ηΫγϣンʢೆ͔Βʣ

ϐΞ 3۠　4%13　2��2�� ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ

ϐΞ 3۠　4%13　2��2�� ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ

ϐΞ 3۠　4%11　22�22� ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ

ϐΞ 3۠　4%13　ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ

ϐΞ 3۠　4%13　2��2�� ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ

ϐΞ ߌ　3۠ � ŋ � ŋ 13　2��2�� ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ



千古作遺跡　ϐΞ 3区遺（3）ߏ、ϐΞ 4区基本૚ং・遺ߏ、作業Ϡーυ基本૚ং・遺（1）ߏ図�൛�2�

ϐΞ 3۠　4%13　େ଍ग़౔ঢ়گʢ੢͔Βʣ

ϐΞ ຊ૚ংʢ౦͔Βʣج　۠�

ϐΞ �۠　4932　31�31� ηΫγϣンʢೆ͔Βʣ

Ϡʔυ ຊ૚ংʢ੢͔Βʣج　1۠

ϐΞ 3۠　4%13　3��3�� ηΫγϣンʢ๺੢͔Βʣ

ϐΞ 掘ʢ๺͔Βʣ׬　4932　۠�

ϐΞ �۠　4932　32�32� ηΫγϣンʢೆ͔Βʣ

Ϡʔυ 1۠　4%3　ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ



図�൛�2�千古作遺跡　作業Ϡーυ基本૚ং・遺（2）ߏ

Ϡʔυ 1۠　4%�ɾ491　3��3�� ηΫγϣンʢೆ͔Βʣ

Ϡʔυ 1۠　4%�ɾ4%�　3��3�� ηΫγϣンʢ੢͔Βʣ

Ϡʔυ 1۠　4%�　3��3�� ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ

Ϡʔυ 1۠　491 ŋ 4%1�　3��3�� ηΫγϣンʢ๺੢͔Βʣ

Ϡʔυ 1۠　4%�ɾ4%�　ηΫγϣンʢ੢͔Βʣ

Ϡʔυ 1۠　4%�ɾ4%�　3��3�� ηΫγϣンʢ੢͔Βʣ

Ϡʔυ 1۠　491 ŋ 4%1�　������ ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ

Ϡʔυ 1۠　492　�1��1� ηΫγϣンʢ๺͔Βʣ
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